



























































俺の青春を生け贄に、彼女の前髪をオープン
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　小学２年生の頃ころの話。

　幼おさな馴な染じみである少女が、特とく徴ちよう的な左右色いろ違ちがいの瞳ひとみを濡ぬらしながらも、俺の目の前で必死に涙なみだを堪こらえている。

　彼女の名はサリュ＝ニコルソン。イタリア人の母、日本人の父から生まれたハーフであり、容姿だけでなく性格も含ふくめて天使のような少女だった。

　そんな天使が泣くのを我が慢まんしている理由。その日はサリュ、更さらにはサリュの家族、ついでに俺の母親がイタリアに引ひつ越こしてしまう日だったから。

「ううう……！　タロ様と離はなれたくないよぅ！」

　ついには涙るい腺せん崩ほう壊かい。空港ギリギリでサリュはぐずり始めてしまい、わんわんからギャンギャン。いわゆるギャン泣き。

　タロ様こと桃もも山やま太た郎ろうとしては吞のん気きなもので、自分と離れたくないがために泣き続ける少女を指差して、

「子犬からアホ犬みたいな泣き方に変わったギャハハハ！」

　と大だい爆ばく笑しようして母親にどつかれた記き憶おくがある。

　あのときの俺は年相応にアホだった。ちょっと引くくらいに。

「タロ様のお嫁よめさんになるから行きたくないよぅ……！」

　幼馴染の口くち癖ぐせを聞いて、アホな少年もようやく事の重大さに気づいた、ということはなかったのだが、幼馴染に笑っていてほしいという気持ちは持っていた。

「そんな泣くなよ。イタリアっていっても地球じゃん。夏休みに自転車で遊びに行けると思うし、遊びに行くって」

「自転車じゃ遠すぎて無理ですよぉ……」

「バスとか電車は？」

「無理ですよぉ」

「そっか」

「諦あきらめないでくださいよぉ！」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]……。うーん……、！　じゃあ毎日電話するからさ！　あ！　ちょっと待って、毎日はめんどくさいから１週間に１回電話してやるから、それでいいじゃん！」

「……ほんとですかぁ？」

「俺が約束破ったことあるか？」

「……結構あるです」

「大切な約束は？」

「……ないです」

「じゃあ大切な約束だから破らない！」

「ん！」と小指を差し出せば、サリュも涙を拭ふいて小指を絡からませる。

　指きりげんまんを歌い終える頃には、サリュの表情に不安の色は見えなくなっていた。

　目を腫はらしながらも、作り笑え顔がおながらも、笑顔でバイバイすることができた。

　実に８年前の出来事。








１章






　時刻は23時55分。日本の日付が変わる直前、いつもどおりスマホからアラームが鳴り響ひびく。

　習慣というものは恐おそろしく、自室で爆ばく睡すいをキメ込んでいようとも起きてしまう。

「……んあ？　ふぁぁぁ……。……電話しないと……」

　あんぐりと大開口しながらもアラームを解除。寝ね癖ぐせった頭をガシガシ搔かき回し、ストレッチを少々。最後に籠こもりきった空気を換かん気きすべく窓を開く。

　外から入り込む５月末の夜風は、冷たいような暖かいような。人によって意見が分かれるくらいに丁度良い気温と言えるだろう。

　ボーッ、と風に当たり、若じやつ干かんの眠ねむ気けが取れたところで０時ジャスト。

　握にぎり締しめたスマホのお気に入りリストから『サリュ』をタップする。

　１コール鳴り止やむ前。まるで電話が来るのを待っていたように、というか待っていた彼女の弾はずむ声が、鼓こ膜まくへとダイレクトに届く。

『こんばんはタロ様っ！』

「あーい、タロ様ですよー……」

　自分でも驚おどろくことに今でもサリュとの約束を破らないでいる。

　我われながら中々に続いていると思う。

『フフッ♪　１週間ぶりの生声です♪　今日も眠たそうですね！』

「そりゃミラノは夕方17時だけども、こっちは深夜０時だからな……」

『でもでも、サリュは寝かせませんよ？』

「そういう発言はしちゃダメだろ……」

『？　どうしてですかぁ？』

　高２にもなったというのに、相変わらず天然というか無知というか。画面越ごしにクエスチョンマークを浮うかべて、首を傾かしげている姿が目に浮かぶ。

　その変わらない所がこいつの良いい所なんだろうけども。

　性格は変わらないのだろうが、容姿、身体的特徴はどうだろうか？

　天使のような少女が今現在どのように成長したのかを俺は知らない。

　サリュがミラノに引越してから、１度も姿を見たことがないから。

『今週は学校でどんなことをしたんですかぁ？』

「毎週毎週、飽あきないなぁ。たまにはお前のスクールライフを聞きたいわ」

『サリュはタロ様のことを知りたいんですっ』

「うーん……、あ。この前、桜さくらが──、『その話はつまらないですよぉ……』」

「……まだ話してないじゃん」

『未来のお嫁さんに、他ほかの女性の話をするのは禁物ですっ』

「誰だれが俺の嫁だよ」

『そんな照れなくてもいいですよぅ』

　照れてねーし。

「タロ様のお嫁さんになる」。海かい賊ぞく王におれはなるとは比べ物にならないくらい軽いサリュの口癖は未いまだに継けい続ぞく中。




　その後は結局、俺の１週間の身の上話。親友と部活動で馬ば鹿かやって教師に怒おこられたようなくだらない話を延々としていく。

　サリュはいつもどおり屈くつ託たくなく笑ってくれ、俺はいつもどおりそんな幼馴染をもっと喜ばせたいと話し続けてしまう。なんだかんだで、俺もこの時間は毎週楽しみにしている。

　時計を見れば、０時55分。

　そろそろだな。

　回っていなかった頭が覚め始めてしまえば、朝までオールナイトしてしまう。キリが無いからこそ、きっかり１時間で電話を切るのは俺とサリュが決めた約束事の１つ。

「じゃあまた来週な、サリュ」

『……ねぇ、タロ様？』

「ん？　何？」

　今までのハキハキとした声とは違い、急にかしこまったように微び弱じやくな声量。さらには、しばしの静せい寂じやく。

『……タロ様は……、い、いや何でもないですっ！　お、おやすみなさいですっ』

「え？　う、うん、おやす──、……切れた」

　ツー、ツー……、繰くり返される電子音。地味に向こうから電話を切られるのは初めてかもしれない。

　うーん、急いでたのかな？　ウチの子に限って反はん抗こう期ではないと思うけど。

　１週間後にまた聞けばいっか。




　　　　※　※　※




　６月の頭。梅雨の時期に入ろうと、部室棟とうから仰あおぐ空は文句なしの快晴。

　雲ひとつない青空の下、野太い声を発しながらアップ運動している柔じゆう道どう部はさすがは全国レベル。アップ運動だけでも付いていける気がしない。

　しかし、ウチはウチ、ヨソはヨソ。我らがオルタナティ部も日々精しよう進じんしているのだ。

　オルタナティ部。現生活において必要不可欠な文化、サブカルチャーを研究するために１年前に俺と親友が新設した部活動である。

　古きものから新しいものを創設するというオルタナティブが語源になっているのは言うまでもなく、おしゃれな人はオルタナティブミュージック、賢かしこい人はオルタナティブ投資、どうしようもない人は仮面ライ○ーに出てきたオルタナティブを想像しただろう。

　とはいえ、３つに共通するオルタナティブに差異はなく、オルタナティ部も然しかり。

　そんなオルタナティ部の活動目的は、メディアを駆く使しして人々を幸せにすることだ。

　カッコ良すぎだろ。




　　　　※　※　※




　ギターとドラムの音色が漏もれ聞こえる、軽音楽部の部室前。

「太郎、もっと右右……ちゃうちゃう。行き過ぎやアホンダラ」

　廊ろう下かにしゃがみ込みながら、ノーパソと睨にらめっこしている親友の名を遠とお山やまキンタ。

　コテコテ関西弁で声を殺しながらも指示してくるキンタは方言だけでなく、赤色のセルフレーム眼鏡めがねを着用するというキャラ付けに貪どん欲よくな男だ。

「こ、こっち……？」

　廊下などお構いなし。俺はといえばキンタの指示のもと、うつ伏ぶせになりながらもノーパソへと繫つながるＷＥＢカメラを、僅わずかに開けた部室へと忍しのび込ませ微び調ちよう整せい。

「どうよ……？」

　未だ何も映っていないらしく、関西人の小言がうるさい。

「全っ然、見えへんぞ！　視し聴ちよう者もめっちゃ怒っとる！　見てみぃ！」

　どっちを見りゃいいのよ……。

　作業を一時中断して、ノーパソを覗のぞく。

『はよ！』『下手くそｗｗｗ』『とりあえず通報した』などなど。

　生放送中の画面に視聴者のコメントが流れるという、ニコニコ生放送最大の特とく徴ちようが俺の苛いら立だちをジワジワと上じよう昇しようさせていく。

　ついには苛立ちＭＡＸ。思わずＷＥＢカメラに向かって叫さけんでしまう。

「そんなこと言っても結構ムズイんだって！　はよはよ言うからやりますけども！」

　今現在、何をしているかというと、中高生に人気を博している動画投とう稿こうサイト、ニコニコにて生放送を公開している最中。

　投稿タイトルは、『桜たんの生足覗いてみた～パンチラあるかも～』。

　いやー。メディアを駆使して人々を幸せにするっていいことだよねー。

　とまぁ、我らオルタナティ部は、遊んでることがバレて廃はい部ぶにならないために、部活っぽいことをしながらも一いつ生しよう懸けん命めいに遊んでいる部活動なのだ。

　主な活動内容は漫まん画がやラノベ、ゲームのレビューを自分たちで作り上げたブログで更こう新しんすること。ブログ更新がサブカルチャーを嗜たしなむためのついでなのは言うまでもない。

　しかしながら、最近ではブログ更新に嫌いや気けがさしてしまう。誰も見てくれないブログを更新する作業は辛つらすぎるから。そもそもレビューなどＡｍａｚ○ｎで見ればいいし。

　そこで俺たちは、動画を垂れ流すスタイルは楽そうだという安直な考えでニコ生活動をスタート。苦肉の策で始めたものの、これが中々に面おも白しろい。つまらなければボロカス言われるものの、楽しければ素す直なおに視聴者は評価してくれるから。

　そんなわけで、俺たちは視聴者を喜ばせるために今も仕方なく大人気学園バンドの生足を盗とうさ──、じゃなくて公開生放送しているのである。

　ヤラしい気持ちは２割くらいしかない。ヤラしさ２割、罪悪感１割、社会貢こう献けん７割でオルタナティ部は頑がん張ばっているのだから。

　人々を幸せにすべく仕方なくな！

『生足ハヨ』という謎なぞのメッセージコールが続いているので、再チャレンジすべくカメラを部室へと忍ばせていく。

「全く……、生足映ったら俺を神として拝め──、」

　愚ぐ痴ちの途と中ちゆう、勢いよく軽音楽部の扉とびらがオープン。

　何故なぜ、気付かなかったのだろう……。演奏がストップしていることに……。

　恐る恐る、うつ伏せ状態ながらも顔を上げてしまう。

　血の気がサー……、と引いていくのがよく分かる。

「さ、桜……」

　視線の先には、無言で睨み続ける半眼の幼おさな馴な染じみが仁に王おう立だっていたから。

　幼馴染の名を八や重え樫がし桜。小中高一いつ緒しよという腐くされ縁えんであり、サリュ一家がいなくなった空き家に桜一家が引っ越してきたことから、桜はいわばセカンド、２番目の幼馴染である。

　サリュの後あと釜がま。うん、後釜。

　少し切れ長で大きな瞳ひとみは、強気な桜の性格を表すチャームポイント。腰こしくらいまで伸のびたゆるパーマな髪かみ形がたは、憧あこがれのアーティストをリスペクトしているんだとか。さすがはガキの頃ころからの夢が、バンドでメジャーデビューなだけはあるバンドガールだ。

　可愛かわいいのは確かだがリスやウサギというよりはマングースだな。手を出そうとすればガブリと嚙かみ付かれてしまう感じの。

　今だって咬かみ殺さんとばかりに、スゲー睨んできてるし……。

「王おう華か、直すぐに片すから練習続けといて」

　桜の言葉に対し、ドラムベンチで足を組みながら俺らを眺ながめていた朝あさ霧ぎり王華さんが、クス……、と微び笑しよう。次いで「ごゆっくり」と俺らに告げ、ドラム練習を再開。

　さすがは同年代ながらも大人な美女。俺らのお茶目な行動を非難することなく、寛かん容ようにもスルー。どうでもいいんだろうなぁ。

　ごめんな視聴者の皆みんな……。朝霧さんの生足をレンズに収めることができなくて……。

　せめてもの償つぐないにと、桜の生足を視聴者に届けるべくカメラを向ける。が、一いつ瞬しゆんでカメラを掠かすめ取られてしまう。

　ごめんな視聴者の皆……。

　イチかバチか。愛あい嬌きようたっぷりにお願いしてみる。

「部活中だからカメラ返して。ね？」

　ついには怒り爆ばく発はつ。

「どんな部活動よ！」

「きゃん！」

　ですよねー！　でも、人の顔面をドライブシュートはないんじゃないかな！

「かかかか顔が……。ね、ねぇ……俺の顔ある……？」

「ほら。視聴者に教えてもらいなさいよ」

　桜は取り上げたカメラで蠢うごめく俺を撮さつ影えい。ドＳかっ。

　キンタといえば吞のん気きなもので、

「よかったな太郎！　皆、首付いてるって言っとるで！」

「やかましいわ！　１回カメラ止めろ！　そして桜！　幼馴染の顔面蹴けるとかどんな神経してるの!?　というか神経無いの!?」

「幼馴染盗撮する奴やつに言われたくないわよ！」

「サリュだったら、きっと生足なんていくらでも──、」

「いない子と毎回く・ら・べ・る・なぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「くるちぃ！　超ちようくるちぃぃぃ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　豪ごう快かいな羽は交がい締じめ。苦しすぎて何も言えねぇ……。

　見事な絞しめ技わざを繰り出す理由は、全すべてのポテンシャルがサリュに劣おとっていると悟さとっているからに違ちがいない。

「太郎、ＡＥＤ持ってこよか？」

「コヒュー……、コヒュー……、ありがとうキンタ……。意識を失ったときは頼たのむ……」

　素晴らしい友情関係の前でも、桜はため息しか吐はき出さない。

「毎回、毎回、アンタらは馬鹿なことを……。そんなくだらない遊び、部活ですることじゃないじゃん」

　異議有り！　とキンタが桜に食くらいつく。

「オルタナティ部は無む駄だな部活なんかやあらへんぞ！」

「そこまでは言ってないわよ……。でも創部２年目なのに、何も結果残していないじゃん」

「動画投稿で再生回数１万回突とつ破ぱしたことあるわ！　しかも２つも！」

「……そのときのタイトルは？」

　桜が眉まゆをヒクつかせながらも言葉を吐く。明らかに再さい噴ふん火か寸前。

　察したキンタは俺を見る。目が明らかに「言ったれタイトル」と言っとる。

　仕方ないな。

「『ＪＫの体操着盗ぬすんでみた』と『校長の机にＪＫの体操着置いてみた』だ！」

「それ全部私の体操着じゃないの───！」

「あごぉっ！」

　顎あごに掌しよう底ていがヒットし、脳が搔かき乱されながらも吹ふき飛ばされる。

　こうなるのは知ってましたけどね！

　あの時の再生回数はヤバかった。30分後にはアカウントＢＡＮされたけども。

　仕方ないんですよ。若かりし俺たちは再生回数を稼かせぐことで頭が一いつ杯ぱいだったから。桜にバレて半殺しにされ、ネットで叩たたかれて泣いたのはいい思い出ですよ。

　桜の不満は続く。

「そもそも何でいっつも私たちを巻き込んでくんのよ」

　桜がほざく私たちとは軽音楽部、すなわち桜自らがメンバーを集めて結成したバンド、『レインダンス』のことである。

　レインダンス。去年結成したばかりにも拘かかわらず、文化祭のステージ部門でぶっちぎりの１位をかっさらった学園アイドルに近い存在。

　あらゆる男を手玉に取る小こ悪あく魔ま系美少女、ベース＆ボーカルの山やま本もと月ルナ先せん輩ぱい。

　抜ばつ群ぐんのプロポーションを持つクールビューティー、ドラムの朝霧王華。

　人の顔面を蹴る女、ギターの八重樫桜。

　演奏しなくとも突つっ立っているだけで文化祭は優勝できていたくらい、アイドル要素の強い３人組ガールズバンドだ。

　桜の言い分に対し、老け顔か童顔か分からない人になってしまう。

「そんなこと言ったってしょうがないじゃないか」

「何がしょうがないのよ？」

「ニコ生ってＪＫが最強だから。利用しない手はないだろ」

「せやで。ＪＫのタグ貼はってＪＫ出しとけば高評価出せるんやで」

「アンタら努力しなさいよ……」

「「ＨＡＨＡＨＡＨＡ！」」

「何も面白くないわよ！」

　俺らだって２人で頑張ろうとした時期はある。けどね。世の中には需じゆ要ようと供給というものがあるわけで。

　ＤＫのタグ貼ってフツメン２人が出ようとも、ニコ生では酷こく評ひようとホモしか出てこないのだ。それは数回目のニコ生放送、『男子高校生２人が千本桜をリコーダーで吹いてみたｗｗｗ』で思い知った。あれはえげつなかった。

　思いつきでやろうってことになって、１時間練習してぶっつけ生放送。演奏中、ニコ生のコメント欄らんは『氏ね』『キモすぎワロタ』『リコーダーペロペロしたい』等のオンパレード。思い出しただけで目の端はしがジワってくる。

　所しよ詮せん、動画界のメンズは、イケメンかよっぽどのカリスマ性を搭とう載さいしていなければ息をすることも難しいのだ。俺たちがブンブンハローＹ○ｕＴｕｂｅとほざいたところで、タヒねしか言われないのだから。

　だとすればＪＫ様を扱あつかうに決まっている。ましてや学園アイドルたちが近くにいるのなら、ありがたくおこぼれを頂ちよう戴だいするだろう常考。

　断言しよう。プライドなどない。

「いいじゃんよ。俺らの作ったコミュニティがファンクラブとして機能してるんだし。マネージメント料として大目に見てくれよ」

「いらないわよ。あんなコミュニティ」

「そんなあっさり言うなよ……」

　悲しくなるわ。

「作ってほしいなんて頼んだ覚えないし。そもそもコミュニティ名ダサすぎ。『密着！　レインダンス24時』って何よ。警察なのかストーカーなのか分かんないじゃん」

「太郎、俺はこの名前好きやで」

「お前が付けたタイトルじゃねーか！　罪なすり付けんな！」

　てへぺろをするキンタのメガネをカチ割りたい。

『密着！　レインダンス24時』こそが俺とキンタが立ち上げたコミュニティ。

　桜たちの安全を考こう慮りよし、学園の生徒のみしか視し聴ちよう不可。視聴したい生徒は申しん請せい用紙を記入の上、オルタナティ部の審しん査さを通さなければパスワード及および、視聴許可が下りないように設定される徹てつ底ていっぷりである。

　今では生徒数の３分の１、男子生徒の半分以上が登録している素す晴ばらしいコミュニティなのに桜はお気に召めさないらしい。贅ぜい沢たくかっ。

「そんな馬ば鹿かげた活動ばっかしてたら、いい加減、廃はい部ぶにされるかもよ？」

「まぁ、潰つぶれたら潰れただよね」

「せやな。潰れたら、新しく部活作り直せばええやろ」

「ウイルスみたいな奴らね……。とりあえずは岩いわ田た先生にも目を付けられてるんだから自重はしなさい」

　桜は口うるさくてオカンみたいな奴だけど、一応俺らのことを心配はしてくれているのだから良よい幼馴染だ。暴力反対だけども。

「あ！」

　突とつ如じよ、キンタが何かを思い出したように声を上げる。

「？　どうしたんだキンタ？」

「予約してたサファイアちゃんのフィギュア届くの今日やん！」

　サファイアちゃんとは、キンタが今最も推おすアニメ『ラブコンサート！　ムーンサルトプレス!!』に登場するヒロインの１人、白しろ澤さわサファイアのこと。

　キンタは２次元の美少女と本気で結けつ婚こんしたいと考えている、危け──、じゃなくて、ピュアな男なのだ。

　ついには、その場で足あし踏ぶみしだし、

「採寸して衣装たくさん作ってあげな！　もうデザインは考えてあんねん！」

「コシノジュン○かお前は」

　キンタの趣しゆ味みはオタク故ゆえにコスプレ衣装や原寸大の武器製作。

　実家が工務店で、幼いころから図工及び裁さい縫ほうが大の得意と豪ごう語ごするだけあり、そこらへんどころか並なみ大たい抵ていの女子よりも手先が器用で女子力も高い。53万は超こえている。

　良く言えばオトメン。

「早く愛めでたいから帰ってええ!?」

　悪く言えばキモメン。

「ああ、もう分かったよ……。俺が部室は閉めといてやるから、早くフィギュアに会いに行けよ」

「おお！　さすがは親友！　女子やったら惚ほれとったで！」

　さすがの桜も呆あきれており、

「来世は女子に生まれてこれたらいいわね」

「来世は２次元の男になるって決めてるんや！」

「重じゆう症しようねコイツ」

「違いない……」

　キンタは「ほな！」と一目散にその場を後に。

「俺も帰ろっかな……」

　生放送を再開する気もすっかり失うせてしまい、そのままにノーパソを閉じてシャットダウン。すると桜が、

「あ、太郎。今日の夜、遊びに行ってもいい？　この前、借りた漫まん画が面おも白しろかったから一気読みしたいんだけど」

　桜が男子に人気があるのはよく分かる。俺の影えい響きようもあり、普ふ通つうに漫画やラノベも読むし、ゲームもするから。格ゲーは俺よりちょっと強い。ちょっとだけな。誤差の範はん囲い。

　アプデによるキャラ弱体化の愚ぐ痴ちを聞いてくれたり、今週のジャ○プの話をできる女子はポイントが高いと言えるだろう。

「あ──……。いつもならいいけど今日はなぁ……」

　言い出しにくい故に、口を固く結んでいる俺を見て桜は察したらしい。

「今日はそっか……。サリュって子と電話するんでしょ？」

「正解」

　怒おこりはしないけどサリュの奴やつ、桜がいると電話しづらそうなんだもんなぁ。

　桜はジト目になり、

「太郎さ。絶対、私の悪口吹き込んでるでしょ」

「吹き込んでないと思うんだけどなぁ」

「じゃあ私のことで、サリュちゃんと話した内容教えてよ」

「えーと……、最近は誕生日プレゼントあげたら殴なぐられたことくらいかな」

　唐とう突とつにも桜は、薄うすく硬かたい刃やいばのようなものを頸けい動どう脈みやくに押し付けてくる。

「ギターピックって命を刈かる形をしていると思わない？」

「思ったことないよ!?」

　何を演奏しようとしてるの!?　レクイエム？

「試ためしてみる？」

「ノーサンキューだよ！　っていうか何で怒おこってんの!?」

「話を要約しすぎてるからよ馬鹿！　下着なんて誕プレで渡わたされたら誰だれでも殴るわよ！」

　ああ～。思い出した思い出した。小包開けるまで嬉うれしそうだったのに、開けた瞬しゆん間かんに赤面しながらラリアットしてきたんだっけか。今も赤くなっちゃってこの子は。

「サプライズじゃないか。その後にちゃんと普通のプレゼントもあげただろ？」

「サプライズの意味が違ちがうわよ！　……疲つかれるしその話はいいわ。太郎ん家ちには、また明日あしたにでも遊びに行くから」

「あいよ。じゃあ俺も帰るわ。練習頑がん張ばれよ」

「ん」と桜は短く返事すると俺に背を向けながらも一言。

「セクハラしすぎてサリュちゃんに嫌きらわれないようにね」

「俺がサリュに嫌われる？　ハハッ！　サリュとは相思相愛だから嫌われるとか有り得ないね！」

「サリュちゃん、遊びに来ないし写メも見せてくれないんでしょ？　説得力皆かい無むじゃん。ていうか、もう嫌われてたりして」

「嫌われてないし！　……嫌われてないよね？」

「知ーらない」

　最後に桜は振ふり返り、「いー！」と歯を見せながらも扉とびらをシャットダウン。

　ギターとドラムのセッション開始。失しつ恋れんソングなのは故意じゃないよね？

　敗者感を漂ただよわせ廊ろう下かをトボトボと引き返していると、澄すんだメロディを一瞬で混こん濁だくさせる歌声に思わずズッコケてしまう。

「相変わらず酷い歌声だな桜の奴……」

　桜単体ならメジャーデビューなど夢のまた夢。空き地でリサイタル止まりだろう。

　桜は俗ぞくに言う音おん痴ちなのだから。




　　　　※　※　※




　徒歩にて家路を辿たどりながらも、ジャイア──、じゃなくて桜の言葉を思い返してしまう。

　確かにサリュは遊びに来いと言っても遊びに来ず、写メ頂戴と言っても１枚も送ってくれたことがない。もちろんエロい写真など要求していないのにだ。

　セルカ棒を誕生日プレゼントで贈おくったことがあるけど、スマホを外側に付けてＬＩＮ○で景色だけ送ってきやがった。それは天然でもバカでもなく、わざとに違いない。

「……俺って、実はサリュに嫌われてるのかな？」

　いやいやいや。もし嫌われているのなら、電話の習慣自体続いていないだろうから大だい丈じよう夫ぶなはず。……なはず。

　たとえ８年間拒こばみ続けられても……。

　ブルーな気持ちになりながらも自宅前まで到とう着ちやく。

　一いつ軒けん家や２階建て。ここまで聞けばごくごく普通の家だろうがウチは５ＬＲＤＫ。Ｒが１つ多いのは気のせいではない。

　５部屋・リビング・ラーメン屋・ダイニング・キッチン。

　ＹＥＳ。実家でラーメン屋を絶賛経営中なのだ。

　親父おやじがラーメン屋になる夢を諦あきらめきれないと、脱だつサラして家を魔ま改造して作った店であり、１階の大部分の部屋をぶち抜ぬき、厨ちゆう房ぼうや席を確保しているというわけだ。

　夕方になればサラリーマンはもちろんのこと、ウチの学校の生徒もチラホラと来店してくれる。極ごく稀まれに先生方も出前を取ってくれたり、食べに来てくれたり。

　潰れはしないけどめちゃくちゃ繁はん盛じようしているわけでもない、そんなラーメン屋。

　いつもどおり、店とは正反対の玄げん関かんである裏口へと向かう。

「ただいまー」

「兄ちゃーん！」

　うむ。ドアを開ければ、これまたいつもどおり我が妹が元気いっぱいに迎むかえに来てくれる。微笑ほほえましい光景ではないか。

「兄ちゃん！　ガリガ○君当たった！　換かえてきて！」

「帰ってきて早々に!?」

　鬼おにかコイツは。

　いいや。コイツは鬼ではなく、アホなだけ。

　目をキラキラさせながら、ベットベトの当たり棒を差し出す妹の名を桃山詩し音おん。

　小５の水準値を遥はるかに下回る知能を持ち合わせた、元気いっぱい破は天てん荒こうガールだ。

　昔の俺に似て可愛かわいいっちゃ可愛いけど、小５の俺はここまで酷ひどくはなかった、と思う。

「ガリガ○君は兄ちゃんが明日交こう換かんしてきてやるから今日は我が慢まんしろ」

「分かったー」

　聞き分けはいい奴なんだけどなぁ。

「兄ちゃん」

「どうした詩音」

「なんか伝えなきゃ駄だ目めなこと忘れたー」

「大丈夫かお前……。それは大事なことなのか？」

「それさえも忘れた」

「お前１回病院行け！　何がそんなにおかしいの!?」

　ケタケタ笑いながら、詩音はリビングへと逃とう亡ぼう。

「妹の将来が心配……」

　詩音から俺ってことは、厨房でラーメン作ってる親父からっぽいな。重要なことだったら直接言うだろうし、おやつは戸と棚だなに入ってるくらいだろう。

　分からないことを考えるのもアホらしい。スニーカーを脱ぬいで自分の部屋がある２階へ。

　そして、自室のドアを開ける。

　思わず立ち止まってしまう。

　圧あつ倒とう的存在感を放つ『とあるモノ』を発見してしまったから。

「絶対これのことだろ……」

　発見というよりもエンカウント。目に入らないほうがおかしいほどの大きさ、１立方メートル弱ほどの段ボール箱が部屋のど真ん中に鎮ちん座ざしていた。

　確かに俺はニコ生用にとワイヤレスヘッドセットを注文したが、あまりにもデカすぎる。箱を開けてちんまりと商品だけ入っていたならば、間違いなく俺は業者に挑ちよう発はつされているに違いないが、業者の人たちもそんなに暇ひまではないだろう。

　犯人は桜だな。

　以前、親に買ったのがバレたら面めん倒どうだという理由で、俺ん家にギターを送ってきた前科があるし。

　クーリングオフしたろかい。

　とりあえずは邪じや魔ま。箱を部屋の外へ追いやるべく持ち上げようとするが、アンプでも入っているらしく中々に重い。

　それならばと、全体重をかけて箱を押し出していく。気分はゼ○ダの伝説の主人公。

　ドアに差し掛かかったところ、

「ん？」

　ゴッ、と箱がドアへと引っかかる。

　どうやら箱のサイズが大きすぎて、家のドアでは出しきれないようだ。

「んん？」

　それっておかしくね？　じゃあどうやってこの箱入れたんだよ？

　……。やだ怖こわい……。

　恐おそる恐る箱に貼はられた宛あて名なシールを確かく認にんしてしまう。

　記き載さいされた文字は英語？　筆記体で書かれているせいでよく分からない。

　分からないのだが、１箇か所しよのみ日本語で書かれている箇所がある。

　そこは品名。もとは筆記体で書かれていたらしいのだが取り消し線が引かれており、新しく『イタリアより愛をこめて』と書かれているではないか。

　イタリア？　ロシアじゃなくて？

　頭の中でクエスチョンマークを浮うかべていたときだった。

　勢い良く箱がオープン。

「ひゃい!?」

　クエスチョンマークからビックリマークに強制変へん更こう。

　腰こしが四方八方に砕くだけ散ちりながら尻しり餅もちをついてしまい、箱から飛び出した『人物』を見上げてしまう。

　その人物は少女。身長１５０前後で、年ねん齢れいは俺と同じか少し下くらいだと思う。

　髪かみが収まるほどツバ広な麦むぎわら帽ぼう子しをすっぽりと被かぶっているために表情は見れず、服装は夏を先取りしすぎている印象を受ける薄うす着ぎな肩かた紐ひもワンピース。

　かなり肌はだの色素は薄く、小こ柄がらで線が細く華きや奢しやなのだが、華奢に見えるのは外見だけが要因ではない。小さな身体からだを更さらに小さく畏い縮しゆくさせる姿は、少し触ふれただけで粉々になりそうなほどにか弱かったから。

　脳は当たり前に錯さく乱らん状態。しかしながら、少女の纏まとう雰ふん囲い気きを感じてしまえば、圧倒的に不足した視覚情報であろうと、自然と声が出てしまっていた。
















「サリュ、だよな……？」

　魔法の言葉を聞いたかのよう。少女の震ふるえがピタリと止まる。

　そして、少女は目深に被っていた帽子を上げる。

「……タロ、様」

　驚おどろくように見開いた、少女の瞳ひとみに目を奪うばわれてしまう。

　右目は碧へき眼がん、もう片方の左目は金眼、オッドアイ。

　特とく徴ちよう的な瞳の色、８年間聞き続けてきた声で確信してしまう。ミラノにいるはずの幼おさな馴な染じみ、サリュが目の前にいることに。

　サリュの色違いの瞳が瞬またたく間に潤うるみ、

「タロ様ぁ！」

「サ、サリュ!?」

　感情を抑おさえることができないと、箱から飛び出したサリュが俺へと飛びついてくる。

　壊こわれそうなほどに小さく細い身体を、これでもかと俺へと密着させ、顔なんて子犬のようにグリグリ胸むな元もとに押し付けてくる。

「会いたかったですぅ……！　ずっと会いたかったですよぉ……！」

　サリュの人よりも少し温かい体温、髪や肌から香かおる甘い香りが懐なつかしい。

　桜に羽は交がい締じめされたときとはワケが違ちがう。純じゆん粋すいに女子特有の柔やわらかさを体感してしまう。やっぱり女の子は超ちよう絶ぜつに柔らかいです……！

　エンドレスに体感したい欲よつ求きゆうもあるが今はそれどころではない。サリュの両りよう肩かたを摑つかみながら離はなし、尋たずねてしまう。

「な、何でサリュが日本に!?」

「えへへ……。タロ様を驚かせようと思って、内ない緒しよで来ちゃいましたぁ。サプライズです」

「サプライズにも程ほどがあるわ……」

「大成功です♪」

　惜おしげもなく微笑む笑顔は実に懐かしく、改めて顔を見つめてしまう。

　小顔に配置される大きくまん丸な瞳、あどけなく小さい鼻、ふっくりした小ぶりな唇くちびる。

　パーツの配置が殆ほとんど左さ右ゆう対たい称しように近く、フランス人形とかキンタの持っているフィギュアのような造形美すら感じてしまうほどだ。

　懐かしさ、あどけなさを残しつつも、想像を遥かに上回る美少女へと成長していたらしい。

　ただただ目を奪われている俺とは対照的にサリュは、

「はあ～、久々のタロ様です[image: ～][image: ～]♪」

　またしても俺の二の腕うでに飛びつき、やわらか頰ほっぺをスリスリしてくる。

　ずっと電話したりメールしていたから知ってたけど、やっぱり甘えん坊ぼうなまま。というよりも以前にも増してスキンシップが多い気もする。海外の力恐るべし。

「サリュ、留学しにきたんです、タロ様と同じ学校に」

「え？」

　何そのとんでも情報。

「あと、タロ様の家にホームステイすることになりましたっ」

「ええぇ!?」

「ママ様が勧すすめてくれたんです。ママ様のお部屋を自由に使っていいと言ってくださいました」

　ママ様こと俺の母さんは、サリュ一家と一いつ緒しよに暮らしている。

　サリュ母は知る人ぞ知るシンガーソングライターであり、母さんはサリュ母のマネージャー。やはりホームの地元を拠きよ点てんとしたい気持ちがサリュ母は強かったらしく、思い切って故郷であるミラノに帰った経けい緯いがあるのだ。

　確かに母さんは、年に１回帰って来るか来ないかだけどさ。

「ウチの親父おやじや詩音は、このこと知ってるのか？」

「勿もち論ろんですっ！」

「……急展開過ぎて頭が痛い……」

「痛いの痛いの飛んでけしましょうかぁ？」

「やかましいわ」

　オデコを人差し指で軽く小こ突づくものの、サリュはといえば触さわられることが嬉うれしいようで、とろけるような笑みを浮かべるのみ。

　そんな笑顔を見てしまえば、さっきまでというか８年間不思議がっていた疑問がどうでもよくなってしまう。




　荷物整理の手伝いは案外早く終わった。サリュは持参したトランク１つと、送られてきた段ボール１箱分しか荷物を持ってこなかったらしく、母さんの部屋にある衣類や私物をひとまとめにする方が手間取ったくらいだ。

　しかしながら、いくら軽作業だったとはいえ非力な文化部にしては中々の消費カロリー。

　現在は夕食を食べ終え入浴中。

　サリュがお土産みやげで持ってきてくれた、バスボムなる入にゆう浴よく剤ざいに癒いやされてしまう。

　シュワシュワと無色透とう明めいな湯に溶とけ込んでいき、乳白色になるとともに仄ほのかにラベンダーが香かおっていく。

　ふぃ[image: ～][image: ～][image: ～]……テラピー……。疲つかれた身体に染み渡わたるわぁ～……。

　のほほんと天てん井じようを仰あおいでリラクゼーションしていると、次回のニコ生でする放送内容を考えなくてはならないのに、サリュに抱だきつかれたときのことを思い出してしまう。

「柔らかくて甘い匂においがしたなぁ……」

「タロ様ぁ、バスタオル置いときますね」

「ふぁ!?　あ、ありがとござますっ！」

　変な声が出ながらも、いつの間にか現れた半透明扉とびらに映るシルエットに注目してしまう。

　真っ金金の髪色を間違えるわけもない。サリュだ。

　サリュのシルエットの首部分が傾かたむく。

「どうしたんですかぁ？　そんなに慌あわてて」

「い、いや……なんでもないよ……」

　抱きつかれた時の感かん触しよくと匂いを思い出してたなんて言えるわけがない……。

「あ、お土産の入浴剤ありがとな」

「いえいえ。真っ白ですかぁ？」

「え、お湯がってこと？　ああ。真っ白だよ」

　？　普ふ通つうは「いい匂いですか？」とか「癒されますか？」とかじゃないの？

「そうですか、良かったですぅ……」

　？　何で安心してんの……？

　嫌いやな予感を覚えようとしたときだった。

　気のせいだろうか。扉越ごしの少女の衣類が、擦こすれながら床ゆかに落下しているように見えるのは。

　気のせいだろうか。肌はだ色いろ面積多めの少女が扉に接近してきているのは。

　気のせいではなかった。

　だってタオル１枚だけのサリュが、扉を開けて登場したんだもの。

「お、お邪じや魔まするですぅ……」

「!?　きゃ───っ！」

　咄とつ嗟さに股こ間かんを隠かくしながら、縮こまってしまう。

　そりゃ安心できませんよ！　穿はいてないんですから！

「ど、どうしたんですかっ!?　虫でもいたんですか!?　ひ～ん！」

「お前だバカ野や郎ろう！　とんでもない害虫だよ！」

　コイツ何考えてんの!?

　数秒前の露ろ出しゆつ度どＭＡＸなサリュの姿、主に大だい胆たんにも露出した胸の谷間や太モモ部分が、鮮せん明めいにフラッシュバック。

　顔よりも身体に目がいっちゃったのは不本意だが仕方ない！

　抱きつかれたときはあんまり大きくないと思ってたけど、ぷっくりと膨ふくらんだ果実が未成熟故ゆえのエロ──、ってイヤァァァ！　幼馴染に欲よく情じようしたくない！

「サ、サリュは害虫じゃないですよぅ！　ホラ！　ちゃんと見てくださいよぉ～！」

　ダンダンダン！　と音を立てて足あし踏ぶみし続けるサリュは、自分で何を言っているか理解したらしい。すぐにしゃがみ込んだのだから。

「や、やっぱり恥はずかしいので、ちょっとだけしか見ちゃダメですぅ……。せーので立ち上がりますね？　……せー「見ねーよ！」」

　立ち上がろうとする痴ち女じよを全力で抑よく止し。

　視し聴ちよう者のために率先して覗のぞきをしてきたけど、こういうハプニングは無理！

　だって童どう貞ていだもの！

　目の前で何が起こっているか脳みそが一いつ生しよう懸けん命めいに解明しようとするが、さらなるシステム障害が発生してしまう。

「……！」

　日本語を忘れてしまう程の衝しよう撃げきに、ついには脳みそが思考停止。

　しれっと、さも当たり前かのように、サリュが浴よく槽そうに入り込んできたのだ。

　向かい合って肌と肌が触ふれ合うくらいの超ちよう至近距きよ離りで、俗ぞくに言う混浴を俺はしているらしい。

　……ＷＨＹ？

　俺のフリーズ状態などお構いなし。

「お、お風ふ呂ろの中でタオルはマナー違い反はんですよね……？」

「え……、あの、……え？」

　サリュは少し前かがみになると、ブラでも外すかのように背中へと手を伸のばす。そして、前へと手を戻もどしたときにはあら不思議。何も持っていなかった手にはタオルが握にぎられているではありませんか。

　すなわち、目の前にいる少女は一糸纏まとわぬ姿。シンプルに言うと全ぜん裸らになったのだ。

　コイツは自分の持ってきた入浴剤を、どれだけ信しん頼らいしているのだろうか……。

「さｄさヴぁｓｘｃｖｘｃ……！」

　脳のう細さい胞ぼうが煮にえたぎり、新言語を喋しやべれるようになるのも無理はない。裸はだかの女の子と同じ液体を共有しているんだもの。

　固く絞しぼったタオルをサリュは頭に巻きつける。

　そして、

「いいお湯ですねっ♪」

　ニパァ、と天てん真しん爛らん漫まんなサリュの笑え顔がおが視界一いつ杯ぱいに広がる。

　破は壊かい力満点故に、思わず視線をダウン。

「！」

　何ということでしょう。笑顔以上の破壊力が俺の首を固定させてしまう。

　乳白色のお湯に控ひかえめに覗く、艶つややかな胸の谷間。真っ白な肌に水すい滴てきが滴したたり、ほんのりと赤みがかりより扇せん情じよう的。

　似ている……。その海域に入ってしまえば、絶対に脱だつ出しゆつすることができない魔の三角海域に……！

　サリューダトライアングル！

　そんなチラリズムに耐たえ切れるわけもない！

　だって童貞だもの！

「もう無理ィ！」
















　ひったくるように手に入れた風ふ呂ろ桶おけで、前を隠しながら逃にげるべく立ち上がる。

　その瞬しゆん間かん、水かさが一気に減り、サリュの胸の谷間がグン！　と露出。

　思わず見そうになる眼球など要いらぬと、すかさずトリートメントを眼球に塗ぬりたくる。

「んおおおおおお[image: ～][image: ～][image: ～]！　いぎゃあああ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「タロ様!?」

　微かすかな視界、視神経の痛みを堪こらえながらも叫さけぶ。

「むぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！　風呂上がったら俺の部屋集合！　ぐぉぉぉぉ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　風呂場から飛び出し、バスタオルも摑つかまぬままにその場を後にする。目指すは目を洗えるキッチン。

　サリューダトライアングルからの脱出、すなわち、幼おさな馴な染じみとの一線を踏ふみ越えなかった自分を大いに褒ほめてあげたい。




　トリートメント効果でギンギンに冴さえ渡る眼球を見開きながら、風呂から上がってきたサリュを説教中。

　ヘアバンドで前髪をアップさせたサリュは、呼び出された理由を未いまだに理解できていないらしく、ほえ？　と首を傾かしげるばかり。

「お前なぁ、俺たちはもう高校生なんだぞ？　一いつ緒しよに風呂なんて入れるわけないだろ」

「？　どうしてですかぁ？　昔は一緒に入ってましたよ？」

　……出たよ。サリュのソクラテスさんが。

「そ、そりゃ、その……、今はお互たがい出るとこ出ちゃってるしだな……」

　きゃ☆　結構攻せめたこと言っちゃった☆

　風呂場での出来事を思い出しているらしく、サリュはモジモジし始める。

「た、確かにサリュも昔に比べたら、女の子らしくはなりましたしね……。ですが……」

「ですが？」

　モジモジから一転。サリュは色いろ違ちがいの双そう眸ぼうに力を入れて大おお真ま面じ目めにも、

「だからこそですっ！　サリュは今おっぱいが小さいので、タロ様理論なら大きくなったら一緒に入れなく──、「そういうことじゃねぇよ！」」

　自分の胸に両手を当てるな。痴女かお前は。

　さらには肩かたを落としながらも涙なみだ目めで訴うつたえてくる。本当に君はコロコロと表情を変えるね。

「タロ様はおっぱいが大きい方としか入らないんですかぁ……？」

「性せい癖へきが理由じゃねーよ……。どっちとも入らねーし。ちょっと安心するなよ……」

　お前も悲観するほど小さくはないだろ。って脱だつ線せんし過ぎだろ。

「とにかくだ！　高校生の男女が風呂に入るなんて有り得ないの。そういうのはバカップルくらいしかしちゃ駄だ目めなんだよ。ちぇるちぇるらんどの住人くらいしか駄目なの」

「じゃあバカップルになるです」

「軽く告白するんじゃないよ！」

「プロポーズはタロ様がしてくれたら嬉うれしいなぁ、って考えたり、考えちゃったりです……」

　やんやん、首回しながら何をコイツは言っとるんだ。

　確かにコイツは死ぬほど可愛かわいい。そこは認めよう。

　しかしながら、俺にとってのサリュはただの幼馴染であり、それ以上でも以下でもない。

　何だろうなぁ。妹、というよりも子犬？　守ってあげたいとか愛めでたくなるような気持ちはあるけど、付き合うとか結けつ婚こんしたいという感情とはベクトルが全く異なるのだ。

　仮にだ。仮にベクトルがサリュと同じ方向だったとしても、『現段階』ではプロポーズどころかバカップルになることも有り得ない。

　何故なぜなら、サリュが考えていることが俺には分からないから。分からないからこそ、サリュの好意を８年間、真しん摯しに捉とらえることがどうにもできないのだ。

　うーん……、と思わず、腕うで組ぐみして考えてしまう。

「タロ様？　どうしたんですかぁ？」

　ずっと我が慢まんしていたが、この際、丁度良いいだろう。もう対面しているわけだし。

「サリュってさぁ、その……、俺が言うのも何だけどさ。……本当に俺のことが好きなの？」

「はいですっ！」

　間かん髪はつ容いれずに大きく頷うなずく態度に、噓うそ偽いつわりは無いように思える。

　だからこそ、聞かずにはいられない。

「じゃあさ。何で今まで顔出しＮＧだったんだよ？」

「！　……」

　キラキラしていた表情から一変。

「それは、……秘密です」

「いきなり俺の前に現れた理由は？」

「秘密です」

「何で秘密なんだよ」

「秘密ですっ」

　終しまいには、ふいっ、とあからさまに視線を外されてしまう。

　断固拒きよ否ひ。やっぱり教えてくれないか……。

　気になるか気にならないかで言うと、すげー気になる。けれど、幼馴染の嫌いやがることをしたくない気持ちの方が強い。俺だってサリュは好きなのだから。

　ラブじゃなくて、ライクだけども。

　時計を見れば良い時間帯。

　視線を外し続けるサリュの頭にポン、と手を乗せる。

「？　タロ様？」

「しつこく聞いて悪かったよ。今日はもう疲つかれただろうし、もう寝ねろ」

「……怒おこらないのですか？」

「別に怒らないよ。というか、お前に本気で怒ったことなんか今までないだろ」

「言われてみれば、……そうですね。はいです……」

　出会ってから今までのことを思い出していたのだろう。サリュは微び笑しようを浮うかべながら小さく頷くのだから。

　そして、我慢できなくなったように嬉き々きとした表情へと変わっていく。

「えへへ……♪　タロ様に久しぶりにいい子いい子されましたぁ♪」

　……まずったな。ついつい昔の癖くせでやってしまった。

　俺もこういうところは直さないとなぁ。

　そう思い、手を引っ込めようとしたときだった。何を思ったのだろう。

「!?　お、おい！」

　サリュは離はなれようとする俺の手を、両手で包み込むとそのままに自分の胸へと近づけてくる。薄うすいキャミソール越ごしに柔やわらかな感かん触しよくが触れそうになり、心臓が跳はね上がりそうになってしまう。それでも、サリュの表情がまたしても変わっていることに気づけば、邪よこしまな感情など何処どこかへ消えてしまう。

「……サリュ？」

「誓ちかいます。タロ様を嫌きらったことは８年間、それよりも前のタロ様と幼馴染になった日から１度たりともありません。それはこれからも絶対に変わらないことです」

　静かに目を閉じ、慎つつましくも慈じ愛あいに満ちた表情だった。

　その言葉を聞き、その表情を見てしまえば、心臓の鼓こ動どうは天てん井じよう知らずに速くなっていく。

　邪な気持ちでではない。ただただ幼馴染としてではなく、１人の少女としてサリュを可愛いと思えてしまったから。

　いつもの軽い感じとは違う真しん剣けんな告白。もし今、結婚してくださいと言われたら、思わず頷いてしまうかもしれない。それくらいに、今のサリュにときめいてしまっていた。

　気が付けば、いつもの天真爛漫なサリュに戻もどっている。

「じゃあタロ様。おやすみしましょうか」

「あ、ああ……」

　部屋から出て行くサリュの後ろ姿を見ながら、感かん慨がい深くなってしまう。

　電話では分からなかったけど、やっぱりサリュも成長しているのだと。

「ちょっと危なかったかもな……」

　！　いかんいかん。あれは只ただの幼馴染。

　少なくとも謎なぞが解明されるまでは、そういう目では見たくない。

　トリートメント効果は未だ継けい続ぞく中。文字通り、目を覚ますには丁度良いだろう。

　夕食後に届いたヘッドセットの性能でも確かめようと、付けっぱなしのノーパソからニコ生のマイページを開き、テスト用配信とダビングの準備をしていく。レインダンス襲しゆう撃げき生放送を何度もやっているだけに準備はお手の物だ。

　すぐにテスト放送が開始され、インカメラには俺とサリュが映し出されて、……え？

「わぁぁ♪　タロ様とサリュが映ってるですっ！　最さい先せん端たんですねっ！」

　何がそんなに面おも白しろいのか。いつのまにか真横からディスプレイを覗のぞき込んでいたサリュは、カメラに映る自分に手を振ふり続けている。

「おい……。俺は確かめることがあるから、まだ寝ないぞ？」

「そうなのですかぁ？　ではでは、タロ様がお仕事している間にサリュがお布ふ団とん温めときますね」

「ああ、よろしく頼──、……あ？」

「？」

　何で当たり前にベッドに入り込もうとしてんの？

「おい……。さっき部屋に帰ったんじゃないの？」

「枕まくらを取りに行っただけですよ？」

「……一緒には寝ないぞ？」

　しばしの静せい寂じやく。からの、

「……。ええ!?　お泊とまりのときは一緒に寝てたじゃないですかぁ～！」

「高校生の男女が一緒に寝るなんて有り得な──、ってデジャブ！　部屋に帰れ───っ！」

「ひ～ん！」

　コイツ、やっぱり昔とそんなに変わってないというか、ブレないというか……。

　もはや清すが々すがしいわ。

　さすがは高性能ヘッドセット、俺の叫さけび声もかなりクリアに録とれてました。




　　　　※　※　※




　翌朝。

　キッチンからはリズムよく切られていく食材たちの音。リビングにまで届く味み噌そ汁しるの匂におい。テーブルに並べられていく色いろ鮮あざやかな料理たち。

　そして、エプロン姿の俺。

　仕方がないんだもの。桃山家の朝食は、母さんがミラノに行ってからは俺が作ることになっているのだから。

　別に料理は嫌いじゃないし得意な部類だとは思う。親父おやじの店を手伝うべく食しよく戟げきの太郎やってるくらいだし。

　時給５００円でな！

　働かざるもの食うべからず。それが桃山家家訓なのである。

　朝食と並行し、弁当も完成。毎週木曜日は桜の弁当も作っているだけに２人分も３人分も大きく変わりはない。

「兄ちゃーん！」

　朝にも拘かかわらずハイテンションな我が妹が起きたようである。

「兄ちゃん！　ガリガ○君食べていい!?」

「朝から早々に!?」

　というか家にガリガ○君あったのに、俺に交換しに行かせようとしてたのかよ……。

「ガリガ○君は、学校から帰ってからな。今からは朝飯だ」

「分かったー！　朝飯ー！」

「あ、詩音。サリュを起こしに行ってくれ。まだ寝てるみたいだから」

「？？？」

「？　どうした？」

「サリュって誰だれ？」

「マジかお前……。昨日、一いつ緒しよに晩飯食ったじゃん。昨日から一緒に暮らすことになった奴やつだよ」

「アイツか！　サイヤ人みたいな髪かみの奴！」

　サイヤ人呼ばわりするのはどうかと思うけど、昔にサリュと遊んだことなど詩音が覚えてるわけもない。昨日のことは覚えててほしいけども。

　両腕をいっぱいに広げた詩音は、リビングを飛び出すべく全力ダッシュ、と思いきやリターン。

「今度は何だよ……？」

「名前なんだっけ？」

「サリュだよ！」

　ケタケタ笑いながらも、ようやくに起こしに行ってくれる。

「妹の将来が本気で心配……」

　洗い物に手を伸のばそうとするが、１分もしないうちに詩音が戻ってくる。

「兄ちゃーん。サイヤ人行かないってー」

「もう名前忘れたのかよ……。というか、行かない？」

「うんー」

　サリュって朝弱かったっけか？　ガキの頃ころは毎朝向かい側の部屋から、俺が起きるまで覗いてたと思うんだけどな。

「妹が１人増えた気分だな……」

「妹の座はやらん！」

「そんなプライドはいらん。ありがとな、顔洗ってきていいぞ。俺が起こしに行くから」

「行ってらー」

　妹の力の抜ぬける声せい援えんを浴びながら、いざサリュの眠ねむる２階へ。

　最さい奥おう部にあるサリュの部屋をノックしようとするが、先にドアが開いた。

「なんだ起きてんじゃん」

「あ♪　おはようございますタロ様♪」

　お天気お姉さん顔負けの満面スマイルなサリュが目の前に。

　ニコニコしながらサリュは手を広げてくる。まるで飛び込んでこいと言わんばかりに。

「？　何してんの？」

「おはようのハグとキスをしましょう」

「ここは日本だから、そういうのはしないの」

「むぅ～」

　ふくれっ面つらになるサリュは見ていて飽あきないけども、時間は有限。学校に行く時間も刻々と近づいている。

　なんといってもサリュの記念すべき初登校日だし。

「さてサリュ。顔洗って飯食って、学校行くか」

「嫌いやです」

「へ？」

「？」

　いやいや。お前が不思議がる要素はどこにもないだろ。

　嚙かみ砕くだいてワンモア。

「サリュよ。朝の始まりは顔洗ったり、歯を磨みがかないとスッキリしないぞ？」

「勿もち論ろんするですっ」

「そうだよね。あ！　お前ダイエットしてるのか！　馬ば鹿かだなぁ～。そんなに細いのにもっと細くなろうとしてんのかよ。健康のためにももっと食べたほうがいいぞ？」

「勿論食べるですっ。タロ様好みのナイスバディを目指すですっ」

「そっか。じゃあ学校の支し度たくからするか」

「嫌です」

「……あ？」

「学校は行かないですっ」

　……ちょっと待ってくれ。そんな清々しく即そく答とうされたら、俺が何か間ま違ちがったこと言っているように思えてくるんですけど……。

　いやいやいや。俺は正しい。自信を持って尋たずねろ桃山太郎。

「……お前、留学しに来たんだろ？」

　両の手のひらを合わせ、キラッキラの笑顔でサリュは口を開く。そりゃもうキラッキラの笑顔で。

「留学はタロ様に会うためだけの建前ですっ！　ひ～ん！　デコピン痛いですぅ！」

「そりゃデコピンするわ！　留学の使い方、斬ざん新しんかよ！」

　全く以もつて意味が分からない！　どういうこと!?

「義務教育は終わったですよ？」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　学費払はらってくれてる親おや御ごさんのためにも──って、俺はお前の担任かよっ！」

「旦だん那な様ですよ？」

「やかましい！　そのくだりはいいから早く着き替がえろ。制服届いてるんだろ？」

「……届いてないです、……よ？」

「噓うそ下手かよ……。クローゼットにおもくそ掛かかってるじゃねーか」

「あれはサリュのじゃなくて、ママ様のです」

「人の母親に気色悪いオプション付けるな！　早く着替えろ！」

「い、嫌ですぅ……」

　危険を察知したらしい。俺が１歩近づけば、また１歩後ずさるのだから。

　着替える、着替えないのラリーを繰くり返すこと数分。

　ようやくにサリュを壁かべ際ぎわまで追い込むことに成功。

　ヘアバンドで前まえ髪がみをアップしてクリクリお目目をいくら潤うるませようが、今回ばかりは絶対に折れない。

「ラストチャンスだ。着替えなさい」

「やぁですっ！」

　交こう渉しよう決けつ裂れつ。俺の苛いら立だちもＭＡＸ。

「ク・ソ・不・登・校がぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「ひゃっ!?　タ、タロ様!?」

　御ご免めん！　もはや手段を選んでいる場合ではないと、サリュの上下一体型キャミソールのスカート裾すそをガッチリ摑つかむ。

　そのままにたくし上げようとするが、サリュも抵てい抗こうしてくる。

「や、止やめてくださいよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]！　ブラしてないんで見えちゃうですよぉ！　く、くすぐったいですぅ！　アハハハハ！」

　脱ぬがせるわけにはいかないとサリュはしゃがみ込み、必死な俺も押し倒たおすかのように上へと覆おおいかぶさってしまう。何でコイツはちょっと楽しそうなんだよ。

「一緒に風ふ呂ろ入ろうとしてたくせに関係あるかぁ！　そんだけ見せたくないなら、自分で着替えろ！　それなら止めてやる！」

「絶対に着替えないですぅ！」

「じゃあスッポンポンにしたらぁ！」

「ひゃああああ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　はたから見ればお代官ごっこ。しかしながら、俺としては超ちよう大おお真ま面じ目め。

　部屋に現れた制服姿のセカンド幼馴染がなんと思おうとも。

「……太郎？」

「あ、おはよう桜。今ちょっと大事なところだから、ちょっと待ってて」

「女の子襲おそおうとして何言ってんのよ───！」

「きゃん！」

　容よう赦しやない膝ひざ蹴げりを首側面に浴びせられ、壁に激げき突とつ。

　ありえない方向に首が曲がり、視界には毘び沙しや門もん天てん様をスタンドにした桜が見下ろしていた。怒いかりと照れが混じって、真っ赤っ赤。

「一緒に学校行こうと思って来てみれば……朝っぱらから、その……バ、バカじゃないの!?　っていうか誰!?　どこから誘ゆう拐かいしてきたのよ変態！」

「ご、誤解だ！　これは俺の人生を賭かけた行こう為いであって、って何でまた襲おうとするの!?　誤解だ誤解！　俺は変態じゃない！」

　確かに変態っぽい発言だけども！

　桜が頸けい動どう脈みやく目掛けてギターピックを振ふり下ろそうとしたときだった。

　自分の身体からだが有り得ないほどに震ふるえていることに気づく。しかし、震えているのは自分ではなく、いつの間にか俺の背中に隠かくれ込んだサリュだった。

　衣類は乱れたままにも拘かかわらず、ヘアバンだけはすっかり外し、目元は完全にシャットダウン。

　そのときに初めて気づく。サリュの前髪が異常なまでに長いことに。

　自じ慢まんのオッドアイどころか、視界あるの？　ってレベル。

　しかしながら、今そんなことはどうでもいい。自分の命を優先したい。

　さすがの桜も俺単体を狙ねらうのは難しいらしく、攻こう撃げきを中断。チャンスは今しかない。

「サリュ！　お前からも説明してやってくれ！」

「ヤ……」

　俺と桜は首を傾かしげる。

「「ヤ？」」

「ヤ、ヤ、ヤ、ヤンキーさんがカチこんで来たですぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　恐きよう怖ふと混乱の感情を大だい爆ばく発はつ。ぎゅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　とこれでもかというくらいに、サリュが俺を抱だき寄せる。

　桜はといえば理解不能。

「ヤ、ヤンキー……？　私が……？　ちょ、ちょっと」

　桜はサリュへと手を伸ばそうとするが、「ぴええええええん！」とサリュ大だい号ごう泣きゆう。

「これ以上、サリュに近づくな！　よく分からんが、お前はカタギとは思われていないようだからな！」

「な、何でよ！　っていうか、サリュ？　……サリュちゃんって、あのサリュちゃん……？」

「どのサリュちゃんだよって言いたいけど、前々から話してた最初の幼おさな馴な染じみだ。今日から俺たちと同じ高校に留学してきたんだ。ちなみに昨日から俺んちでホームステイすることになった」

「……この子がサリュちゃん……」

　サリュをボーッと眺ながめていた桜だが、

「……一いつ緒しよに住んでる？　……。!?　一緒に!?　同居してるってこと!?」

「あ、ああ……、そうだけど……」

　まさに開いた口が塞ふさがらない。桜はぱっかりと口を開き、若じやつ干かん青ざめているような感じにも見える。やっぱりそういう反応になるよなぁ……。

　背後から、若干の落ち着きを取り戻もどしたのか、小声ながらもサリュが尋ねてくる。

「……桜？　桜さんって、あの桜さんですかぁ？」

「どの桜さんだよって言いたいけど、サリュにも前々から話してた新しい幼馴染だ。お前が引っ越こしてからずっと、小中高一緒の腐くされ縁えん的な奴やつだ。桜の朝練が無いときは、こうやって俺を迎むかえに来てくれるんだ」

「……この方が桜さん……」

　以降、桜同様にサリュも喋しやべらなくなる。

　何だよコイツら。急に喋らなくなって見つめ合うなよ。百合ゆり百合しぃわ。

　俺までも固まっていると、意外にも静せい寂じやくを崩くずすのはサリュ。

「き、着替えるですっ！」

「え……？」

「着替えてタロ様と登校するですっ！　イチャイチャしながらっ！」

　さっきまで嫌がってたくせに、制服に着替えるべくクローゼットへと猛もうダッシュ。

「ちょ、ちょっと待てサリュ！　自発的に着替えるなら俺が出て行ってからにして！　お、おい桜！　お前からも何か言ってくれよ！　プリーズセイ！」

「……イチャイチャするの……？」

「え？　いやいやいや！　イチャイチャとか今はそんなこと──、「イチャイチャなんて絶対にさせないから！　バーカ！　バーカ！　バ───カァ！」」

　顔を真っ赤にして罵ののしってくる幼馴染と、一いつ生しよう懸けん命めいに服を脱ぐ幼馴染。

　……何コイツら。情じよう緒ちよ不安定なの？

　学校よりも先に、病院連れて行こうかな……。




　　　　※　※　※




　家辺りはまだ良かった。近きん隣りんの人は微笑ほほえましく、俺らのことを見ていただけだから。

　学校前の並木道あたりからは完全な地じ獄ごくと化していた。

「サリュ、もう少し離はなれて歩いて……。ギター背負わされてるから重いし、何より周りの視線が痛いしさ……」

　右半身と一体化するかのように、ガッツリくっつくファースト幼馴染。

「ギ、ギターはゴミ捨て場に置いていきましょう……」

「ちょっと！　私のギターなんだから、変な提案しないでよ！」

　左側でキャンキャン吠ほえながら、俺にギリギリ触ふれるか触れないかの至近距きよ離りを保つセカンド幼馴染。

「……に、２番目のくせに……」

「幼馴染の順番なんて関係ないじゃん！」

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　鬼おにの形相[image: ～][image: ～][image: ～]！　助けてください[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「け、喧けん嘩か売ってきたのそっちじゃん！　ねぇ！　今の私が悪い!?」

「タロ様ぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」「太た郎ろう！」

「助けてほしいのは俺だし、お前らが悪い！」

　良く言えば、右手に金きん髪ぱつハーフっ子、左手に学園アイドル。

　悪く言えば、右手にアシュラマン『泣き』、左手にアシュラマン『怒り』。

　助けてキン肉マン……。

　両手に美少女兼けん爆ばく弾だんを抱かかえながら登校しているというわけだ。

　アシュラマンも厄やつ介かいだが、周りの生徒の視線も厄介。

　皆みんなの言いたいことも分かるよ。俺だって他のレインダンス２人が、男子生徒とイチャイチャしながら登校してたら、いいなぁと思っちゃうもの。
















　けどさ……。俺からしてみたら、オカンと妹とイ○ンモールで買い物してるくらい今の状じよう況きようはキツいんですよ。そりゃもう公開処しよ刑けいですわ……。

　それに両手に花という言葉には語ご弊へいがあるかもしれない。今現在、片っぽの花は、美少女というよりもチンチクリンな小動物へと成り下がっているから。

　その人物はサリュ。周りの視線を気にするかのようにオロオロしており、美少女の見る影かげもない。

　というよりも、影すら見せようとしない。

　前髪をずっと下ろしたままなのだ。未いまだに可愛かわいい顔、チャームポイントのオッドアイなどシャットダウン。

「なぁサリュ。前髪は上げないの？」

「上げないですぅ……」

「どうして？」

「恥はずかしいからですよぅ……」

　分からない。俺と一緒にいたときは上げてたくせに。

　オッドアイが恥ずかしいということだろうか？

　周りの視線に耐たえながらも、やっとこさ正門前まで到とう着ちやく。

　到着するが思わず立ち止まってしまう。

「げ」

「桃山よ。声に出てるぞ」

「え？　ハ、ハハハ！　ちーす岩田先生！　今日もオシャレですね！」

「柔じゆう道どう着ぎだバカモン！」

　柔道着に身を包み叱しつ責せきしてくるのは、生活指導兼、柔道部顧こ問もんの岩田先生。40を過ぎたにも拘かかわらず、ガタイはガッチガチ。岩と鋼タイプのポケ○ンだ。

「ジョークじゃないですか……」

　昭和の頑がん固こ親父おやじのような岩田先生は、赴ふ任にんして間もなくで柔道部を全国レベルにまで引き上げた熱血教師。そして、俺たちオルタナティ部がまともな活動をしていないのではないかと、疑い続ける先生でもある。当たっているし理り不ふ尽じんなことで怒おこらない先生だから厄介極きわまりない。

　だからこそ、パトカーやお巡まわりさん同様、岩田先生とはエンカウントするだけで緊きん張ちようしてしまうのだ。三世ととっつあんの関係に近いよね。

　岩田先生は高圧的に仁に王おう立だち、腹から出す低音ボイスにて尋たずねてくる。

「で、桃山。その子は何故なぜ、金髪なんだ？」

「え？」

「太郎、後ろに隠れてる」

　桜の助言のもと振り返れば、右みぎ腕うでに密着していたはずのサリュが背中、というよりもギターを盾たてに隠れているではないか。

　訝いぶかしげにサリュを眺める岩田先生に対し、サリュは「ひっ……！」とチワワのように震えている。

　チワワＶＳゴリラ。こんな感じだろうか。

「岩田先生、コイツの髪かみは地毛ですよ。今日から留学してきたサリュって言います」

　岩田先生は留学生の情報を知っていたらしく、「ああ」と納なつ得とくしてくれる。

「その子が留学生か。これからよろしくな」

「ほらサリュ、ちゃんと挨あい拶さつしろ」

「ど、どもですぅ……」

　本能的に恐こわい人物だと分かっているのだろう。サリュは微び弱じやくボイスとともに会え釈しやくしながらも、さっさとこの場から立ち去りたいとグイグイと俺の背中を押してくる。

　俺も立ち去るのは大賛成なので歩を進めることに。

「待て、桃山」

「はい？」

「昨日は部活動を早めに切り上げたらしいじゃないか」

「……」

　ＯＨ……。バレとる……。

「店の手伝いの日ではないよな？」

「……あ！」

「また親しん戚せきを殺すのか？　俺が聞いただけでも５人は死んでるが」

「……じゃあ、親戚の友達の葬そう式しきでお願いします」

「じゃあとは何だ!?　それに親戚の友達は、お前とは他人だバカモン！」

「イッテ──！」

　ガタイと同じく、ゲンコツもガッチガチ。




　冷たい視線、頭頂部の痛みに耐えながらも、ようやくに俺と桜の教室である２年Ａ組に到着。痛みはしばらく残るが、人々の冷たい視線からようやく解放されるだろう。

　教室に入る直前、未だ俺にピッタリくっついていたサリュを無理矢理に引き剝はがす。

「もうすぐ先生が来るだろうから、自分の教室でおとなしく待ってろ。じゃあ頑がん張ばれよ」

「……」

　何も喋らないサリュにひらひら手を振ふりながら、自分の教室へと入る。

　すると、桜が、

「ねぇ太郎。思いっきり付いてきてるよ？」

「え？　……」

　振り向けばサリュが。俯うつむきながらも俺の袖そでを摑つかんでくる。

　デート後に帰りたくない彼女かっ。

「サリュよ……。ここはＡ、お前のクラスはＣ。ＯＫ？」

「……今日からＡです」

「今日からも何も、まだ留学初日だろ……」

「じゃあＡクラスになれるようにもう１度、手続きするです……」

「リセマラはできねーよ」

「じゃ、じゃあ、トレード移い籍せきするですぅ……。桜さんと……」

「何で私!?　しないわよ！　というよりも、できないわよ！」

「ひ～ん！　手て詰づまりですぅ！」

　サリュ、半泣き。

　泣きたいのは俺らだよ……。

　出入り口でヤイヤイしていると、クラスメイトの注目を浴びるのも無理はない。

「誰だれあの子？」「……あれって地毛？」「前まえ髪がみ長すぎじゃね？」「桃山が女の子泣かしてるぞ！」

　居い心地ごこち悪いわぁ……。

　いつもなら、「昨日の放送見たぜ。生足惜おしかったな」とか、「また八重樫さんにセクハラしようとしたんでしょ、桃山サイテー」とか、ニコ生の放送後は、なんやらかんやら俺に話しかけてくれるクラスメイトたちなのに、今は俺らのやり取りを窺うかがうのみ。

　どうにかできませんかと、桜へアイコンタクトを送ってみるが、

「バーカ」

　桜はこれ以上巻き込まれるのは堪たまったものじゃないと、俺が背負っていたギターを回収し自分の席へと行ってしまう。

　席に座れば、「いー！」と威い嚇かくし、ふいっと視線を窓に移しやがる。

　ロクな幼おさな馴な染じみがいないなぁ。

「おお!?　金髪少女と太郎がイチャついとる!?」

　持つべきものは馬ば鹿かな親友。登校時間ギリギリにやって来たキンタが、俺らを発見し大興奮。さすがはオープンオタをやっているだけのことはあり、不ふ屈くつのメンタルと好こう奇き心しんでグイグイ来る。

「え？　え？　誰なん？　前髪めっちゃ長いやん！　俺のこと見えてる？　指何本立ててるか分かる？　何も立ててないけども」

「キンタ、ウザいから少し黙だまって。ほらサリュ。隠かくれてないで自己紹しよう介かいしろ」

「あわわわわわ……」

　俺の背中に隠れるサリュは、まるで変質者とでも対たい峙じしたように震ふるえ始める。近きん距きよ離りにいるから分かるけど、前髪から僅わずかに覗のぞく瞳ひとみはもはやダム崩ほう壊かい寸前。

　自己紹介から他己紹介にシフトせざるを得ない。

「ご、ごめん。俺から紹介するわ。コイツはサリュ＝ニコルソン。キンタには何度も話したことあるだろ？　俺の昔からの幼馴染だよ。８年ぶりに日本に帰ってきて、この高校に留学しにきたんだ」

「おー！　あのサリュちゃん！　よろしくなーサリュちゃん」

　オープンなキンタの対応にもサリュは応じずに、やはりオドオド。

　さすがのキンタも傷心気味。

「……俺、そないにウザい？」

　キンタがウザいのは仕方ないものの、やっぱりサリュの反応がおかしい。

　俺以外の人物と、まともにコミュニケーションが取れていないことは明らかだから。

　今のサリュには恥ずかしがり屋という単語がピッタリすぎる。

　俺にくっつくのも懐なついているからというよりも怖こわいからという風に見えるし。

　キンタも震えるサリュに質問するのは悪いと思ったのだろう。ターゲットを俺へと変へん更こうしてくれる。

「留学してきたってことは、サリュちゃんは１人暮らしなん？」

　よりによって何でそんな答えたくない質問……？　空気読めるか読めないかマジで分からん奴やつだな……。

　言いづらいけど、いずれキンタにはバレるだろうしなぁ。

「いや……、それがその……俺の家で……ね」

「！　マジか！　ひゃあ[image: ～][image: ～][image: ～]！　ひとつ屋根の下とかエロゲの主人公やん！」

「声デカいんだよ馬鹿！」

　共学で堂々とエロゲとか言うなよ。

　それに最悪だよ……。

「お、おい聞いたか？　桃山の奴、あの子と同居してるんだってよ……」「八重樫とも家近いのに……？」「羨うらやましいよりも妬ねたましい……！」

　一いつ瞬しゆんで同居してんのが周りにバレたじゃん……。

　ざわつく空気の中、サリュが尋ねてくる。

「タロ様ぁ……、エロゲって何ですかぁ……？」

「お前はそんなこと気にせんでいい！　ったく、キンタがアホなこというからサリュが──、？　……なんだよキンタ」

「様……？　タロ様ぁ!?」

「え？　……あ」

　よくよく考えれば、様付けで呼ばれてるのっておかしいよねー。

　キンタが大興奮。ウザさ五割増。

「金きん髪ぱつ幼馴染と同居してて名前を様付け!?　エロゲやん！　お前、エロゲの主人公やん！」

「エロゲエロゲうるさいんだよ！　周りの奴らもヒソヒソするなぁ！　言いたいことがあるなら直接かかってこいやぁぁぁ！」

　泣いてねぇよチクショウ！　やけになってるだけだよ！

「で、太郎はサリュちゃんルートと八重樫ルートのどっち──、」

　赤面した桜が乱入。

「死ね遠山ぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「グェェェェ……。ギターの弦げんで首絞しめんといてぇぇぇ……！」

　これ以上は喋しやべるなと桜はキンタを絞こう首しゆ。ざまぁ見ろキンタ。というか桜は盗ぬすみ聞きしてたんかい。

　桜は荒あらくなった呼吸を正しながらも、

「た、高々一いつ緒しよに住んでるくらいで、皆みんな大げさ過ぎでしょ……。その……、付き合ってる関係ってわけでもないんだし……ねぇ、太郎？」

　珍めずらしくも、ナイスなセンタリングを上げてくれる桜。

　マジで助かる……。

「そ、そうだよ！　別に俺とサリュは幼馴──、「お嫁よめさんです」」

　俺を含ふくめた一同が一いつ斉せいにフリーズ。

「……え？」

　あれだけ震えていたサリュが噓うそのように、というか１足す１は２だと、さも当たり前のようにさらりと発言したのだ。

　さらにはダメ押しに。

「サリュはタロ様のお嫁さんですよ？」

　オウンゴ───────ル！

「「「「「お嫁さん!?」」」」」

　キンタを筆頭にクラスメイトがお嫁さん発言を問いただすべく、俺とサリュの周りを囲み始める。桜は棒立ち。

「ひっ……！　あわわわわわわ……！」

　お嫁さん発言の強気はどこへやら。サリュはまたしても、というよりも囲まれた分、更さらなるパニック状態に陥おちいってしまう。

　そのビビりっぷりは自宅でのサリュ、８年前の天てん真しん爛らん漫まんに人々と接していたサリュの姿の見る影かげも無ない。

　もはや俺の力ではどうすることもできない。

　ハハハ……。人の噂うわさも七十五日って言うけど、高校生活の七十五日ってそこそこ致ち命めい傷しようだよなぁ……。

　月つき島しまさんを捜さがす旅に出かけようとするが、

「あ、あかん！　太郎！　止めたって！」

「……へ？」

　何だろう？　キンタがサリュを指差しながら、めちゃくちゃ動どう揺ようしているではないか。他ほかのクラスメイトも先ほどまでとは違ちがうどよめきを上げている。

「一体何が──、ってサリュ!?」

　何ということでしょう。サリュは短い舌を出し、歯を食いしばっているではありませんか。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「し、舌を嚙かみちぎろうとしている!?　ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　死を選ぶな！」

　緊きん張ちようＭＡＸで死を選ぶとか生物的にどうなの!?

　急いで口をこじ開けようとするが間に合わず。

　サリュの全身が、ふっ、と弛し緩かんし床へと一直線。

「サリュ!?」

　すかさずキャッチ。しかしながら、一いつ切さいの力が入っておらず。

「サリュ……？　ピ、ピクリとも動いてない!?　サリュ！　サリュ─────！　助けてくださぁぁぁ───い！」

　この事件以降、サリュに話しかけようとするクラスメイトはいなくなった。

　留学初日から盛大にズッコケたのは言うまでもない。




　　　　※　※　※




　教室の中心らへんで救助を叫さけんでから、十数分が経過。

　幸いサリュの命に別状はなく、現在は保健室で休養中。呼吸もしているし、舌がちょっと腫はれるくらいだろうと保健室の先生も言ってくれた。だからといって、職員室にコーヒー飲みに行くのはどうなのだろうか。仕事しろよ。

　サリュのぷにぷにホッペを突つつこうが伸のばそうが起きる気配はない。

「本当、人ひと騒さわがせな奴だよ……」

　おかげで授業も休んじゃったし。

　頰ほおで遊ぶのを止やめ、何気なくサリュの前髪を上げてしまう。

　まるで、静かに眠ねむる白雪姫ひめ。

「絶対、前髪短い方が可愛かわいいんだけどなぁ……」

　しかしながら、無理に前髪を上げさせても、また命を絶とうとするだけ。

　前髪を上げない理由は、今日のサリュの様子を見れば大体は察しがつくものの確定事じ項こうではない。

「こればっかりは本人に聞かないと分からないな……。もう１パターンもあるけど……」

　おもむろにポケットに手を突っ込み、スマホを取り出す。が、電源ボタンを入れる気になれない。

　いつも一方的だし、電話を掛かけても無視られるのは分かっているから。

「！　……マジシャンかよ」

　テレビの常じよう套とう文句である『諦あきらめかけた、そのとき』が、適切な言葉だと思う。

　俺が掛けようか悩なやんでいた、ミラノにいる母さんから着信が入ったから。

　っていうか、時差を考こう慮りよしろよ……。出るけどさ。

　画面をスワイプ。すると、全然嬉うれしくない肉親ボイスが聞こえてくる。

『あ、太郎？　母さんだけど』

「何だよ……。今授業中だぞ？」

『でも、出れるってことは暇ひまなんでしょ？』

　それで貴方あなたがいいなら、別にいいですよ……。

　沈ちん黙もくを暇だと判断したらしい。

『じゃあ本題に入るわね』

「……じゃあの意味知ってる？」

『当たり前でしょう。馬ば鹿かにしてるの？』

「どっちが!?」

　もっとあるでしょうよ。「サリュちゃんは無事に着いた？」とか、「サリュちゃん可愛くなったでしょ？」とか。

　さすがは、仕事大好き人間。タイムイズマネーと言わんばかりに、愛する息子むすことコミュニケーションを取る気は全くないらしい。

　いつも仕送りありがとうございます。

「分かりましたよ……。好きなだけ本題に入ってくださいよ……」

『さすがは母さんの息子ね、物分かりが良いいわ。サリュちゃんを人気者にしてあげなさい。それだけよ』

「……へ？」

『電波が悪いのかしら？　サリュちゃんを人気者、学園のヒロインにしてあげなさい、って言ったのだけど』

「……はい？」

　？　俺の聞き間違いだよな？　母さんから乙女おとめチックな言葉なんて出るわけがないし。

　気のせいに決まってる。だってそれが本題ならば無理ゲーだから。

　だからこそ、最終確かく認にん。

「……ごめん、もう１回言ってくれる？」

『さすがお父さんの息子ね、物覚えが悪いわ。サリュちゃんを学園のヒロインにしてあげなさいって言ったの。母さん明日あしたも早いから、おやすみー』

「待たんかい！」

『何よ』

「軽すぎるわ！　サリュを学園のヒロイン!?　今のサリュがどんな感じの奴やつなのか知ってるんだろ!?」

『８年間も一緒に暮らして、娘むすめのように可愛がってきたんだからアンタより知ってるわよ。そもそも知ってるから、サリュちゃんをアンタのところに留学させたんじゃない。送り込むのも大変だったんだからね』

　何その押し付けがましい感じ……。サリュは不幸の手紙か何かなの？

　そういえばサリュは言っていた。母さんの勧すすめで留学しに来たって。

　そのことが関係あるのだろうか？

「何でサリュはこんなに恥はずかしがり屋になったんだよ？　今日なんて朝っぱらから学校行きたくないとか駄だ々だこねるしさ。アイツ、幼よう稚ち園えんとか小学校、超ちよう好きだったじゃん」

『そこら辺は本人に聞きなさい。母さんから説明することじゃないし』

「そんなこと言っても……。サリュって昔から変なところ頑がん固こだし無理だって」

『無理じゃないわ。するのよアンタが』

「……できません」

『何で？』

「できないというか、できる気がしない……」

　受話器越ごしに母さんのため息が鼓こ膜まくに入り込んでくる。

『分かったわ』

　ホ……。分かってくれて何よりだ。

『そこまで言うのなら、太郎の学費は払はらわないわ』

「……え？　ちょっと待って。え……？」

『あ。というよりも今月分、振ふり込むの忘れてたわ。丁度良いわね』

「おい！　何が丁度良いの!?　原因の究明を要求する！」

『眠いからもう寝ねるわね』

「寝るな！　息子の学費払ってから寝ろ！」

　聞く耳持たず。ため息ではなく、あくびが聞こえてくるもの。

　そして、最後に言うのだ。

『いい？　とにかくサリュちゃんを任せたから。おやすみー』

「ちょ、ちょっと！　せめて今月分の学──、切れた……」

　え───……。学費、え───。

　サリュを学園のヒロインにしないと俺は学園を立ち去らないといけないの？

　なんだよ、その理り不ふ尽じんゲーム……。

「……ん。……あれ？　タロ様……？」

　あまりにキャンキャン騒さわいでいたものだから、サリュが目覚めてしまったらしい。

　目をこすりながらも寝ね惚ぼけまなこで見つめてくるサリュに聞かざるを得ない。

「目覚めたところ悪いけどサリュよ。お前は学園のヒロインになりたいの？」

「？　ヒロイン、ですか？　いいえ全く。タロ様のお嫁よめさんになりたいですっ！」

　ヤバいよ。俺もう中退決定だよ。

　いやいやいや。曲りなりにも俺は高校生活をエンジョイしているのだから、中退は何としても避さけたいところ。

　仮にサリュが一生養ってくれるなら紐ひもになるのも考えるけど、今のままだと間違いなく俺が貢みつぐ側になってしまうだろう。

　高校中退にされて貢がされるとか……。

　コイツは悪女か。

　いやいやいや。幼おさな馴な染じみを悪女と決め付けるのは、早計かもしれない。

「サリュよ」

「なんですかぁ？」

「お前が学園のヒロインになるか、俺が高校中退になるならどっちを選ぶ？」

「タロ様が高校中退ですっ」

「……ほう。その場合、俺はお前に養ってもらうことになるけど、それでもいいか？」

「将来のサリュは、タロ様の帰りを待つ主婦さんですよ？」

「その旦だん那なは家にずっといるから、お前が働きに行かないとダメだぞ？」

　サリュがこてん、と首を傾かしげる。

「？　サリュは働かないですよ？」

「交こう渉しよう決けつ裂れつ！　俺はお前を学園のヒロインにすることにした！」

「ええ!?　い、嫌いやですよぅ！」

「異論は認めん！」

「ひ～ん！」

　かくして俺の学園生活を守るため、サリュを学園のヒロインにすることになった。








２章






　帰りのＨＲ中。隣となりの女子、吉よし澤ざわさんがニヤニヤしながら話しかけてくる。時々お菓か子しをくれたりする良いギャルである。

「桃山、お嫁さん来たじゃん」

「あ、ああ。そだね……」

　サリュの嫁発言から数日が経過。

　クラスメイトにからかわれるのも数日経っただけでは全く慣れないし、慣れたくもないが、大きな問題の前ではそこまで気にはならない。

　Ｃクラスは既すでに帰りのＨＲを終えたらしい。チンチクリンな小動物、金きん髪ぱつで前まえ髪がみロングなサリュが廊ろう下かから俺の様子をジッ、と覗のぞいているから。

　依い然ぜん、俺の目の前以外では、前髪を上げるつもりはないらしい。

　ＨＲが終しゆう了りようすると同時、サリュは一目散に教室に侵しん入にゆうし俺のもとまでやって来る。

　その姿は主人のもとに駆かけつける子犬を彷ほう彿ふつとさせ、尻尾しつぽがあれば振っているだろう。

　サリュのことで悩んでいるというのに、当の本人はお構いなし。

　何も言う気になれん。

「さて、帰るか……」

「はいですっ♪」

　今日は店の手伝いをする日なので部活は休み。オルタナティ部の娯ご楽らくを補ほ充じゆうするためにも資金稼かせぎは欠かせないのだ。ずっとダラダラしていると思ったら大おお間ま違ちがいである。

　ダラダラするために時にはアクティブに動くし、楽しそうなイベントがあればダラダラを止やめてアクティブにだって動く。最終的にはダラダラするのだけども。




　校門を出て、並木道を歩きながらサリュに尋たずねる。

「サリュ。友達はできたか？」

　首を横に２回ふるふる。

「だ、誰だれかと挨あい拶さつできたか？」

　ふるふる。

「前の席からプリントを受け取ったとき、感謝できたか……？」

「先頭の席なので感謝されましたぁ」

「……よかったね」

　このままじゃ、卒業式でさえクラスメイトと会え釈しやくもできねーよ……。

　放ほうっておいてもサリュに友達ができるかもなんて、淡あわい期待を持つんじゃなかったよチクショウ。

　ゼロに何を掛かけてもゼロ。そもそも、休み時間の度たびに俺んとこに来るんだから、できるわけもない。

　学園のヒロインどころか、友達を作ることさえも夢のまた夢。

　しかしながら、僅わずかながらも希望はある。

　信号が赤に点灯。足を止めたタイミングでサリュの顔、というよりも前髪をガン見する。

　この忌いま々いましい前髪を取っ払ぱらい美少女モードになることができれば、サリュの学園での知名度がトレンドキーワードばりに、うなぎのぼりするのは間違いない。レインダンス超ごえも夢じゃないはずだ。

　家だけじゃなくて、学校でも前髪上げてくれないかなぁ。

　突とつ如じよ、そよ風がサリュの前髪を払う。

　碧へき眼がんと金眼が露あらわになり、あどけなくも整った容姿がこんにちは。

　ハッ！　と上がった前髪をオデコごと押さえつけたサリュが、あっちをキョロキョロ、こっちをキョロキョロ。俺以外の誰にも見られていなかったことを確認すると、ホッ、と胸をなで下ろす。

　幼馴染の嫌がることはしたくないし言いたくないが、ずっと逃にげ続けさせるなら踏ふみ込んだ方がマシだろう。

「向こうで目の色のことを何か言われたのか？」

「！　……」

　サリュの視線が下がれば、察することができてしまう。

　美少女にも拘かかわらず顔を隠かくす理由は、やはり瞳ひとみのことだろう。そりゃこんなに前髪長くして、恥はずかしがり屋になっていたら行き着く先はコレしかない。

　予想どおりサリュは、オッドアイであることが原因でイジメにあっていたらしい。

　ずっと昔、サリュに言ったような言葉が出てしまう。

「天然のオッドアイなんて超ちようカッコイイじゃん。もっと自信持てよ」

　昔のサリュは心から喜んで、俺の言葉を受け入れてくれた。

　けれど、今のサリュは受け入れてはくれない。

「無理ですよぅ……。両方とも目の色がおかしいなんておかしいですぅ。ただでさえ皆みなさんと瞳の色が違うのに……」

　昔のサリュはオッドアイであることに自信を持っていた。自分にしか無いシンボルを堂々と見せびらかし、笑え顔がおが映はえていた。

　その自じ慢まんのオッドアイが、今は不安要素になってしまっているのは明白。

　自信を持っていたからこそ、ダメージが大きかったのだろう。俺だって自分が良いいと思っていたものが、周りから悪いと言われてしまったらショックだ。

　軽くからかわれただけかもしれない。可愛かわいいからちょっかいを出されただけかもしれない。それでも、幼くも異国の地、誰も友達のいない環かん境きようではメンタルがボッキリ折れてしまっても何ら不思議ではない。

　無言だったサリュは、オッドアイのせいでいかに苦労してきたかを吐と露ろし始める。

「向こうに行ったばかりの頃ころは、周りの子達に病気って言われたり、目を合わせたら石になるとか言われていじめられました……。中学に入る頃は中二病患かん者じやだと罵ののしられ、先生にはカラーコンタクトなんて学校に入れてくるなって……。……うっ、いぐっ……。カラーコンタクトなんて痛そうで怖こわくてできないほどビビリなのに……」

「な、泣くなよ！」

　サリュの涙るい腺せんは緩ゆるみに緩み、比例するかのように周りの視線も気になり始める。

　ついにはピーク。

「うぅ……今みたいに、街を歩けば皆がサリュの顔をジロジロ見てくるんですぅ……。うわあああああん！　こんな目玉あるからいけないんですぅ！　いっそくり抜ぬいちゃうですぅ！」

　ポケットから鍵かぎを取り出したサリュが、タコ焼きの要領で目ん玉にピックもとい鍵を近づけていく。

「うわああああ！　や、止めろ！　くり抜く方が痛いだろ！　取り乱しすぎだって！」

　信号前。自傷行こう為いをしようとする少女と、それを止めようとする少年の寸劇。

　ようやく落ち着きを取り戻もどしたサリュは、火曜サスペンスの犯人のように、凶きよう器き（鍵）を地面に落とし、がっくりと膝ひざから崩くずれ落ちる。

　信号が青になるが、サリュは動こうとしない。

　ヤレヤレと鍵を拾ってポケットに戻してあげ、手を引っ張りながら励はげます。

「ほら。もうすぐ家だから頑がん張ばれ」

「うう……。このままじゃ将来、ロクに就職活動もできないですぅ……。サリュはニート確定ですよぅ……」

　働く意い欲よくは一応はあったらしい。それだけは安心するわ。

「……社会経験がないからって、嫌きらいにならないでくださいね？」

「アホ。そんなことでサリュと縁えんを切るなんて有り得ないだろ」

「良かったですぅ……」

　心から安あん堵どしているようだ。大おお袈げ裟さだなぁ。

　俺が思うに、サリュに向けられる視線はオッドアイだけが原因じゃないだろう。金髪ハーフでこんな可愛い子が街を歩いていたら誰でも視線を奪うばわれちゃうし。

　だからこそ、勿もつ体たい無い。

　サリュの素す顔がおをクラスメイトが知れば、チンチクリンな小動物から絶世の美少女と崇あがめてくれるだろう。これだけの美少女要素を持っていれば、サブカル界はおろか芸能界デビューも夢ではないだろう。

　素顔を出して堂々と歩けるようになれば、サリュの世界はきっと変わるだろう。

　俺の退学とは関係なしにサリュに日の目を見せてあげたい。本気でそう思えてしまう。

　誰に対しても人ひと懐なつっこい性格なのを知っているからこそ、サリュには心から学園のヒロインになってほしい、してあげたい。

　家前に到とう着ちやくすると、サリュの頭を撫なでてしまう。

　サリュは驚おどろいたように俺を見上げている。

「心配するな。数ヶ月後のサリュは、学園のヒロインになっていて自信に満ち溢あふれているさ。就職先はマチのほっとステーションからＮＡＳＡまで選び放題だ」

「ほ、本当ですかぁ？」

「約束したろ？　俺がサリュを学園のヒロインにするって」

「……ありがとうございます」

　おとなしく頭を撫でられ続けるサリュは、きっと喜んでくれているに違いない。

「でもでも、タロ様」

「ん？　何？」

　さらりとサリュに告げられてしまう。

「前にも言いましたが、サリュは学園のヒロインさんにはなりたくないですよ？」

「……」

「タロ様がいてくれるだけで幸せですから、友達も要いりませんっ。だから一いつ緒しよにいてくださいね♪」

　流れ考えろよ……。いい感じで話進んでましたやん……。

　学園のヒロインにする前に友達作りと考えていたが、それ以前の問題らしい。

　追い打ちの天才は、ポケットからヘアピンを取り出して前髪をアップ。あっという間に美少女モードに変身し、色違いの双そう眸ぼうを惜おしげもなく輝かがやかせながら家へと入っていく。

　前髪のないサリュはやはり可愛らしく、その可愛さを活用しない手はない。

　前髪を上げることや上げさせる勇気が、今後の重要課題になるのは間違いないだろう。

「よし。アレ使ってみるか……」

　現状思いつく最良の案。

　リハビリに打って付けの環境を、俺は１つだけ思いついていた。そこでならサリュのオッドアイは決してハンデにならないだろう。

　早さつ速そく準備に取り掛かかるべく、部屋へと向かいノーパソを立ち上げる。




　　　　※　※　※




　翌日の放課後。

　部室棟とう４Ｆの１室、今は無き茶さ道どう部の和室こそがオルタナティ部の部室となっている。

　７畳じよう半の和室にそぐわないスチールラックにはＰＣや撮さつ影えい機器が並べられ、ゲームハード、漫まん画がやラノベは押入れに隠し──、ゴホン。押入れに収納した我われらが憩いこいの場。

　今現在はちゃぶ台を囲い、サリュに注いでもらったコーヒーをすすっている最中である。

　サリュが何をしているかといえば、座ざ布ぶ団とんのカバーを窓辺にて天日干ししてくれている。

　サリュはもはやオルタナティ部の専属メイド。お茶汲くみなどの給きゆう仕じから部屋の掃そう除じまでこなしてくれているのだから。

　要領よく掃除や片付けをする姿は大したもので、観察眼や記き憶おく力も素晴らしい。カップがカラになったタイミングで話しかけてくれたり、砂糖はシュガースティック半分でいいなどのプチ情報も覚えていてくれたり。

　シーツを干し終えたサリュが、俺が読んでいる漫画を覗のぞき込んでから数秒後。

　部室の扉とびらが開き、遅おくれてやって来たキンタが顔を出す。

「お、サリュちゃんおるやん。おいっすー」

「……ですぅ」

　サリュは精せい一いつ杯ぱいできる挨拶をキンタに返すと、サッ、と俺の後ろに。一緒に昼飯を食べたり何度も部室で顔合わせしているだけに、これでもマシになったほうだ。

「大だい丈じよう夫ぶだってサリュ。キンタは２次元にしか興味ないって言ってるだろ」

「本当ですかぁ……？　サリュのこと微み塵じんも考えてないですかぁ？」

「ああ。蚊かほども考えてないね」

「……そうですか。ちょっと安心したですぅ」

「サリュちゃんはそれでええんか……？　それでええなら、ええけども……」

　ズレたメガネを直しながらも、キンタは手に持っていた紙かみ袋ぶくろを手て渡わたしてくる。

「ほい。頼たのまれてたもん」

「おお。サンキューな」

　受け取りながらも、紙袋の中身を確かく認にん。うん、さすがのクオリティだな。

　キンタへと給仕を終えたサリュも、中身を覗いてくる。

「これは……、お洋服ですか？」

「洋服と言えば洋服だけど、いわばコスプレ衣装だな。ほらウィッグも入ってるだろ？」

　そう。キンタに持ってきてもらったものは、キンタお手製のコスプレ衣装。今日、というか今後のマストアイテムになることは間ま違ちがいない。

「今日のニコ生放送で使うん？」

「そうそう」

「太郎も懲こりへんなぁ。この前、八重樫たちに着せようとして殺されかけたのに、また同じことするんか」

　どうやらキンタは、持ってきてもらった衣装の使い方を勘かん違ちがいしているらしい。

　確かに少し前、『スク水で歌わせてみたｗ』を実行してもらうべく、レインダンスに生放送で交こう渉しようしたことがある。結果は、『血まみれになりながら土下座してみたｗｗｗ』に変へん更こうだったけども。

　暴力ダメ。ゼッタイ。

　しかしながら、今回は目的が違う。

「ふふふ。ノンノン……。これは桜に着せるために持ってきてもらったわけじゃない」

「じゃあ誰だれが着るん？　太郎？」

「そんな趣しゆ味みねーよ！　着るのはサリュだよ！」

　横に座るサリュを指差せば、「ほえ？」と首を傾かしげながらも、

「サリュが着るんですかぁ？　……タロ様が着ろと言うのなら構いませんが、ちょっと恥ずかしいですぅ……」

　モジモジしているサリュを尻しり目めに、キンタの疑問は深まるばかり。

「せやけど、サリュちゃんに着せてどないすんの？」

　そろそろ頃ころ合あいだな。用意しておいたノーパソのスリープを解除。そのままブラウザを開き、ニコ生のマイページ画面へとログインする。

　準備完かん了りよう。画面を２人へと向ける。

「見てくれ。これが今日から俺たち『３人』の新コミュニティだ」

　３人。その言葉に２人が食いつき、ノーパソの画面を覗く。

　口を開くのはサリュ。

「『ミラノちゃん愛好会』……？」

　コミュニティのタイトルを読み上げたサリュは、そのままに説明欄らんも読み上げていく。

「アモーレな現役ＪＫ、ミラノちゃんと仲良くしよう？　タロ様、ミラノちゃんって誰ですかぁ？」

「お前だよ」

「サ、サリュですかっ!?」

「ニコ生でサリュの身バレを防ぐための名前だ。もちろん、放送時の一いち人にん称しようはサリュじゃなくてミラノだから注意しろよな」

　俺やキンタは普ふ段だん、ガッツリ本名でニコ生では活動しているけど、美少女ＪＫ＆豆とう腐ふメンタルなサリュはそうはいかない。

「このコミュニティを使って、視し聴ちよう者とネット越ごしで会話したりして、サリュの社交スキルを磨みがいていこうってわけ。そんで最終的にはリアル、つまりはクラスメイト、同学年、学園のヒロインになろうっていう算段だ。もちろん前まえ髪がみを上げた状態でな」

　昨日の夜に作っておいたこのコミュニティこそが、サリュを恥はずかしがり屋脱だつ却きやくへと導く必殺のツールである。

　拳こぶしに力が入り、天に突つき上げながら感情を高ぶらせてしまう。

「だからサリュ！　ニコ生で美少女生主として君臨して自分に自信をつけよう！　そしてゆくゆくは学園のヒロインになろう！　一緒に頑がん張ばろう！　リピートアフタミー！　一緒に頑張──、「結構ですっ！」」

　ちっ……。流れで頷うなずいてくれればいいものを……！

「サリュはタロ様と結けつ婚こんできれば、他ほかの方との交流は望みませんっ！」

「２回目！　お前に拒きよ否ひ権はないっ！」

「ひ～ん！　バッサリですぅ～！」

　嫌いやだ嫌だと泣き喚わめくサリュをスルーしていると、キンタが小さく挙手していた。

「なぁ太郎……。寂さびしいから置いてかんといて……」

　現状が全く理解できない可哀かわい想そうなキンタも、大事な戦力になることは間違いない。

　だからこそ、サリュの恐おそろしいまでのヒッキー体質事情から、母さんに宣告された退学問題など、今抱かかえている問題を全てキンタに打ち明けていく。

　さすがは親友。謎なぞは全すべて解けたとヘラヘラ笑い始める。

「成る程ほど、成る程。せやから太郎は必死なわけか。めっちゃおもろいことになってんやん」

「おい」

「まぁまぁ。俺もちゃんと手伝ったるやんー。おもろそうやし」

　面おも白しろくなかったら手伝わんのかいと関西人にツッこみを入れようとするが、キンタの視線がサリュへ向いていることに気づく。

「どうした？」

　問いかけに対し、「うーん」と口を閉じたまま唸うなっていたキンタが俺へと耳打ち。

「めっちゃ失礼なこと聞くけど、……サリュちゃんってホンマに美少女なん？　ネットの視聴者ってシビアやから、相当可愛かわいくないと、なぁ……？　身内びいきで可愛い言ゆうてたら、結局傷つくのはサリュちゃんやで？」

　キンタが不安がるのも無理はない。前髪で覆おおわれたサリュの可愛さは未知数なのだから。

　けれどだ。本当のサリュを知っているからこそ、思わず笑みがこぼれてしまう。

　そして、そのような心配は無用なことを証明すべくサリュの背後へと回る。

「え？　な、なんですかぁ？」

　戸と惑まどうサリュの華きや奢しやな肩かたに両手を置きながらキンタの前へと立たせ、

「美少女っていうのはな……、お人形さんのように可愛い子のことを言うんだよ！　これが目に入らぬかぁ！」

　勢いそのままサリュの前髪オープン。暖簾のれんで「おっちゃん、まだやってる？」と言わんばかりに。

　あまりの衝しよう撃げきに、キンタはアホ丸出しな小学生並みの感想。

「美少女や！　めっちゃ美少女やん！」

　サブカル好きのキンタが、オッドアイに興味を持たないわけもなく、目を輝かせながら大興奮は続く。

「ひゃあ～。ホンマもんのオッドアイなん？　ええな、ええな～。黒こく龍りゆう波はは撃うてるん？」

　撃てるか。

　俺もサリュの顔を拝もうと、後ろから覗く。うん、やっぱり美少女とはこういう奴やつのことをいうのだろう。色白ハーフの金きん髪ぱつでオッドアイ。この単語並べるだけでもズルいよね。

　サリュはといえば、オッドアイを見られるのが恥ずかしいらしく瞳ひとみを閉じていた。

「や、やぁ……み、見ないで……、恥ずかしいのぉ……やあなのぉ……！」

　顔を真っ赤にして目を瞑つぶるサリュが、必死にアワアワと手をパタつかせている。無意味に等しいがヒーリング効果だけは絶大。

　これも立派な鍛たん錬れんだと、心を修しゆう造ぞうにして猛たける。

「サリュ！　自信を持て！　目を開くんだ！　お前の瞳を見せびらかしてやれ！　写輪眼オープン！」

　キンタも修造化。

「１万人に１人の人間が発はつ症しようすると言われる神が与あたえた代しろ物ものやで！　自信を持つんや！」

「イエス！　ハーフの美少女＋オッドアイ！　こんな最強要素を持っているのは１億人に１人、日本人口に１人だ！　ようこそ日本に戻もどってきてくれました！」

　野や郎ろう２人、大興奮。

「「美・少・女！　美・少・女！」」

　未いまだに暴れるサリュは中々に目を開こうとしない。

「ちょっとでいいから。な？　おじちゃんたちにちょっとでいいから見せてごらん？」

「せやせや。お小こ遣づかいあげるから。堪かん忍にんしぃな」

「やぁですぅ！」

　南無三！　サリュの眼球を直接こじ開けようとする。

「や、やあ……、こ、こじ開けないでぇ……。タロ様に見せるのも恥ずかしいのに、他の男性の前では無理ですぅ……」

　決してエロいことを俺らがしようとしているわけではない。

　終しまいにはサリュが短い舌を出し、歯を食いしばり始める。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「わあああああ！　ご、ごめん！　俺らがふざけ過ぎた！　分かったから死を選ぶな！」

　急いで暖簾を下ろすと、サリュは息を乱しながら俺の背中に再び密着。

「……み、見られるくらいなら舌を嚙かんで死んだほうがマシですぅ……」

「お前、マジでエージェントだよな……」

　キンタもそのとんでも行動に驚おどろきを隠かくせない。

「中々に難がありそうやな……。にしても、サリュちゃんがマジで美少女やったとはな」

「惚ほれちゃダメだぞ？」

「は？　俺が３次元に惚れる？　何で？」

　怖……。

　ドン引きされてるとは知りもしないキンタは、早さつ速そくに協力態勢に入ってくれる。

「超ちよう絶ぜつ美少女なのは分かったけど、顔を見せてくれんとなると視聴者は全く集まらんからリハビリにならんのちゃうか？」

　キンタが言っていることは、ぐう正論。ニコ生でのリハビリでは前髪を上げることが最低条件であり、これも飲み込めないとなると正直言ってお手上げ状態だ。

　最初の山を越こえるべく、背中にいるサリュと向き合う。

「サリュよ。俺が何故なぜ、コスプレや名前変更させてまで、お前をニコ生デビューさせようとしてるか分かるか？」

「……せ、性せい癖へきですかぁ？」

「違ちがうわ」

　出鼻をくじくなアホンダラ。

　１つ咳せき払ばらい。

「それはだな。俺と一いつ緒しよにいるときみたいな、素すのままのサリュをニコ生でなら出せると思ったからなんだ」

「素のサリュですかぁ……？」

「ああ。それにさ、ニコ生ならお前がマイナスだと思い込んでしまっているオッドアイも、大いにプラスだと証明できるんだ。知ってるか？　ニコ生はどんな暴力女でも歌がヘッタクソだろうと、美少女なら人気が出るんだぜ？　ニコ生は美少女が正義なんだぜ？」

　それはレインダンスで実証済みだから間違いないのだ。

「サリュは昨日、オッドアイを中二病だとからかわれたって言ってたよな？」

「は、はいです……。別にカラーコンタクトなんて入れてないのに……」

「だったらさ。中二病患かん者じやでも、カラコン入れてるって思われてもいいじゃん。開き直って素の性格やオッドアイを見せびらかしてやろーぜ」

「素のサリュ……、オッドアイを見せびらかす……」

「ああそうだ」

　サリュがやって来た日の夜のような、ＷＥＢカメラに向けた笑え顔がおができればそれだけで報むくわれるのだ。

　紙かみ袋ぶくろからウィッグを取り出す。はたから見れば黒くろ髪かみロングのツインテールだが、今の俺にはそうは見えない。

　それは軍用飛行機用のヘルメットであり、そのヘルメットを持つ俺は教官なのだ。

　ヘルメットをパイロットであるサリュに突きつける。

「さぁサリュ！　いや、ミラノたそ！　俺たちと一緒に学園のヒロインを目指そうぜ！」

　勢いに押されてか、サリュも無言ながらもヘルメットを受け取ってくれる。

　すかさず大空へと飛び立つサリュへ敬礼。負傷兵的ポジションのキンタもすかさず敬礼。

　逡しゆん巡じゆん。その言葉が今のサリュには相応ふさわしいだろう。

　そして、緊きん迫ぱくした空間でサリュが動き出す。

　震ふるえる両手が上がっていき、一気に下がる。刹せつ那な、視界に広がるは金色から黒色に変化したヘアスタイル。

　何よりも、野や暮ぼったい前髪が取っ払ぱらわれた美少女の姿。

「が、頑がん張ばってみますっ……！」

　黒髪ツインテールのミラノたそが誕生した瞬しゆん間かんだった。

「「うおおおおお！　ミ・ラ・ノ！　ミ・ラ・ノ！　ミ・ラ・ノ！」」

　俺とキンタは大だい歓かん喜き。感染するかのように、緊張感が晴れていくサリュも恥じらいを帯びた笑みを浮うかべる。

「えへへ……♪　タロ様が喜んでくれて何よりです♪」

「その意気だ！　よし！　このまま記念すべき、第１回生放送をいってみよう！　さぁサリュ、この衣装に着き替がえるんだ！」

「は、はいですっ！」

　紙袋を抱だきかかえたサリュは更こう衣いするために立ち上がる。

　そのタイミングでついでの告白。

「あ。ちなみに、学園のヒロインになるまではアイドルみたいに恋れん愛あい禁止だからそこんとこよろしく！」

「はいで──、……。ええ!?　そ、それって、ヒロインさんにならない限り、タロ様と交際すらできないってことですかぁ!?」

「全くそのとおり！」

「ひ～ん！　ご無体ですぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　畳たたみでジタバタしようがこれだけは絶対に譲ゆずれないよねー。

　行くも戻るも結けつ婚こんできないことを知ったサリュは、若干の投げやり気味ながらも襖ふすまを閉じて更衣を開始する。

　その間にもキンタは、どこか腑ふに落ちない印象。

「なぁ。太郎って八重樫のこと好きやったっけ？」

「何だよ、いきなり……」

「やってさぁ、素顔があないに可愛いサリュちゃんに求愛されて、結婚せんとかおかしいやん。太郎ってホモなん？　俺のこと好きなん？　ごめんなぁ」

「殺すぞ！　そういうお前なんか恋愛対象、モニターの中じゃねーか！」

「はぁぁぁ!?　フィギュアは触ふれられますぅぅぅ！」

　こんな低次元な会話をしたところで２次元に行けるわけねーぞ、このド変態が。

　確かに美少女のサリュに求愛されて結婚しないのは、はたから見ればおかしいことかもしれない。それでも俺にとってのサリュは『恋こい人びと』のように愛めでる対象ではなく、『子犬』のように愛でる対象なのに変わりはない。

　そりゃそうだ。サリュは俺しか友達がいないから、俺に恋心を抱いだいていると勘かん違ちがいしているのだから。

　喩たとえるなら鳥の習性の刷り込み。俺ではなく『幼おさな馴な染じみ』というポジションにサリュは恋をしているだけなのだ。

　恋愛禁止条例は俺のためではなくサリュのため。

　恥はずかしがり屋の性格が改善され学園のヒロインになれば、自おのずと俺への偽いつわりの恋心も冷めているだろう。

　いつまでも幼馴染ポジションだからという理由だけの俺と、結婚するとか一緒にお風ふ呂ろに入るとか言っているようではダメ。

　サリュの世界を広げてあげるためにも、俺は喜んで鬼おにになろうではないか。

　って、俺は幼馴染じゃなくてサリュの親父おやじかよっ。

　心の中で１人ツッこんでいると、僅わずかに襖が開いていることに気づく。その隙すき間まからは碧へき眼がんが覗のぞいている。ということは右目で覗いているらしい。

「お。着替え終わったなら、出てこいよ」

「し、失礼するですぅ……」

　恐おそる恐る、といった風に開いていく襖から現れるは、メイド服姿の美少女。

　黒色ベースのメイド服は、ジャパニーズオタクが発はつ狂きようするテンプレスタイル。しかしながらディティールにこだわっているだけに格式すら感じる。

　花はな柄がら刺し繡しゆうのフリフリレース付きエプロンとホワイトプリムに派手さはあるが、シンプルなメイド服だからこそ抜ばつ群ぐんのバランスを保てているといっても過言ではないだろう。

　うん。さすがは女子力53万のキンタが製作した衣装だ。マジで凄すごい。学校辞やめてどっかのデザイン会社に就職すればいいのに。

　さらに恐ろしいのはサリュ。

　前まえ髪がみをウィッグの中に隠した状態はまさに天下無む双そう。

　異国の血が混じった白い肌はだ、ぱっちりと透すき通ったガラス玉のような瞳ひとみは、いつも以上にフランス人形を彷ほう彿ふつとさせる。

　メイド服故ゆえに金きん髪ぱつの方が似合っているかと思いきや、そんな単純なものでは答えを見み出いだせない。その理由はオッドアイ。左右色違いの瞳によって、ジャパニーズオタクが狂きよう喜き乱らん舞ぶする黒髪ツインテの威い力りよくが増し増しの天てん井じよう知しらずとなっているから。

　総評。大変可愛かわいくなりました。

　横のキンタもスタンディングオベーション。

「これはヤバいぞ太郎……。こんな格好で渋しぶ谷やなり秋葉なり歩いてみぃ！　芸能事務所が黙だまってへんぞ！　それに凄ない？　サリュちゃんの可愛さを十二分に引き立てる俺の作ったメイド服凄ない!?」

「ああ。さすがは女子力53万のキンタだな。ウザさも53万あるけど」

「酷ひどい！」

　キンタをあしらいながらも、改めてサリュの目の前に立ってまじまじと見てしまう。

「にしてもマジでヤバいな……」

　この顔面でこの服装はチートだな。

　？　褒ほめているにも拘かかわらず、サリュの瞳には薄うすい膜まくが張り始める。

「ヤ、ヤバいんですかぁ……？　やっぱり、サリュはおかしいんですかぁ……？」

　計算してこういうことを言うのは大たい抵てい、残ざん酷こくな顔面のテーゼ。しかしながら、この子は違う。自分の容姿に自信を持てなくなっているだけに、本気でヤバいの意味を勘違いしているのだ。恐ろしい子っ！

　誤解を解くの超ハズいんですけど……。

「い、いや、そういう意味じゃなくてだな……。そ、その……、ヤバいくらいお前が可愛いってことだから……」

「！」とサリュは瞳をさらに大きくする。

「そういうことだったんですか……。……えへへ♪」

　ニヤける頰ほおを押さえながらも、ブンブン、ツインテールを揺ゆらすサリュはこれまた可愛いこと。けれど、いつまでも見ているわけにはいかない。

　咳払いしつつ、

「じゃあサリュ。早さつ速そく、放送していくか」

「は、はいですっ」

　ちゃぶ台前の座ざ布ぶ団とんにサリュを手招きして座らせ、目の前のノーパソやＷＥＢカメラ、マイクの微び調ちよう整せいをしていく。

　放送枠わくの確保も完かん了りようし、最後にタイトル『初めての雑談だから優やさしくしてね、はーと』と打ち込めば全すべての準備は整う。

　あとはボタンを押せば、いつでも放送がスタートできる環かん境きようだ。

　サリュの高こう揚ようしていた気持ちはどこへやら。モニタに映るサリュの表情は硬かたくなっており、緊きん張ちようしているのが丸分かり。仕方がない。俺やキンタでさえ初めての放送回はガッチガチでカミカミだった記き憶おくがあるし。

　しかしながら、冴さえない男子高校生２人のガッチガチと、美少女ＪＫのガッチガチは需じゆ要よう度が違う。故にそこまで気にしなくてもいいのだ。

「いいか？　今からお前はサリュじゃなくてミラノだ」

「ラ、ラジャーですっ！　サリュは──、！　ミ、ミラノはミラノですっ！」
















「その意気だ。まぁ、そんなに気負わなくてもピンチのときは外から俺たちがサポートするし」

　そう言いながら、用意しておいたスケッチブックとペンをリュックから取り出す。

　俺とキンタも一いつ緒しよに参加したり、天の声でサポートすることも考えたが、やはり美少女１人のほうが集客性は高くなると踏ふまえての判断である。

「画面から流れてくるコメントと雑談するだけで大だい丈じよう夫ぶだ。そうだな……、一番大事なのは視し聴ちよう者を怒おこらせないことかな。ムカつく質問とか嫌いやな質問をされても、適当に流せばいいからな」

「わ、分かりました……」

「じゃあ始めるぞ」

　サリュが小さく頷うなずいた瞬間、放送開始のボタンを押し込む。

　記念すべき１回目『ミラノちゃん愛好会』の放送が開始。

　俺とキンタもサポート態勢に入るべく、カメラに映らない位置へと回り込む。

　早速に２人の視聴者が入場。

『初見』『メイド萌もえ！』

　流れる文字に、サリュは首を傾かしげる。

「はつ、み？」

　すかさずサポートすべく、スケッチブックにサインペンを滑すべらせ、『しょけん＝初めて見に来た』と書いて提示。

　カメラからスケッチブックへ視線を変えたサリュは、大きく頷き納なつ得とく。

　お勉強の時間ではないと、口パクで「あ・い・さ・つ！」と指示を出せば、モジモジしながらもサリュは頭を下げる。

「ど、どうもですぅ……」

『めちゃくちゃ可愛い！』

「お、お世辞でも嬉うれしい……ですぅ」

『卑ひ屈くつ？　天然？』

「どっちでもないですよぅ、サ──、！　はうっ！　ミミミミラノですっ！」

『天然！』『天然ｗ』

「天然じゃないですよぅ！」

　更さらに新しく入ってきた視聴者が質問。

『カラコンはオシャレ？　中二病？』

「て、天然ですよぅ」

　むぅぅ～、と口をすぼめたサリュは、証しよう拠こを見せるかのように勢いよくカメラへと顔を近づけていくが、勢い余ってディスプレイに頭を強打。

「あう……！」

『１００％天然』『天然っ！』『天然すぎるｗ』

　小こ馬ば鹿かにされているはずが、本人は何故なぜかご満まん悦えつ。

「そうなんですっ♪　ミラノのお目目は本物なんですっ♪」

　ああ。お前の瞳は天然だし、性格はド天然だよ……。

　胸を張るド天然娘むすめに視聴者はメロメロ。

『『『可愛いｗｗｗ』』』

　視聴者たちは既すでにファンになったようだ。

　マジで可愛いなチクショウ……。っていうか、緊張プラス天然がいい味を出している。

　サリュの奴やつ、才能あるんじゃね？

　そんなことを考えていたときだった。いきなりに視聴者が十数人も追加されたのは。

『美少女！』『ＪＫキタ───！』『初見』『中二病系美少女キタ───！』『可愛すぎワロタｗｗｗ』

「わわ!?　たくさん文字が流れてきたです！」

　キンタがスマホを見ながらも小声で大興奮。

「太郎！　クルーズに引っかかっとるぞ！　そんで視聴者増えたんやわ！」

　クルーズとは、生放送されているコミュニティをランダムに巡じゆん回かいしてくれるサービスのことで、動画のＣＭみたいなものだ。気に入ってくれたらワンクリックでそのままに視聴者へと早変わりしてくれる、大変ありがたいサービス。

　紹しよう介かい時間は短いだけにこのチャンスを逃のがしたくはない。

　スケッチブックに、『今がチャンス！　とにかく猛もうアピール！』と書きなぐる。

「ええ!?　な、何をですか!?」

　喋しやべれないのがもどかしく、時間がないぞと腕うで時ど計けいを叩たたくジェスチャーをすると、

「え、えっと、いらっしゃい、いらっしゃいですぅ」

　スマン！　説明不足の俺が悪かった！

　背に腹は代えられぬと、時間を犠ぎ牲せいに丁てい寧ねいな説明文を記入。

『入ってきてください的な発言と意気込みを言うんだ！』

「わ、分かりましたぁ……、え、えっとその……。ミ、ミラノのとこに入ってきてください……。恥はずかしいですが、頑がん張ばりますので……」

　ＯＨ……。なんかスゲーエロい発言みたいになった。

『エロ発言キタ！』『可愛いのにエロい！』『ふぅ……』『心がピョンピョンするんじゃ[image: ～][image: ～][image: ～]』

　視聴者大だい歓かん喜き。

「エ、エッチくないですよぅ……！　！　ひ～ん！　なんか沢たく山さん入ってきましたぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　美少女のエロ発言。んなもん、男子なら誰だれでも入場してきちゃうよねー。

　正直予想外の出来だ。視聴者の数が既に３桁けたを超こえているのだから。

　平日の夕方前だよ？　にも拘かかわらず、かなりの人がサリュを観みにやって来ている。

　ミラノちゃんの力、恐るべし……。マジで人気ニコ生主なれるぞこれ……。

　ビッグスターの誕生を確信していると、部室の扉とびらが開く。

　そこには桜の姿。

「太郎ー。デモ音源作るから手伝っ──、……って誰？」

　メイド姿の美少女を薄うす目めで覗のぞく桜。後ろ姿、変装をしているだけにサリュだとは分かっていないらしい。

　現状はだけど……。

「お、おい！　今は放送中だから入ってくるな！　声のトーン落とせ！」

「練習中に盗とう撮さつする太郎に言われたくない」

　一いつ蹴しゆう。

　靴くつを脱ぬいだ桜は、訝いぶかしげにサリュの背後へと近づいていく。

　雑談に集中していたサリュが桜の存在に気づいたのは、視聴者が『生足』コールで沸わいていたから。

「ほえ？　生足、ですかぁ……？　！」

　サリュの眉まゆが大きく動く。ようやくモニタに映る生足に気づいたらしい。

　恐おそる恐るサリュが振ふり向くと、

「ひっ……！」

　時既に遅おそし。中ちゆう腰ごしでサリュの顔を覗く桜と、視線が交差してしまう。

　桜としてはお構いなしで、半眼でジィ、とサリュを眺ながめ続けながらも呟つぶやく。

「？　どっかで見たことあるような……」

　サリュはヤバいと思ったのだろう。

「じ、……じ、……じ」

「じ？」

「次回の放送をお楽しみにですぅ───！」

「「ミラノちゃん!?」」

　ノーパソの蓋ふたを勢いよく閉じたサリュが、カメラへと背を向けて玄げん関かんへ猛ダッシュ。

　勢いそのままに部室からエスケープしてしまう。

　生放送終しゆう了りよう。

「お、おい桜！　せっかくの記念すべき１回目の生放送をぶち壊こわすなよ！」

「私のせい!?　っていうかミラノちゃんって誰よ！　なんでここ数日で太郎の周りに女子が増えてんのよ！」

「お前は浮うわ気きを問い詰つめる嫁よめかよ！」

「！　よ、嫁!?　……バ、バカじゃないの……？」

「ものの喩たとえだろ！　いつ桜と俺が結けつ婚こんしたよ！　今から市役所に確かく認にんしに行くか!?」

「！　……[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　うっさいバカ────ッ！」

「きゃん！　痛いよぉぉぉ[image: ～][image: ～][image: ～]……！」

　バックブローでダウンを取ってからの容よう赦しやない腕うでひしぎ。女子特有の柔やわらかい感かん触しよくを堪たん能のうする時間などない。チクショウ！　技のレパートリーが多すぎて対応しきれない！　それに怒いかりの沸ふつ点てん低過ぎだろ！

「喧けん嘩かしてるとこ悪いけど、ミラノちゃん大丈夫なん……？　あんな格好でどっか行ったけども……」

　キンタの不安は的中。

「ひ───ん！」

　聞き覚えのある悲鳴が部室にまで響ひびいてくる。

　窓から顔を出せば、校舎周りを駆かけ回るサリュ発見。

　ウィッグがずれないようにだろう。サリュは双そう方ほうのツインテを鷲わし摑づかみながらも、必死に走っているではないか。

　もう走る必要はないと思うが、どうやら理由は別にあるらしい。

「そこの女子、待たんか───！」

　聞き覚えのある怒ど声せいの主は岩田先生。

　そりゃ、あんな校則違い反はん丸出しの格好だったら、追いかけますよね……。

　柔じゆう道どう着ぎ姿の中年と、メイド服姿のＪＫの追いかけっこ。

　誰得の映像なのだろうか……。

　得はないものの、

「メイド服!?」「すっげー可愛かわいいぞ！」「コスプレ美少女……？」「おい！　岩田が女の子襲おそってるぞ！」「何年何組だ!?」

　注目必至。ミラノと化したサリュが生徒たちの前を横切れば、百発百中に全員の視線を奪うばう。

　っていうか！

「岩田先生にオルタナティ部の仕し業わざってバレたら面めん倒どうだ！　行くぞキンタ！」

「おう！」

「ちょっと待ちなさいよ！　さっきの子の説明を──、って逃にげんな[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　桜の叫さけびを背に、俺たちは部室棟とうを駆け下りていく。




　翌日に新聞部の号外として、『謎なぞのメイド服美少女、学園を爆ばく走そう!?』という記事が掲けい示じ板ばんに大きく貼はり出され、学園の七不思議に我われらがミラノたそが追加された。

　誰もサリュだとは気づいてくれないのは、幸運なのか不運なのか……。




　　　　※　※　※




　その日の夜22時。俺の部屋にて。

　現在のサリュは、黒くろ髪かみツインテのウィッグを被かぶったミラノモード。真夜中とあってコスプレはしていないものの、ナイトウェアの牛柄がらモコモコパーカー＆ショートパンツは需じゆ要よう度アリアリと言えよう。

　何故ミラノモードかというと、絶賛生放送中だからだ。

　２回目の今回はゲーム実じつ況きよう。

「ひ～ん！」

「お、おいサリュ！　さっきから逃げてばっかじゃねーか！　奥の部屋、進まないとイベント発生しねーよ！」

　サリュがプレイしているゲームは、有名な某ぼうゾンビゲーム初期作。

　細心の注意を払はらうべく、ゲームの音にかき消される程度の小声でサリュに指示を出すものの、ＰＣ画面では軍服を着た主人公が全速力で館を駆け回っており、その背後には大量のゾンビ。ハンドガンで仕留めないことから追いかけられ続け、ゾンビの大名行列を作り続けている。

　視し聴ちよう者も、『戦えｗ』『謎の縛しばりプレイに草』『殺さずの誓ちかいに泣いた』『ゾンビミラノたそ』などなど、フリーダムにコメントが飛び交っている。

　ゲームに必死になりすぎて、コメントを読む余よ裕ゆうがサリュはないらしいが、初日に比べれば幾いく分ぶんかマシにはなっているだろう。まだまだ緊きん張ちようしているものの、一いち人にん称しようを間ま違ちがえそうになることはなくなったし。

　ようやく大量の戦えコメントに気づいたサリュは、手を動かし続けながらも答える。

「で、でもでも。この方たちはウイルスにかかっただけなんですよ？　皆みなさんはインフルエンザになった方を殺すんですかぁ……？　ミラノにはできないですよぅ」

　１人の視聴者が『じゃあどうやってゲーム進めるの？』と質問。

　サリュ即そく答とう。

「腐くさるまで待つです」

『そっちのがタチ悪いｗｗｗ』『リアルタイム機能搭とう載さいｗ』『俺は朝まで付き合うぞ！』

　そもそもそんな設定ねーし。

　正直言って、これはゲーム実況ではない。だって出てくるゾンビと追いかけっこしてるだけだし。

　それでも多くの視聴者が集まってくれる理由は明白。メイン画面に映るヘタレ主人公ではなく、ワイプに映る美少女に癒いやされたいのだ。

　ゲーム実況というよりは美少女観察。きっと多くの視聴者が、恋こい人びとと一いつ緒しよにゲームをしているのを想像しながら楽しんでいるに違いない。

『役得やんＢＹ遠山』

　どうやらキンタも放送を見てくれているらしい。コメントの使い方おかしいけども。

　確かに俺は役得なポジションだと思う。皆が妄もう想そうする中、俺だけはガチでサリュと一緒にゲームをやっているわけだし。

　新しいゾンビが現れる毎ごとに足の親指がピクついたり、慣れないツインテールが内モモにあたってムズムズしていることなど、小さなワイプでは分からない情報も知っている。

　放送終了時間が迫せまり、そんな役得ポジションも終わりが近づいてしまう。

「ひゃあああ[image: ～][image: ～][image: ～]！　しゅ、主人公さんが、召めし上がられちゃうですぅぅぅ！」

　ＰＣ画面を覗くと、大量のゾンビが主人公へ一いつ斉せいに飛び込みお食事中。どうやら操作をミスったらしい。

　画面いっぱいに広がるＧＡＭＥＯＶＥＲの文字と、ぷっくりと頰ほおを膨ふくらますサリュ。

「むぅぅう[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ヘタレプレイしてたくせに一丁前に悔くやしいんかい。

「サリュよ。とりあえずは放送時間ギリギリだから、お別れの挨あい拶さつをしようか」

「わっ。もうそんな時間ですかっ。み、皆さん！　お別れの時間ですっ！」

　視聴者の延長希望や別れを惜おしむコメント。それを見たサリュは少し頰を赤らめながらモジモジ。上うわ目め遣づかいでジッ、とカメラを見ながら、

「あ、あの……。ミラノは全然ゲームしたことないんですが、今日は楽しかったですぅ……。そ、その……また、教えてくださいね……？」

　破は壊かい力抜ばつ群ぐん。

『無期限延長ぉぉぉ！』『ぐうかわ』『可愛すぎて辛つらい……』『明日あすの活力をありがとう』

　またしてもコメントの嵐あらしだ。

「そ、それでは皆さん、おやすみなさいですっ」

　サリュが頭を下げたタイミングで放送が終了。

「お疲つかれサリュ。頑がん張ばったな」

　ウィッグを外し、ヘアゴムで前まえ髪がみを縛ったパイナップルヘアのサリュが大きく息を吐つく。

「ふぅ……、緊張しましたぁ……」

　じわじわと緊張が解けて余裕が生まれたらしく、表情はゲーム時よりも柔らかい。

　２回の生放送を終えて少しずつは成長を見せているものの、やはり今のリラックス状態のサリュはまだまだ訓練しないと出そうにはない。

　もう少し回数を重ねる必要がありそうだと考えていると、インターホンが鳴なり響く。

「おっ客さんだぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　我が妹が全速力で階段を駆け下りていく笑い声と足音が聞こえてくる。

　こんな時間のお客さんといえばアイツしかいないだろう。っていうか、ここ最近よく来るなぁ。

　サリュはどうしたことか。チャイムの音にピクン、と反応すると眉まゆをひそめ、ヘアゴムを取り外してしまう。

「い、嫌いやな予感がするですぅ……！」

　お前は勘かんのいい小動物かよ。

　扉とびらが開くと、バンドＴにショートパンツのいつもどおりな桜が登場。

「や、やっぱりですぅ……」

　サリュの反応にウエストに手を当てた桜もキッ、とサリュを睨にらむ。

「な、何よ。別に幼おさな馴な染じみなんだから遊びにきてもいいじゃん！」

「……２番目のくせに」

「何か言った!?」

「ひ～ん！」

「止やめろよお前ら……。ご近所迷めい惑わくだろが……」

　本当にコイツらは仲悪いよなぁ。

　モジモジなサリュとズバズバな桜だから、相性悪いのは目に見えているけども。

　ちなみに、バレるのは時間の問題だという判断から、桜と朝霧さんにはミラノの正体がサリュだということは自白している。もちろん他言無用の約束はしているし、口の堅かたい２人なだけに心配もしていないが。

　どうやら桜は読み終わった漫まん画がを返しに来たらしい。シリーズものの１冊だけ。

「桜。別に全巻読み終わってから、まとめて持ってきてくれて大だい丈じよう夫ぶだぞ？」

「そうですっ、そうですっ」

「いや、でも……沢たく山さんあって重いから……。べ、別にいいじゃん。太郎も夜はどうせ暇ひましてるし……」

「まぁ、お前がいいなら俺はどっちでもいいけど」

「本当にどっちでもいいんですかぁ？　毎回チャイム押されるの面倒ですよぉ？」

「さっきからうるさいのよ！　前髪お化け！」

「ま、まえが……。ぶわぁぁぁん[image: ～][image: ～][image: ～]！　２番目がバカにしてくるですぅ～！」

「あ！　すぐそうやってくっつく！　ちょっとは自じ粛しゆくしなさいよ！」

　２人が俺の両りよう肩かたをブンブン振ふり回す。

「タロ様ぁ！」「太郎！」

「神様……助けて……。……ん？　おお！　神よ！」

　神は俺を見捨てなかったらしい。俺のスマホへ着信が入ったのだ。

　２人を払いのけ、神と交信すべく通話ボタンをタップ。

「もしもし神様!?」

『母さんだけど』

「……。間に合ってまーす」

『寝ねぼけてんじゃないわよ』

「すいません……」

　結論。神など存在しないのだ。

　なんだよチクショウ。なんで俺は大連続狩しゆ猟りようクエストをソロでしてんだよ。

『サリュちゃんの進しん捗ちよく具合を教えなさい』

　やっぱりそういう用件ですよね……。

「えっとねー……。最近じゃ多くの友達ができてねー、今日なんか俺の部屋で皆とゲームしてましたよ……ハハハ」

『噓うそでしょ？』

「う、噓じゃないよ!?」

　ニコ生なだけだし！

『桜ちゃんと代わって』

「……え、桜？　……。いないいない！　今この部屋に桜はいないよ!?」

『思いっきりサリュちゃんと言い争ってる声聞こえるんだけど』

「……」

『これからアンタが噓をつくたびに時給を減らしていくから』

「や、止めて！　もとから時給５００円なんだぞ！」

　もとの時給でも単行本がギリ買えるか買えないかなのに、このままではジャ○プすら買えない低賃金に……。

　要求に従う以外に方法はない。

「桜……。母さんがお前と話したいんだって……」

「私？」

　どうしたことか。桜は勝ち誇ほこったようにサリュを見下ろし、サリュは悔しそうに桜を見上げている。

　母さんは年に１度帰ってくるだけに、サリュ同様に桜とも仲が良いいのだ。２人を娘むすめのように思っているに違いないし、俺を愛していないことは言うまでもない。

　桜にスマホを渡わたしてサリュと一緒に聞き耳立てるが、桜の声しか聞こえない。

「え？　前髪お──、じゃなくてサリュちゃんの学校での様子ですか？　正直に？　そうですね……、休み時間のたびに太郎のところにやって来て、他ほかの誰だれとも話さないでくっついてますよ。え？　私とサリュちゃんですか？　……と、ともだ……はい、多分違います……」

　ちっくしょ[image: ～][image: ～][image: ～]！　桜の野や郎ろう[image: ～][image: ～][image: ～]！　せめてサリュとは友達と言えよ！

　サリュがホッと胸を撫なで下ろしている。

「良かったですぅ……。てっきり先を越こされたのかと思ったですぅ」

「何も良くないわバカタレ──！」

「ひ～ん！　いはいでふぅ～（痛いですぅ～）！」

　サリュの頰をこねくり回していると、桜が何やら驚おどろいている。

「私がですか？　まぁ、別に構いませんが。了りよう解かいでーす。ん、太郎」

　スマホを受け取るとき、桜の意味ありげなニヤニヤ顔が目に入ってしまう。

　嫌な予感しかしない……。

「も、もしもし……？」

『とりあえず噓ついたから時給４００円ね』

「……俺の１００円が……消えた……？」

　噓だろ？　あと４回噓ついたら、死神代行消失篇へんに突とつ入にゆうじゃん……。

『これ以上、アンタの時給が下がるのも可哀かわい想そうだし、何よりも時間が勿もつ体たい無いから、措そ置ちを取ることにしたわ』

「措置？」

『これからの報告は、桜ちゃんにしてもらうことにしたから』

　そういうことですか……。

　思わず桜を見ると、いー！　と白い歯を見せておなじみの威い嚇かく。

「もう好きにしたらいいじゃないですか……」

『そうするわ』

　涙なみだの出し方すら忘れちったよチクショウ。

『いきなり学園のヒロインにするのも難しそうだし、少しだけハードルを下げてあげるわ。そうね……、今月までにサリュちゃんをクラスメイトに話しかけられるようにしなさい』

「今月って、残り３週間ちょいしかないんですけど……。どうせ拒きよ否ひ権ないから頑張りますけども……」

『良い返事ね。６月末が楽しみだわ』

　通話が終しゆう了りよう。ようやくに解放され、思わずベッドにへたり込んでしまう。

　果たして俺は来月、学校に残れているのだろうか？　あと時給戻もどして……。

　涙でシーツを濡ぬらしていると、２人の幼馴染の言い争いが聞こえてくる。

「タロ様泥どろ棒ぼう！　目が怖こわいんですよぅ！　目力強すぎて充じゆう血けつしちゃえです！」

「太郎のスタンド！　アンタなんて目見えてないじゃん！　視界悪くて頭ぶつけちゃえ！」

「ぶわぁぁぁ[image: ～][image: ～]ん！　タロ様ぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」「ムカつく[image: ～][image: ～][image: ～]！　太郎！」

「お前らうるさい！」

　口くち喧げん嘩か小学生かっ。








３章






　タイムリミットまで残り21日を迎むかえた金曜日。

　期日が迫せまっているにも拘かかわらず、さらなる問題を俺は１つ抱かかえてしまった。

　放課後の部室にて。

「大変だキンタ。予約していたゲームがこのままでは買えない」

「……知らんがな」

「そんな冷たいこと言うなよ！　慰なぐさめろよ！」

　そう。時給４００円になったせいで、毎シリーズ楽しみにしているゲームが買えなくなる危機に陥おちいっているのだ。

　やけ酒の如ごとく、サリュに注いでもらった麦茶を一気飲み。

「チクショウ……！　なんで今月からじゃなくて、先月働いた分の時給もマイナス１００円換かん算さんなんだよ……！　過去の俺は何も悪いことしてないじゃないか！　今の俺もしてないけども！」

「だいぶ荒すさんどるな……」

　大人気シリーズ故ゆえにしばらくは売り切れ続きだろうし、何よりも予約特典が入手できなくなるとか辛つらすぎる……！

　チクショウ！　もっと安いヘッドセットを買っておけば良かった！

「サリュのお小こ遣づかい貸しましょうかぁ？」

　持参したせんべいを皿に並べてくれていたサリュはそう提案してくれるが、好意に甘んじるわけにはいかない。

「……ありがとうサリュ。気持ちだけ受け取らせてもらうよ」

　いくらお気に入りゲームのためとはいえ、人から、ましてや幼おさな馴な染じみから金を借りるわけにはいかない。

　実際諦あきらめているに近い。けどさ……、愚ぐ痴ちくらいは聞いて欲しかったんですよ。

　キンタは「しゃーないなぁ」と長財布を取り出す。

「俺やったら別に貸してもええで？　この前、臨時収入あったし」

「臨時収入？　ああ、副業か」

「そうそう、その副業」

　キンタの言いたいことを俺は理解したが、サリュが理解できるわけもなく、

「どの副業ですかぁ？」

「キンタは自分で作ったコスプレ衣装や武器をヤフ○クで売って、小遣い稼かせぎしてるんだ」

「へぇ[image: ～][image: ～]。凄すごいですねっ」

「せやろ！　せやろ！」

　調子に乗るキンタは気持ち悪いが、去年のコミケ前は、かなりの額を稼いでいたのは記き憶おくに新しい。学校辞やめてその道一本になればいいのに。

「！」

「？　どないしたん太郎」

「そうか……。良いこと思いついたぞ！　貸してくれキンタ！」

「せやから貸すって言うてるやん」

「違ちがう違う。貸して欲しいのはヤフ○クのＩＤだよ。ついでに出品できる準備も直すぐにお願いできるか？」

「？　よう分からんけど、分かったー」

「じゃあ行ってくる！」

　立ち上がり、玄げん関かんでスニーカーに履はき替かえいざ出発。目的地は同じフロアの軽音楽部。

　道中、後ろからトテトテ足音が聞こえる。サリュだ。

「サ、サリュを置いてかないでくださいよぉ～」

　どうやら俺に付いてきてくれるらしい。

　忠犬サリュ公をお供に軽音楽部の扉とびらを勢いよく開き、そのままに声を張り上げる。

「さーくらちゃん♪　お金欲しいからおパンツちょーだい♪」

　このあと、滅め茶ちや苦く茶ちやボコられた。




　軽音学部の部室で正座させられている最中。サリュまでも。

　可哀想に。付いてきただけなのに恐きよう怖ふで震ふるえているじゃないか。

　キュッとしたウエストに手をあてながら桜は呆あきれている模様。

「ゲーム買うために幼馴染のパンツ売ろうとする馬ば鹿かがどこにいんのよ……」

「何だよっ！　パンツの１枚や２枚くらい！　っていうか、前にあげたパンツ要いらないって言ってたなら返せ！　恵めぐまれない俺と童どう貞ていに愛の募パンツを！」

「うっさいバカ！」

　目標達成のために、努力を惜おしまない俺の行動は間ま違ちがってない！

　桜の逆水平チョップを受けて悶もだえていると、レインダンスのドラム、朝霧さんが椅い子すに腰こし掛かけながら静かに微笑ほほえみかけてくる。

「桃山君は相変わらず面おも白しろいわね」

　しだれ桜のように腰こしまで真っ直ぐ伸のびた黒くろ髪かみに、黄金スペックな３サイズを併あわせ持つ大和やまと撫子なでしこ。高校生とは思えないスタイルと大人びた性格を併せ持ち、年下だけでなく先せん輩ぱいにも人気を博しているのが朝霧王華という人物である。

「いいじゃない桜。使ってない下着なら返してあげても」

「お、王華まで何言ってんのよ！　あんな下着とっくに捨てたわよ！」

「捨てた!?　人のプレゼントを!?」

「イタズラでくれただけじゃん！」

　なんということだ。せっかくヤフ○クで、『桜たんのおパンツ』ってタイトルで売ろうとしてたのに。

　未使用だけどもレインダンスファンに教えたら高値で買ってくれたはずなのに……。

「俺の逆輸入作戦が……。ゲームが……」

「可哀想だし、文字通り一ひと肌はだ脱ぬいであげたら？」

「うっさい王華！」

　絶望感に苛さいなまれがっくりと床ゆかでうなだれていると、裾すそを横からグイグイ引っ張られる。

　サリュだ。
















「タロ様ぁ……。もうゴメンナサイしたし帰りましょうよぉ……。サリュのおパンツあげますからぁ……」

　よっぽど、この場所から離はなれたいらしい。羞しゆう恥ち心しんと恐怖心なら迷わず前者を取る。

　サリュらしいよね。

　でもね、

「残念だがサリュ。お前の認知度はまだ低いから、お前のパンツは高くは売れないんだよ」

「そ、そうなんですかぁ？　２番目のおパンツは高いんですかぁ？」

「ああ。桜は腐くさってもレインダンスだからな。１枚３万くらいで取引されるだろう」

「そ、そんなにするんですかぁ!?」

　思わず桜の下半身をガン見するサリュ。すごいパンツなのが分かってくれたようだ。

「み、見るなぁ！」

　さすがの桜といえど少し恥はずかしげにスカートを押さえ始める。レア顔だ。

「ほえー……世の中には色んなおパンツがあるんですねぇ」

　感心するサリュの肩かたにそっと手を置く。

「１ヶ月後にはお前のパンツもプレミア付くようにしてやるから安心しろ」

「そ、そういう話じゃないですよ!?」

　目指せ10万だよね。

　立ち上がり桜たちへ背を向ける。

「さて、パンツくれないみたいだし帰るか」

「はいですっ」

「どういうことよ!?」

　まだ苦情を言い足りないらしく、桜はご立腹状態。

　仕方なしに朗報を教えてやろうじゃないか。

「そう怒おこるなよ。今後はレインダンスのニコ生放送は自じ粛しゆくするからさ」

「……え？　ど、どうして……？」

「だって『ミラノちゃん愛好会』で忙いそがしいし。なんなら新しい計画もスタートするし」

　桜が無言になるのは呆れているからだろうか。

　サリュはサリュで、初耳な情報に顔をしかめる。

「新しいこと……？　い、嫌いやな予感しかしないですぅ……！」

「短期集中でコミュ力アップできる、精神と時の部屋に連れて行ってやる！」

「ひ～ん……。聞く耳持たずですぅ……」

　桜は声を上ずらせながら、

「ね、ねぇ。新しいことって何するの？」

「秘密」

「精神と時の部屋ってどこにあんの？」

「神しん殿でんに決まってるだろ。じゃあな」

「あ！　ちょっと待ちなさいよ！」

　チャキ、と中指と人差し指の２本指を額にあて、そそくさと部室を後に。

　朝霧さんは頰ほお杖づえつきながら、楽しそうに俺らのやり取りを眺ながめていた。




　　　　※　※　※




　今月までにサリュをクラスメイトに話しかけられるようにする。これこそ俺がもっとも解決しなければいけない最大の問題。

　ハードルは確かに下がったものの、だからといってこのペースでは間違いなく達成できないのは言うまでもない。

　だからこそ、悟ご空くうと悟ご飯はんよろしくな精神と時の部屋での修行は必要不可欠。

　とある放課後。精神と時の部屋、すなわちラーメン屋にて。

　ガラガラ、と引き戸が開き、お客さん来店。

「い、いらっしゃいですぅ……」

　チャイナドレスに身を包んだサリュが、モジモジとお盆ぼんで色んなところを隠かくそうとしながらも客対応。部室でのコスプレ雑談がなければ成し得なかった姿と言えるだろう。

　厨ちゆう房ぼうから現場監かん督とくばりに俺は叫さけぶ。

「ハイもっと大きな声で！　ウインクも忘れずに！　塩対応はダメだぞ！」

「い、いらっしゃいですぅー！」

「いいぞ、ナイス神対応！」

「ひーん！　恥ずかしいですぅー！　こちらの席どうぞぉ！」

　修行内容はもちろん接客。コミュ力に通じる接客スキルを磨みがくことでレベルアップしていこうという算段である。コスプレさせている理由は、決して客寄せパンダだとか俺の趣しゆ味みとかは関係ない。ケッシテネ。

　ミニスカなチャイナドレスはほどよくスリットが入っており、サリュの色白な足を扇せん情じよう的に見せびらかす。青い生地には金色刺し繡しゆうの金魚が控ひかえめな胸の上を優ゆう雅がに泳ぎ続ける。

　さすがはメイド・バイ・キンタ。

　やはり俺以外に素す顔がおを見せるのは恥ずかしいらしく前まえ髪がみは下ろしているものの、左右はお団子ヘアでまとめた金きん髪ぱつチャイニーズガール。最初はもっと恥ずかしがって、「本当にこの格好で働くんですかぁ……？」と店の片かた隅すみでモジモジしていたのに大した進歩である。

　窮きゆう地ちに立たされると力を発揮する。サイヤ人だよねー。

　麺めんの湯切りをしている店主、親父おやじが豪ごう快かいに笑う。

「ガハハ！　小さかったサリュちゃんがこんなに可愛かわいく成長するとはなぁ！　はい、サリュちゃん！　塩ラーメンバリカタ１丁！」

「はいですぅ！」

「だろだろ親父！　サリュは可愛いだろう！　はい、サリュ！　餃子ぎようざ１丁！」

「はいですぅ！」

「「ガハハハハ！」」

　２人して笑うバカ親子。この親にしてこの子あり、といったところだろう。

　親父にサリュを働かせてほしいとお願いしたら、間かん髪はつ容いれずＯＫサインをくれた。

　そりゃそうだ。売上がそこそこなのに対し、ウチの店は人手不足なのだから。

　皿に盛ったパリパリ麺にあんかけをかけながらもサリュの様子を窺うかがう。

　サリュの奴やつ、思った以上に仕事ができやがる。

　緊きん張ちようしているせいで忙せわしないし危なっかしいものの、オーダーミスをしないようにちゃんとメモを取っている。１度で一気に料理を運ぶのに慣れていない分、せっせと足数稼かせいで料理を運んでいる。

　素晴らしいと思う。

　正直驚おどろくことはない。俺は部室でメイドとしてそつなく雑用をこなすサリュを知っているから。知っているからこそ店の接客を手伝わせようと思いついたわけだし。

　けれど、予想通りと言えば噓うそになる。いつもみたいな絶ぜつ妙みような気配りが今のサリュにはできていないから。

　サリュの表情は硬かたく、まるでロボット。オーダーを聞く、料理を持っていく、片付ける、という機械作業のようなパターンが完成しつつあるのだ。

　お客さんと目を合わせることができず、緊張しているのが分かってしまう。普ふ段だんの５割程度の実力しか出せてはいないだろう。

　喩たとえるなら、そうだな……。王宮の食事処どころに仕える女中。ミスをしたら即そつ刻こく打ち首的な？

　大おお袈げ裟さに聞こえるかもしれないが、それくらいのプレッシャーをサリュは感じているように見える。

　そろそろ休きゆう憩けいさせてあげようと声を掛かけようとするが、ガシャン！　と何かが砕くだける音が。振ふり向いて客席を見ると、サリュが空のビール瓶びんを運んでいる最中に割ってしまったらしい。

「あわわわわわ……」

　床一面に砕けたビール瓶を見て、サリュはどうしたらいいか分からずパニック状態。体力的にも精神的にも既すでに限界だったのだろう。

　あちゃー。もっと早くに疲つかれているのに気づいてあげれば良かったな。

　コンロの火を消して、ホウキとチリトリを持っていざ現場へ。

「サリュ、大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我がしなかった？」

「すすすすすすいませんですぅ！」

　ただひたすらに機械のように頭を下げて涙なみだ目めのサリュ。

「ほらほら。周りのお客さんたち驚かせたんだから、ちゃんとゴメンナサイしろ」

「皆みなさんお騒さわがせしてすいませんねー」と俺が謝ると、サリュも周りを見回しながらキュッ、と目を瞑つぶり、おずおずと頭を下げる。

「お、お騒がせして、ごめんなさいですぅ……」

　必要以上に罪悪感を覚えているサリュだが、周りのお客さんは大して気にしていない。

　１人の常連のオッチャンがサリュを手招きする。

「気にすんな気にすんな！　そんなことよりお酌しやくしてよ」

　サリュは恐おそる恐る俺の顔を覗のぞく。

　恐る恐るの意味は２つあるのだろう。

　１つめは割った張本人がこの場を離れていいのか。２つめは話しかけられた不安から。

　２つめの最大の要因である緊張をなんとかして払ふつ拭しよくしてあげたい。

「うーん……。なぁサリュ。客をかぼちゃだと思えば緊張しないってあるけどさ、サリュもお客さんをニコ生の視し聴ちよう者だと思って接してみろよ」

「し、視聴者さんですか……？」

「ああ。強しいて言うなら、お客さんの目をかぼちゃじゃなくてカメラだと思ってみろ。１コだったレンズがデュアルレンズになるだけだって」

「お客さんの目をカメラ……。が、頑がん張ばってみるです」

「よし。ここは俺が片しとくから行った行った」

　コクリ、とサリュは頷うなずくと、魔ま法ほうの言葉のように「おじ様はレンズ」と呟つぶやきながら小走りでオッチャンの席へ向かう。

　到とう着ちやく後、直視とまではいかないものの視線を合わせながらサリュは謝罪する。

「さ、先ほどはお騒がせしましたぁ」

「ハハハ！　オッチャンなんてこの店で酔よっ払ぱらって、何回かグラス割ったことあるぞ！」

「そ、そうなんですかぁ？」

「嬢じようちゃんはわざとやったんじゃないんだろ？　そんなことより、お酌お酌！」

「は、はいですっ」

　サリュに注がれたビールを１杯ぱい飲んだオッチャンは豪快に笑い、

「嬢ちゃんは笑え顔がおが足りないな！　ほら笑顔、笑顔！」

「恥はずかしいですよぉ……」

　そのやり取りを聞いていた他ほかの常連たちも、サリュに興きよう味み津しん々しん。どうやらサリュに声を掛けるタイミングを見計らっていたようだ。

　サリュも些さ細さいなきっかけでコツを摑つかんだのだろう。

「お嬢ちゃん、名前は何ていうの？」「サ、サリュって言うです……」

「サリュちゃんいくつ？」「じゅ、16歳です」

「へぇ！　若いのに頑張ってるね」「そ、そんなことないですよぅ」

　大人気だ。よく見たら、ほんのちょっとだが、笑みをこぼすようになっている。

　接客だけでなく、キチンと質疑応答のやり取りができ始めたのだから大したものだ。

　確信してしまう。ニコ生での視聴者とのコミュニケーションが役立っていることに。

　やればできるじゃないか。

　それからのサリュは店内をキョロキョロ見回しながら、お客さんに細心の注意を払はらい始める。お客さんのお冷やビールがなくなったらちゃんと注ぎにいったり、お客さんが手を挙げる前にオーダーを聞きにいったり、保守的な態度から積極的に動くようになった。

　何よりも感謝されると、ぎこちないながらも笑顔で対応できている。

　自分ができる最大の範はん囲いを最大で頑張っている。

　ニコ生内だけでなく、日常でのサリュも垣かい間ま見みえていた。




　21時を回り、お客さんのピークはとっくに終しゆう了りよう。

「サリュ、今日はお疲れ。お客さん少なくなったから、俺たちは先上がって大丈夫だって」

「ふぅ……。お疲れ様ですぅ」

　エネルギーは空になる寸前だったようで、サリュはフラフラ。

「今日の接客はどうだった？　これからもやっていけそうか？」

「働き始めてからは、隙すきあらば命を絶とうと思っていました」

「そんなこと考えてたんかい……」

　明日あしたから大丈夫かと心配になるが、そんな考えは吹ふき飛んでしまう。

　サリュは感かん慨がい深そうに、今日のことを振り返りながら話してくれる。

「サリュ、ビール瓶を割っちゃう前までは自分が怒おこられないようにだけ行動してました。でもでも、タロ様のアドバイスどおりにお客さんと接すると、いっぱい話しかけてもらえるようになって凄すごい嬉うれしかったんです。それからは、お客さんが笑顔になるためにはどうしたらいいか考えるようになって、自然とお客さんと喋しやべれるようになったんです」

「サリュ……。うん！　お前、接客業向いてるよ！」

　何て立派な子なんだ。ウェイトレス要素ありすぎんだろコイツ。

　サリュは優やさしい子だ。敵意がなく友好的だと分かれば、ちゃんと笑顔で対応できるのだ。

　友達ができない理由は、きっと今日みたいに周りの人間を必要以上に警けい戒かいしてるからなんだろうな。その警戒を解ければ、全すべては丸く収まるだろう。

「明日からも頑張っていこうな」

「はいですっ！　明日からはもっとお役に立てるように頑張るですっ！」

　頼たのもしいサリュの言葉を聞き、２人で裏の勝手口から家に戻もどろうとしたタイミングで電話が鳴り響ひびく。電話応対には未いまだ不慣れながらも、サリュは受話器を取ってくれる。

「おおお、お電話ありがとうございますっ！　！　……」

「？　どうしたサリ──、「う、うちは閉店したから、出前はやってませんっ！　ではでは！」」

　正気かコイツ!?

「うちは出前もやってるし、潰つぶれてないんですけど!?　アホかぁ！」

「だ、だってですよぅ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　サリュの両りよう頰ほおをこねくり回していると、またしても電話が。今のお客さんに違ちがいない。

　急いで受話器を取り平謝り。

「す、すいません！　ウチの馬ば鹿かがとんだ粗そ相そうを！」

『ほ、ほんとにね……！　前まえ髪がみお化けをちゃんとしつけなさいよ……！』

「なんだ桜かよ……」

『なんだじゃないわよ！　っていうか、精神と時の部屋って太郎の家じゃん！』

「神しん殿でんが現実にあるわけないだろ。というよりも、もう上がりなんで切っていい？」

『私もお客さんなんだけど!?』

「徒歩15秒なんだから食べに来いよ……」

『むーり。今からライブＤＶＤ観みるから。ラーメンセットとマンゴープリンお願いね。鍵かぎは開けとくから』

「えー……」

　あからさまな態度で渋しぶっていると、

『前髪お化けがロクな接客してないって、おばさんに言いつけてもいいの？』

「毎度あり！　直すぐにお届けします！」

『じゃねー♪』

　くそっ……。何て理り不ふ尽じんな奴やつなんだ。

　徒歩15秒の出前とか、もはや嫌いやがらせじゃねーか……。

　リアルと格ゲーで毎回ボコられ、買ったジャ○プは先に読まれる。挙句の果てには弱みに付け込み脅おどしをかけてくる。

　下ゲ衆スの極きわみ！　下衆の極み桜だ！

「駆く逐ちくしてやる……！」

　やられたらやり返すのが世の常だもの！

「サリュ。女め型がたの巨きよ人じんの家に襲しゆう撃げきしに行くぞ」

「えぇ!?　サ、サリュも何かするんですかぁ!?」

「無論！　ニコ生放送で奴に制裁を加える！」

「い、嫌ですよぉ！　２番目に殺されちゃうですよぉ！」

「バッキャロー！　毎回毎回アイツに泣かされてお前は悔くやしくないのか！　俺は悔しい！　自分の持ってる格ゲーでこれ以上負けたくない！」

「そ、それは知りませんよぅ！」

「いいじゃん！　昔の家の見学がてら、襲撃しに行こうぜ！」

「！　昔のお家うち……」

　断固拒きよ否ひの姿勢を取っていたサリュが一変。横に振り続けていた首を止めると、店内のガラス戸から桜家をチラチラと覗き始める。

　サリュの考えていることが手に取るように分かる。自分が昔住んでた家を見に行きたい気持ちが芽生えているのだ。

　重く閉ざしていたサリュの口が開く。

「襲おそわれたら、助けてくれますかぁ……？」

「お安い御ご用よう！」

　会心のサムズアップに対し、ついにはサリュの瞳ひとみに覇は気きが宿る。

　そして、胸の前で両こぶしを握にぎり締しめながら力強く頷く。

「わ、分かりましたっ！　サリュも犯行に加担するですっ！」

「よく言った！　信じてたぞサリュ！」

　動物王国の人ばりに「よ～しよし」とサリュの頭をワシャワシャ撫なでれば、子犬のようなサリュも「えへへ♪」と満面の笑み。

「よし！　ミラノモードに着き替がえたら玄げん関かん集合な！」

「ラジャーですっ！」

　互たがいに敬礼し合い、戦せん闘とうの準備を整えるべく俺たちは自室へと走る。




　ミラノモードのサリュと簡単な打ち合わせを済ませた後、桜家の前に到着。

「よしミラノ、手て筈はず通り頼むぞ」

「はいですっ」

　ノーパソ代わりのスマホのインカメラを自分に向け、いざ生放送開始。

「はいどーもー。オルタナティ部の桃山でーす」

　今回は『ミラノちゃん愛好会』のコミュニティではなく、レインダンス専用『密着！　レインダンス24時』のコミュニティを使用していることから、ＭＣは俺が担当。

　多くのレインダンスファンが『待ってました！』『今日も頼むぞ桃山！』『よ！　セクハラ大明神！』など、激げき励れいの言葉、褒ほめ言葉か誹ひ謗ぼうなのか分からないコメントが流れ始める。

「えー、今回はレインダンスのギター、八重樫桜に個人的な恨うらみを晴らすべく、ドッキリを仕し掛かけていくという企き画かくでお送りします。題して、『桜たんの家に襲しゆう撃げき掛けてみた。ドキドキ、部屋＆部屋着初公開』[image: ～][image: ～][image: ～]！　イエーイ！」

　さすがファンクラブの人間。『８８８８８』と絶え間ない拍はく手しゆを送ってくれるではないか。

「さぁさぁ。間もなく本ほん邦ぽう初公開、桜の家に侵しん入にゆうしていくわけですが、ただ俺が襲撃を掛けるだけでは絵え面づら的に面おも白しろくないのは分かっています。というわけで！　今回は特別ゲストに復ふく讐しゆう代行をしてもらいます！　それがこの子だ！」

　すかさずインカメラからアウトカメラに変へん更こう。

　そこに映し出されるのは、おかもちを持ったミラノモードのサリュ。

　早さつ速そくにコメントでは、

『学校走り回ってた美少女じゃん！』『マジだ！』『これが噂うわさの……！』『こんな可愛かわいい子いたっけ？』などなど。

　よし。地味に期待していたとおり、メイド出現騒そう動どうの知名度は抜ばつ群ぐん。

　レインダンスコミュニティの１００％が学園の生徒なのだから、謎なぞのメイド美少女を目もく撃げきした奴がいても何ら不思議ではないのだ。

　いつかこの騒動を利用できたらと考えていた。そして、今日こそが学園中にミラノをお披ひ露ろ目めする絶好の機会と言えよう。

　マイクパフォーマンスに思わず力が入ってしまう。

「そう！　この子こそが我が学園の七不思議に追加された美少女！　その名もミラノだ！」

「み、皆みなさん、はじめましてですぅ……。今日は目め一いつ杯ぱい、桜さんをお仕置きするです」

『百合ゆり展開キター』『百合展開キター』『百合展開キター』『百合展開キター』

　変態ばっかかよ……。




　変態と化した視し聴ちよう者へ簡単に襲撃内容を説明したところで、いよいよ桜宅に侵入を開始。

「お邪じや魔ましま～す……」

「ですぅ……」

　１階は廊ろう下かしか明かりが点ついておらず、桜以外はご在宅ではないらしい。

　サリュは声には出さないものの、「わぁ[image: ～][image: ～][image: ～]」と目を輝かがやかせながらキョロキョロと辺りを見回している。久々の自分の家に興奮気味のようだ。

　喜んでいる時間はない。肩かたを突つつくとサリュはハッ、と我われに返る。

　浮うかれていると桜に殺やられるぞとアイコンタクトを送ると、サリュも察したように小刻みに頷うなずく。

　抜ぬき足差し足で２階へと移動開始。

　画面の輝き度どを最小限に下げながらも、流れるコメントをチェック。

『ここが桜たんの部屋……』『はぁはぁ……』『何で俺、誘さそってくれなかったん……。ＢＹ遠山』『匂におい！　匂いは!?』

　うん。マジで変態しかいないな。

　桜の部屋前に到とう着ちやくすれば、部屋からは音楽が聞こえてくる。電話で言っていたとおり、ライブＤＶＤを観ているらしい。

　それでも注意を怠おこたるわけにはいかない。サリュはおかもちをそっ、と床ゆかに置く。次いで中を開くと慎しん重ちようにパーツを取り出していき、協力しながら静かに組み立てていく。

　完成したのはバスターライフル。もちろん本物ではなく、市し販はんの巨きよ大だいクラッカーを魔改造して出来上がった、非常にクオリティの高い逸いつ品ぴんである。

　去年に妹、詩音の夏休みの工作をキンタと手伝い完成した産物であり、小学校に呼び出されて怒おこられたのは記き憶おくに新しい。

　あとは怒いかりや恨みを込めて、サリュがトリガーを引くのみ……！

　ドッキリの流れはこうだ。

　俺が扉とびらを開き、サリュが部屋へ侵入。

　次いで俺も侵入し、ベストアングルで撮さつ影えいできるポジションを素す早ばやく確保。

　準備完かん了りようのアイコンタクトをサリュに送る。

　決め台詞ぜりふ「おめぇに食わせるラーメンはねぇ」を吐はきながら、サリュが桜へ発はつ砲ぽう。

　桜のアホ顔を俺が撮影。

　全速力で逃にげる。

　ってな感じ。

　コメントはもはや最高潮。

　ヒヒヒ……！　大観衆の目の前でどんな間ま抜ぬけ面になるんだろうか桜ちゃんは！

　ベストなタイミングを窺うかがうべく、片かた膝ひざつきながらドアへと耳をつける。

　すると、

「うわっ。最悪……」

　桜はどうしたのだろうか？　映像で不満な点でもあったのだろうか？

　いかん、いかん。今は映像などどうでもいい。

　サリュを見れば、いつでも大だい丈じよう夫ぶですよと既すでにライフルを構えている。

　アイコンタクトを終え、ついには指を３本提示。３カウントの合図。

　３、２、１、

　オープン！

　勢いよく扉を開けると同時、サリュが部屋の中へと駆かけ出す。

　いざ俺も潜せん入にゆう、しようとした。

　しようとしたのだが、サリュがドア前でフリーズしているではないか。

「ミ、ミラノ？　ど、どうした？　中で一体な──、!?」

　サリュの背中から部屋を覗のぞいた瞬しゆん間かん、咄とつ嗟さにスマホを引っくり返してしまう。

　ひっくり返さないわけにはいかなかった。

　だってさ……。前かがみで、今まさにショートパンツを脱ぬいだばかりの桜が固まっているんだもの。うん。バンドＴにパンツで片足立ってる感じ。

　それだけではない。桜のバンドＴの胸から下腹部にかけて濡ぬれているのだ。床にコップが転がりカーペットも濡れ濡れ。

　成る程ほど……。ジュースを盛大にこぼしたから、さっきはあんなこと言ってたのか……。

「た、太郎……？」

「あ……ども」

　Ｔシャツの丈たけギリギリに覗くパンツ、チラ見え桜のくびれたウエスト、前かがみで向けられる谷間、透すけたブラやおヘソ、きわどいモモから足首まで滴したたり落ちる液体……。

　パワースポットが多すぎて拝みきれない。

　桜は現状を全く理解していないようだったが、スキャンするかのように自分の身体からだを上から下へ視線を移動させていく。

　桜の視線がパンツの位置で「あ……」と声を漏もらしながらストップ。

　俺も思わず桜のパンツをガン見。

「！　さ、桜……お、お前……そ、それ……」

　ローライズで布地は際きわどいものの、中和するかのようにレースがあしらわれた黒色ショーツ。ワンポイントの小さな赤色リボンがよりアダルティで誘ゆう惑わく的で……。

　俺があげた奴やつじゃん……。

　この子、あんなに怒ってたのに穿はいてくれてんじゃん……。捨てたって言ってたくせに穿いてくれてんじゃん……。

　内うち股またをすり合わせ、シャツの裾すそを伸のばしながらも桜の全身が真っ赤に。ショートパンツを穿くという行こう為いはすっかり忘れているようである。

「ち、違ちがうの……！　こ、これは……家用だし、も、もらったのに捨てるのは勿もつ体たい無いと思ったからで……」
















「桜……それ以上は言わなくていい……。その、いいんだ。……うん」

　これ以上、余計なことを言うのは危険だと、床に置いたスマホを指差す。

　アウトカメラが真っ暗になったことからコメントでは、『どした!?』『スネーク、状じよう況きようを報告せよ！』『映像ハヨ！』などの大量コメントが。

　桜も理解したらしく口をつぐみ一安心。

　危なかった……、危あやうく桜の下着姿を公開放送するとこだった。

　一難去ってまた一難。

　サリュが沈ちん黙もくの空間を破るかのように、

「……に、に、に……」

　に？

　空気を漏らしながらも繰くり返し続ける文字。

　メーターを振ふり切ったサリュが爆ばく発はつ。

「に、２番目がエッチな下着穿いてるですぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

『！』『!?』『ふぁ!?』『おおおお！』『ｗｗｗ』

　コメントが狂きよう喜き乱らん舞ぶ。何も映っていない画面が、あっという間に文字で埋うめ尽つくされる。

　サリュの叫さけびと同時。桜はスマホを鷲わし摑づかみ窓を開けると、振りかぶって……、俺ん家ちの庭めがけて……、投げた─────!?

「うわぁぁぁ！　俺のスマホォォォォ！　桜ぁ！　まだ分ぶん割かつ払ばらい終わってないのにどうすんだぁ！」

「バッカじゃないの!?　どうすんのよ！　絶対、明日あしたから変な誤解されるじゃん！」

「だったらそのパンツ返せ！　ヤフ○クで売って未払分の足しにするから！　今すぐ脱げぇ！」

「い、要いらないとは言ってないじゃん！　!?　そ、そういう話じゃないわよ！」

　気に入ってもらえて何よりです！

　っていうかさ。下を穿いてくれるってことは、上も着てくれてるってこと……？

　こういうのって普ふ通つうはセットで着るもんだと童どう貞ていでも存じ上げている。

　ということは今も上を……？

「み、見ようとするなぁ───っ！」

　透けたシャツを見せてたまるかと回り込まれチョークスリーパー。

　容よう赦しやなく首を圧あつ迫ぱくし、容赦なく背中に胸の感かん触しよくが広がっていく。

「お、おま……！　あ、あたって──、！　サ、サリュ!?」

　後ろが塞ふさがっているなら前からと言わんばかりに、サリュが俺の胸むな元もとに抱だきついてくる。

　小ぶりな胸の形が変わるくらいの超ちよう密着。

　今なら分かる。パンにサンドされるＢＬＴたちの気持ちが。

　……神様は本当にいるのかもしれない。

　超密着されながらも問い詰つめられてしまう。瞳ひとみは潤うる々うる。

「タ、タロ様ぁ！　おパンツのプレゼントって、あんなにエッチなものだったんですかぁ!?」

「え？　あ、いや……。ふざけてあげたものであってだな……」

「ズルいですズルいですぅ！　サリュにも似合う下着買ってくださいよぉ！　サリュの身体でもふざけてくださいよぉ！」

　天然発言と同時。俺から離はなれたサリュが、いきなりにワンピースをたくし上げ始める。

　ほっそりスベスベな色白な足、シルク素材の花はな柄がらショーツ、可愛かわいいおヘソが大だい胆たんにも丸出しに。

「う、うわぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！　何で服脱ごうとすんだよ!?」

「目には目を、裸はだかには裸ですぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ダメだ！　壊こわれてるコイツ！　脱いで欲しいときは脱がなかったくせに！

　これ以上は脱がすわけにはいかないとガッシリと腕うでを摑むが、ご乱心状態は継けい続ぞく中。

「やっぱりオッパイが大きいほうが好きなんですね！　一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入った後に言ってくれた言葉は噓うそだったんですね！　ひ～ん！　おっぱい欲しいよぉぉぉ！」

　乱れたワンピース姿で泣き喚わめく幼おさな馴な染じみと対照的に、濡れＴ姿で驚きよう愕がくする幼馴染。

「ア、アンタたち一緒にお風呂入ってるの!?」

「ち、違う！　あれは事故であってだな！　っていうか俺たちだって中学生くらいまで一緒に入ってたじゃないか！」

「ド、ドサクサで何言ってんのよ!?　小５までじゃん！」

「いやいや、大して変わんないだろ！　あ！　思い出した！　確か俺が風呂場で桜の胸を見て、そろそろブラ着けたほうがいいんじゃないかって、ひぃぃぃぃ[image: ～][image: ～][image: ～]！　ギター弦げんを握にぎり締しめるなぁぁぁ！」

　桜に羞しゆう恥ち心しんはもはや無いらしい。下を穿かずにジリジリと壁かべ際ぎわにまで追い込んでくるのだから。これから死にゆく人間に、何を見られても構わないって感じでしょうか？

　おかしいな。何で脳内から仕置人のＢＧＭが流れてくるんだろう……？

「お、落ち着け桜……」

「安心して。落ち着いて考えた結果だから」

　ＯＨ……、オワタ。

　死を覚かく悟ごした直後だった。

「お、おめぇに食わせるラーメンはねぇですぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　パァァァァン！　とけたたましい発砲音と同時。桜の全身にテープがまとわりつく。

　サリュがバスターライフルのトリガーを、今いま頃ごろになって引いたらしい。

「ひゃあ!?」

　テープまみれになった桜はバランスを崩くずし転てん倒とう。

　桜を見下ろしていたサリュが、「あわわわ……」と震ふるえ始める。

「に、２番目をやってしまったです……」

　まるで本物の銃じゆうで人を殺あやめてしまったかのように、サリュの腰こしが砕くだけていく。

「勝手に殺すなぁ！　っていうか何これ!?　絡からまって取れないんだけど！」

　肌はだ色いろ面積多めの身体にテープが絡み、もはやプレゼントはワ・タ・シ状態の桜。

　このトキメキは恋こい……？　否いな！　恐きよう怖ふから来るタイプの高鳴り！

　マジで殺害ころされる数秒前！

　このチャンスを逃のがすわけにはいかないと、腰を抜ぬかすサリュを抱きかかえる。

　回収完かん了りよう。

「ひゃ！　タ、タロ様!?」

「撤てつ収しゆう───！」

　桜の部屋を全力で飛び出し逃とう走そう。

　玄げん関かんまで聞こえる桜の叫び。

「なんなのよ！　マンゴープリンはどうしたのよ───！」

「毎度有り───！」




　　　　※　※　※




　無我夢中で夜の町を駆かけ抜け、行き着く先はこぢんまりとした公園。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱい。目の前にベンチがあれば、当たり前にへたりこんでしまう。

「ぜぇぜぇ……。死ぬかと思った……」

「サ、サリュも生きた心地ここちがしません……」

　ウィッグを取り外したサリュも俺の横に座ると、さっきまでの死し闘とうを思い出しているらしい。

　しかしながら、

「えへへ……♪」

　唐とう突とつに笑みをこぼし始める。

「殺されかけたのに何がそんなに嬉うれしいんだよ？」

「タロ様にお姫ひめ様抱っこされたなって……♪　えへへ♪」

「お前は本当に……」

「タロ様にお会いしたらしてみたいランキング上位だったので♪」

　なんだよそのランキング。

　心から喜んでいるらしくサリュの身体から恐怖が抜けていく、というより忘れ去られていくのがよく分かる。

　もはやいつものサリュだ。

「それにしても、よく引き金引けたな。ゲームのゾンビすら撃うてなかったのに」

「愛の力って凄すごいですねっ！　すっごく怖こわかったんですけど、タロ様を助けなきゃって身体が勝手に動いたんですっ」

　満面の笑えみでさらっと恥はずかしいことをサリュは言う。こっちの方が恥ずかしくなってしまい、皮肉の言葉しか出てこない。

「愛の力は桜をゾンビ以下の存在にするんだな」

「いけずですよぅ」

　俺の皮肉などお構いなし。ただでさえ触ふれ合っている距きよ離りなのに、サリュは更さらに距離を詰めてくる。サリュの体温を一層感じてしまい、じんわりと自分の体温と溶とけ込んでいくのが心地よい。

　心地よさを感じながらも思う。愛の力とサリュは言うが、それは努力の結果なのだと。

　人と触れ合う楽しさや人に抗あらがう大事さを少しずつ知り、コミュニケーション能力を向上させつつあるから、俺を助けようとしてくれたのだ。

　自身の成長を知る由よしもないサリュは、ベンチから立ち上がると滑すべり台目指して駆け始める。街灯の光に照らされる後ろ姿に懐なつかしさを感じ、俺までも腰を上げてしまう。

　サリュは公園一帯を見み渡わたしながら、

「タロ様はこの場所を覚えてましたか？」

「ああ。よくここで遊んだよな」

「はい♪　真っ暗になるまで遊んで、よくママ様に怒おこられましたよね」

　この公園は幼い頃ころの俺とサリュが毎日のように通っていた思い出の場所。

　滑り台とジャングルジムと砂場。それしか遊具はないのだが、サリュがいるだけで他ほかには何も必要なかった。

　サリュは滑り台の階段を上っていく。

　不思議だった。軽かろやかに移動していたはずのサリュの足取りが、重くなっていたから。

「サリュ？」

　一段一段ゆっくりと階段を上がるほど、街灯の明かりからサリュが遠のいてしまう。

　月の光だけでは心もとなく、サリュの表情までは照らすことはできない。何よりも、今まで以上にサリュの前まえ髪がみを疎うとましく思ってしまう。

　てっぺんまで到とう達たつするとサリュは口を開く。

「……ほんとはですね。サリュ、日本に戻もどってくる予定は無かったんです」

「！　……」

　高いところに上った理由が何となく分かってしまった。

　暗い表情を見られたくなかったのだろう。

　サリュは言葉を紡つむぎ続ける。

「大好きなタロ様に素す顔がおを見られるのが、ずっと怖かったんです。……嫌きらわれるのが怖くて、ずっと会わないほうがいいかもって思ってたくらいに……」

　声は震えており、今にも泣いてしまいそう。というよりも泣いているのかもしれない。

　わざわざ話してくれなくても向こうでからかわれていた話を聞いた時点で、顔出しＮＧな理由など見当が付いていた。

　悲しんでいる顔は見たくはないが、階段を上って迎えに行くことはもっとできない。

　過去を清算するため、負い目を払ふつ拭しよくするために頑がん張ばっているサリュを迎えに行くほうが酷こくだから。

「サリュはおバカでした。電話越ごしのタロ様も目の前のタロ様も同じお方で、サリュが嫌いやがることなんてしないのに。サリュが１番そんなこと分かってなきゃ駄だ目めなのに」

　今も恐こわいのだろう。俺と一緒に暮らすようになって、１００％に近い確信を持つことができるようになっても。１％未満の不安がサリュの心をざわつかせてしまっている。

　俺に好かれたいというサリュの気持ちは、刷り込みから生じたもの。

　けれど、俺の気持ちには噓うそ偽いつわりはない。

　だからこそ、サリュの背中を押すためにも、目め一いつ杯ぱいに鼻で笑ってやるのだ。

「本当にサリュは大おお馬ば鹿かだよ。お前がのっぺらぼうになっても、嫌いになるわけないだろ」

「！」と、サリュの肩かたが大きく跳はね上がる。

　１００％に近い数字が１００％になり安あん堵どしたのだろう。もはや完全な涙なみだ声ごえ。

「うう……！　タロ様ぁ……！　８年間も素顔を隠かくし続けてごめんなさいですよぅ……！」

「ああ。許してやるよ。許してやるから、もう下りて来──、「タロ様ぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」」

「うお!?」

　滑って戻って来いと手招きしようとした刹せつ那な、サリュが滑りながら勢いよく俺の胸へと飛び込んでくる。

　支えることなどできるわけがなく、サリュごと背後の砂場へと後頭部からダイブ。

「お、お前なぁ……」

「ううぅ……！　本当に良かったですよぅ！」

　罪の意識など毛頭ないサリュは、仰あお向むけになった俺の胸むな元もとで泣き続けるだけ。

　怒るのも馬鹿らしくなってしまい、サリュの頭を撫なでるしか選せん択たく肢しが見当たらなかった。

「もう泣くなって。女の子だろが」

「それを言うなら男の子ですよぅ」

「突つっ込む力はあるんかい」

　数秒後。堪こらえていたらしいが、小さくもフフフ……、とサリュは空気を漏もらし始める。

　ようやくに顔を上げてくれる。

「ズルいですよぅ。笑わせてくるなんて……」

　その涙は安堵からなのか、面おも白しろかったからか。少なくとも悲しみからの涙ではない。

　つられて俺も頰ほおが緩ゆるんでしまう。

「今の時代、女も強くなきゃ生きていけないぞ？」

　手を伸のばし、袖そででサリュの涙をゴシゴシと拭ふいてあげる。少し強めに拭いているにも拘かかわらず、主人にタオルで拭かれるのを待つ水みず浸びたしの子犬のように、サリュは黙だまって行こう為いを受け入れてくれる。

　涙を拭き終えサリュをどかしながら立ち上がり、そのまま手を差さし伸べる。

　俺の手をしっかりと両手で摑つかみ、サリュは立ち上がるが手を放してはくれない。

　それどころか、腕うでにしがみついてくる。

　くっつきすぎだと注意しようとしたが、密着したサリュと視線が交差。

　シャンパンゴールドの髪かみが月の光に照らされ、夜風がサリュの前髪をなびかせる。

　今まで見えなかったサリュの表情が視界一杯に広がってしまう。

「これからもサリュと一いつ緒しよにいてくださいね？」

「！　あ、ああ……」

　惜おしげもなく向けられる色いろ違ちがいの瞳ひとみと柔にゆう和わな笑みが、俺だけに向けられれば鼓こ動どうが高鳴ってしまう。

　不意打ちすぎんだろ……。なんだこの可愛かわいい生物……。

　！　いかん！　いかん！　俺はサリュの保護者的ポジションなのに！

　泣き顔からの笑顔とか、お月様のバックライトとかそういった現象が重なっただけで、こんなのは一時の胸キュン現象に違いないのに！

　大きく深呼吸し、心を落ち着かせる。腕に絡んでくるサリュは普ふ段だんよりも高密着な気がせんでもないが、冷静になってしまえばどうってことはない。

「帰るか」

「はいですっ♪」

　これだけ努力して成長しているサリュなのだから、きっと報むくわれる日が来るだろう。

　明日からのニコ生収録も頑張っていこうと、自分に言い聞かせながら家路に就く。




　家へと到とう着ちやく。するとあら不思議。高ぶっていた感情が、恐きよう怖ふの感情へと一いつ瞬しゆんでチェンジしてしまう。

　玄げん関かん前で仁に王おう立だつは復ふく讐しゆう者。

「おかえりなさい」

「さ、桜……」

　イエス。桜に待ち伏ぶせされちった……。

　超ちよう能のう力りよく者じゃないはずなのに、数秒後の俺の状態が予知できてしまう。
















　武器を持たぬサリュももはや震ふるえるのみ。仕方がない。俺も手に負えないしな……。

「……太郎。何か言い残すことはある？」

「え、あ、あの……。……パンツ穿はいてくれてありがとう？」

「死ねぇぇぇぇ───！」

「ごはぁ……！」

「タ、タロ様ぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　胸キュンとか煩ぼん悩のうとかどうでもよくなるほどの一いち撃げき。

　桜のおかげで無心になることができた。

　白目もむいちゃったけども。




　Ｐ．Ｓ．俺の時給が１３０円になり、庭ではディスプレイがバッキバキのスマホが発見された。

　ゲームの予約は取り消した。








４章






　ここ最近、俺の周りが騒さわがしい。

　休み時間の今も俺の机周りにはクラスメイト、主に男子たちが群がっているくらいに。

　レインダンスのコミュニティにサリュを登場させてからというもの、謎なぞの美少女はオルタナティ部の部員だという情報が学園中に蔓まん延えん。ミラノの正体を知りたいがために、俺への問い合わせが殺さつ到とうしているのだ。

　サリュは部員ではないのだけれども。

　反はん響きようは予想どおりであり、サリュを学園のヒロインにする最大のチャンスとも言える。

　言えるのだが……。

　クラスメイトの男子が声を荒あららげる。

「桃山！　ミラノちゃんってどこのクラスの子なんだよ!?」

「……記き憶おくを確かく認にんするので、お待ちください」

　俺の横にいるサリュをチラ見。

　自分が美少女として崇あがめられたことを喜んでいる、というわけはなく、

「あわわわわ……」

　いつ自分の正体がミラノだとバレないか心配らしく、ひっきりなしにアワアワしている。

　すなわち、正体をバラすのは夢のまた夢。

　今はそのときではないと、はぐらかすことしかできない。

「……分かりかねます」

「じゃあ学年は？」

「記憶を確認するので、お待ちください。……分かりかねます」

「記憶にあるかないか、そんなに難しいことじゃねーだろ！　じゃあ、ミラノちゃんって一体何者なんだよ？　そもそもウチの学校の生徒なのか？」

「き、記憶を確認するの──、」

「「「「「おい！」」」」」

　一同のいい加減にしろがハモり、サリュの緊きん張ちようと恐怖の糸が切れてしまう。

「ぶわあああああん！　サ、サリュのぉぉぉ！　タロ様ぉぉぉぉ！　いじめるのわぁ！　止やめてくださぁぁぁぁいよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　どこの議員だよ、お前は……。

「お前らエエ加減にせぇよ！」

「キンタ？」「キ、キンタさん……？」

　いきなりのキンタの怒ど声せい。一同の視線を我が物とし、咄とつ嗟さの出来事にサリュも泣き止む。

　さすがは我が親友。友たちが困っているとなれば手を差し伸べてくれるのだ。

「お前らはそないなこと知りたいんか？　ちゃうやろ！　もっと知りたいことがあるんちゃうんかい！　八重樫のヤラしいパンツ──、!?　ウギャアアア[image: ～][image: ～][image: ～]！　俺の顎あごがぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　顎を押さえながら床ゆかをのたうち回るキンタ。その後ろには、ニッパーをニギニギする桜の姿が。どうやらギターの弦げんを張はり替かえながらも俺らの会話を聞いていたらしい。

　床のゴミを見下ろす桜は、男子たちに警告。

「これ以上、太郎にくだらないこと聞くなら、コレと同じ目に遭わすけどいいよね？」

　首からぶら下げた桜のヘッドフォンから流れるアッパーチューンな曲が、恐怖を最大限に底上げ。

　一同はヒッ……！　と声を漏らすと、顎を押さえながら退散していく。

　床で蠢うごめくケツ顎の男がサムズアップ。

「お、俺の計算通りやで……。ところで太郎。俺の顎、治るかな……？」

　片かた膝ひざつきながらも、親友の肩にそっと手を置く。

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前の彼女はそんなこと気にしないから」

　だって、２次元だもの。

　美しい友情のやり取りをしているものの、俺の口にニッパーが向けられる。

　至近距きよ離りで微笑ほほえむ桜が恐こわ過ぎる……。

「太郎。口が裂さけても絶対に言わないよね？　ね？」

「あ、あの……。頷うなずいたら、口が裂けるとかいうオチじゃ──、「ね？」」

「は、はひっ……」

　ケツ顎になるよりはマシ。それだけの想おもいで頷いていると、

「タロ様をいじめるなですっ！」

「サリュ？」

　チワワが主人を守るべく、マングースへと吠ほえ始める。

「直すぐタロ様に暴力を振ふるうのは止めてくださいっ！　可哀かわい想そうですよう！」

　思わぬ伏ふく兵へいの攻こう撃げきに桜はたじろぐが、それは一瞬。

「ア、アンタだって、太郎にすぐ抱だきつこうとすんじゃん！　ほら今だって！」

「スキンシップと暴力は別ですよう！　大好きな人に抱きついて何がいけないんですかっ！　サリュは２番目と違ってタロ様が大好きなんですっ！」

「！」と、またしても桜が狼ろう狽ばい。

　俺へと与あたえ続けてきた累るい計けいダメージが、今いま頃ごろ罪悪感として押し寄せているのだろうか。

　顔を徐じよ々じよに紅潮させながら言葉か文字か分からない何かを、桜はモニョモニョと呟つぶやき続けている。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　う、うっさいな！」

　俯うつむきかけた顔を一気に上げて、桜は反はん撃げき開始。

「２番目、２番目って毎回言うけど、年数的には私の方が太郎と長くいるじゃん！」

「う、うぐ……。あ、愛に時間は──、「じゃあ順番も関係ないじゃん！」」

　ここで引いたら負けだと、サリュは頰ほおをパンパンに膨ふくらませ応戦。

　もはや乱打戦だ。

「タロ様が５歳の頃、お鼻にビー玉を詰つめて抜ぬけなくなって、口呼吸を忘れて呼吸困難になったことも知らないくせに！」

「それが何よ！　太郎が小３の頃、全速力で給食カート押して、勢いそのまま壁かべに激げき突とつして床一面カレーまみれにしたことも知らないじゃん！」

「まだまだあるですっ！　パパ様だと思って膝ひざカックンしたら、コワモテのおじ様で大目玉食くらってお漏もらししたのも知らないくせに！」

「こっちだって！　自然学校の飯はんごう炊すいさんで、拾ってきた得体の知れないキノコを焼いて食べて、死にかけたことも知らないでしょ！」

「屋上からホウキで飛ぼうとして肩かたが外れた！」

「瓦かわら割りしようとして指脱だつ臼きゆう！」

「止めろぉ──────！」

　なんだコイツら！　俺のこと嫌きらいなの!?

　チャイムが鳴り、互たがいがいがみ合いながらもバトルは終しゆう了りよう。結果、何故なぜか俺の大敗。

　俺らはもちろん、騒そう然ぜんとしていたクラスメイト、床で蠢いていたキンタも次の授業へ備えるべく自席へと戻もどっていく。

　傷心しながらも、休み時間の頭から最後までを思い返してしまう。

　以前までのサリュならば、クラスメイトから俺を守ろうとはせず舌を嚙かんで絶命を選んでいただろう。何よりも、あれだけ桜に嚙み付こうとはしなかった。

　ミラノの正体はまだまだバラせそうにないものの、ニコ生での雑談やゲーム実じつ況きよう、ラーメン屋での接客を経て、サリュは間ま違ちがいなく進歩しているようだ。

　母さんとの約束の日まで残り２週間と少し。

　そろそろ学園でのアクションを起こしてみても良いのではないだろうか？

　善は急げ。サリュの恥はずかしがり屋がどれくらい改善されたのかを確認すべく、授業そっちのけで作戦を練り始める。




　昼休みのチャイムは、抜き打ちチェックテストを開始する合図。

　サリュが現れては元も子もないと、全速力で掃そう除じロッカーの扉とびらをオープン。勢いそのままに入り込んで扉をクローズ。

　チェックテストの準備は整った。

　獅し子しは我が子を千せん尋じんの谷に落とす。

　深い愛情を持つからこそ、子供にスパルタ教育をする的なことわざ。

　そのことわざに倣ならい、サリュがどれくらい成長したかを確認しようではないか。

「太郎……。何やってんの……？」

　ロッカーから最も近場の席である桜が、通気孔こうからジト目で中を覗のぞいてくる。

「いいか桜！　今からサリュの成果を見せてやる！　分かったら黙だまって前向いてろ！　や、止めて！　隙すき間まから弦を入れて眼球を狙ねらわないで！」

　眼球を突つく遊びに飽あきてくれたらしく、桜は１つため息づくと前を向き直してくれる。

　チクショウ、マジで見とけよ……！　お前のさじ加減で俺の人生と時給が変わるんだからな……。

　来た！

　僅わずかな隙間からでもよく分かる金色の髪かみ。俺お手製のランチボックスを両手に抱かかえたサリュがついに現れる。

　こてん、と首を傾かしげている。

「？　タロ様……？」

　いつもの席に我われおらず。我ロッカーにいまそかり。

　さぁ。俺がいなくてもどれくらい人と話せるようになったのかを教えてくれ。

　何も理由のない状態から他人に話しかけるのは、今のサリュには難易度が高いだろう。

　けれど、今のサリュには俺を捜さがすという名目がある。

　頑がん張ばれサリュ。誰だれにでもいいから俺の居場所を聞いてみるんだ。

　サリュは辺りをキョロキョロ。俺がいないことを再確認すると、恐おそる恐るキンタへと忍しのび寄る。

　おっと。残念だがサリュよ。今回のテストでキンタは使用不可アイテムだ。

　全く会話したことのない人物に話しかけてくれなくては、何の意味もないから。

　というわけでキンタ。作戦通りサリュを寄り付かせないでくれ。

　キンタはサリュが近づいてきたのに気づくと、引き出しからあるものを取り出す。

　白澤サファイアのフィギュアだ。

　ゆるっゆるの表情にて、無機物との会話をキンタは開始。

「デュフ……！　デュフフフフ！　あ～サファイアちゅわ～ん♪　俺の作ったドレスめっちゃ似合ってるわぁ……。写メっていい？　え？　恥ずかしい？　カワエエわぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　気持ち悪……。あれは本当に演技だろうか……。

　サリュは「ひっ……」と青ざめると、キンタへの接近を中止。そりゃそうだ。一いつ般ぱん人どころか、俺でさえ近づきたくない。

　サリュの追い払いに成功したキンタは、俺のいるロッカーへ振り向きサムズアップ。そりゃもう清すが々すがしい笑顔で。気持ち悪いわぁ。

　ふむ……。今のサリュには理由があろうとも、同年代に話しかけるのは難しいらしい。

　話しかけるのを諦あきらめたサリュは、俺が帰ってくるのを待つかのように俺の席に座ってしまったから。

　仕方ない。少し難易度を下げるしかなさそうだ。

　ここでお助け人が登場。

「どったのー？」

　ポッキー１パックであらかじめ買収しておいたギャル系女子、吉澤さんがサリュに話しかける。話しかけれないことも考こう慮りよして、話しかけられるパターンを用意しておいたのだ。

「……ひっ！」

　不意に話しかけられたからか、はたまたギャルだからか。サリュが硬こう直ちよくしてしまう。

　それでも吉澤さんは「？」と、サリュが話してくれるまで待ってくれている。

　今のサリュとしてはスルーして欲しいだけに、その優やさしさは地じ獄ごくらしい。

　ついには、

「ううっ……！」

　サリュの短い舌がチラリ。歯を食いしばり始める。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　何で!?

　一刻の猶ゆう予よもないとロッカーから飛び出してしまう。

「わぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！　死ぬなサリュ！　俺はここにいるからぁ！」




　　　　※　※　※




　部室の窓辺にて。夕日が沈しずみ込んでいく様をぼんやりと眺ながめ続ける。

　俺はこの素す晴ばらしき太陽を、これからも拝むことができるのだろうか……？

　太陽が完全に姿を隠かくしてしまい、いつもどおりニコ生で雑談するミラノモードのサリュへと視線を戻す。

　今は楽しそうに会話してるのになぁ……。

　あの後、サリュの自害は阻そ止しできたものの、後ろからやって来た桜に「太郎の努力、十分伝わったわ」と言われる始末。

　何だよチクショウ。これだけ努力してるんだから、時給くらい戻すように母さんに言ってくれてもいいじゃないか。

　！　……いや、逆に言ってくれてるんじゃないか？

　俺の努力が伝わったからこそ、桜はあんな発言をしたんじゃね？

　間違いない！　だってアイツ、ツンデレだし！　こっそりパンツ穿はいてくれてるし！

　幼おさな馴な染じみの憎にくい演出に気づいた直後、手に握にぎっていたスマホに着信が入る。

　母さんからだ。

　ほら！　桜の奴やつ、直すぐに報告してくれたんだ！

「もしもし!?」

『アンタ、時給20円ね』

　チックショ───！　マジで覚えとけあの野や郎ろう！

　っていうか20円!?　自じ販はん機き漁あさるほうがワンチャンあるじゃねーか！

「ここ日本だぞ！　労働基準監督署に訴うつたえてやる！」

『別にいいけど、お父さんの店潰つぶれるわよ？』

「……おかしいよ、こんな世の中」

『おかしいのはアンタの頭よ。サリュちゃん、学校の子と全く会話できないらしいわね』

「そ、それは……。はい……おっしゃるとおりです、はい……」

『何のためにアンタは生きてるのかしらね』

　おかしいな。メンタリストって人の心をえぐる人のことだっけ？

　もはや半泣き。

「俺だって頑張ってはいるさ！　ただ成果に結びついてないだけなんですよぉ！」

『泣き落としというのは可愛かわいい子がするから効果があるの。お父さんに似て残念だったわね』

「じゃあ母さんに似てても結果は変わんねー、『太郎？』」

「は、はひっ……！」

　しくった……。余計なこと言うんじゃなかった……。

　初めてだ。電話越ごしでも殺気立ってるのが分かってしまうのは。

　自分の顔面をディスられたからなのか、それとも俺の体ていたらくに苛いら立だっているのか。

　答えは両方だろうな……。

『このまま約束の期日まで過ごしてみなさい。来月から自由になれるから』

「そ、その自由って、退学ってことですか……？」

『家からも出て行ってもらうわ』

「イヤアアアア───！」

　自由化って電力みたいに明るい未来のためにあるものじゃないの？

　太郎自由化は漆しつ黒こくな未来しかないのかよ……。

「ひとつ聞いていいですか……？　俺は本当に貴方あなたの子供なのでしょうか……？」

『間違いないわよ。それに、私の子だからこそ、どんな高い壁かべも越えられると信じてるわ』

　俺は多分、親父おやじ似だと思うんだけどなぁ……。

『いいわね？　死に物狂ぐるいで考えながら行動しなさい』

「あい……」

　通話が途と絶だえ、意識も途絶えそうになる。

「本格的にヤバい……」

　残り２週間とちょっとでサリュの恥はずかしがり屋を克こく服ふくしなければ、俺の学園生活が終わってしまう……。

　今日のチェックテストの結果からして、今までどおりにニコ生や接客業を続けていても到とう底てい期限までに間に合わないだろう。

　だとすればトレーニングの負荷を更さらに上げるしかない。

　うなだれながらも考えること数分。

　１つ名案が脳内を駆かけ巡めぐり、サリュの経験値を最大限に上げるとっておきの秘策を思いつく。これはトレーニングというよりも、実じつ践せん訓練という表現のほうが適切かもしれない。

　正直気は進まないものの、手段を選んでいる場合でもない。

「よし。セルと戦わせよう……」




　　　　※　※　※




　日曜日の昼過ぎ。すなわち、秘策の決行日。

　実家のラーメン屋でサリュにはいつもどおり、恥ずかしがり屋な性格を克服すべく働いてもらっている。

　チャイナドレスがすっかり板につき、現在は数少ない客であるキンタに接客中。

「サリュちゃん。このワンタン麺めんのスープは、トロミが有るタイプなん？」

「通常のスープはトロミ無しです。でもでも、パパ様にお願いすれば有りにできるですっ！」

「ほうほう。そんじゃあ、ワンタン麺トロミ付きと、餃子ぎようざ、半チャンでお願い」

「キンタさん、それなら日ひ替がわりの方がいいかもです。今日はワンタン麺にチャーハン、餃子とスープが付いて同じ値段ですよ？」

「お、そうなん？　じゃあそれで」

「はいですっ♪」

　笑顔を振ふりまくサリュは、小走りで厨ちゆう房ぼうカウンターの俺と親父にオーダーを通す。

「注文入ったですっ！　日替わり定食、タン麺はトロミ有りです！」

「「あいよー！」」

　カウンターでうんうん、と頷うなずくキンタは俺に話しかけてくる。

「ホンマ、サリュちゃんの成長っぷりには感心するわぁ。立派立派。心配して損したわ」

「そうだろ、そうだろ。顔見知りの客には声も張れるようになったし、メニューもしっかり覚えてくれてマジで役に立ってるよ」

「えへへ～♪」とハニカミながらも、テキパキ働くサリュは大したものだ。常連さんの名前も覚えているし、要領がいいよね。

　残りの問題は人見知りをどう直していくか。

「サリュ」

「？　なんですかぁ？」

「今日は頑張ろうな」

　何のことだか分からないサリュは「はい？」と首を傾かしげる。

　俺はスマホからあらかじめ作っておいた文章をある人物のＬＩＮ○に送信。

　５分後。店の出入り口ではなく、厨房の勝手口が勢いよくオープン。勢いそのままに俺の首へとラリアットがめり込む。

「誰だれがセルよぉ！」

「ぐばぁ！」

　厨房を転げ回る俺が見上げる先。くびれたウエストに両手を当てた桜出現。

　ショーパンにバンドＴという、無防備ないつもどおりの格好。露ろ出しゆつ度どは高く、胸の膨ふくらみが文字を３Ｄ化させてエロいっちゃエロいけど、コンビニルックとも取れるよね。

　暴行事件の一部始終を見ていたサリュが断だん末まつ魔まの叫さけび。

「ひゃあああああ！　２番目がカチ込んできたですぅぅぅぅ！」

「セルでもなければ２番目でもないわよ！　桜よ！」

　立ち上がることは俺に許されず、桜がスマホを見せつけてくる。サリュはといえば腰こしを抜ぬかしながらテーブル下に隠れている。キンタも一いつ緒しよに。

「私に喧けん嘩か売ってるよね？」

　画面を頰ほおに押し付けられる。超ちよう痛い。




　件名：セルゲームのお知らせ

　用件：オラの悟飯がセル、てめぇを倒たおす準備は整った。早く会場（オラん家ち）に来い。オラ、ワクワクすっぞ。




　とまぁ、セルゲーム開かい催さいのメッセージをセルである桜に送ったわけだが。

「ねぇ、どういうこと？　ねぇ？」

　桜の威い圧あつに負けた俺は、ヘコヘコしながら弁明してしまう。もはやヤムチャだよね。

「あ、あのですね……。恥ずかしがり屋のサリュも、ニコ生で毎日のように雑談やゲーム実じつ況きようなんかしたり、店で修行してから数日経たちましてですね……。ある程度、人にも慣れて超スーパーサイヤ人にはなれましたので、セルさ──、桜様と１戦交えれば、超スーパーサイヤ人２になれるのではないかと思った所存でありまして、ハイ……」

　桜は少し考えて、内容を察してくれたらしい。

「ふぅん……。要するに私を利用して、良からぬことを考えてるってことでしょ？　それで何？　私に前まえ髪がみお化けと戦えってこと？」

　桜が指を鳴らしただけで、サリュが隠れるテーブルがポルターガイストばりに震ふるえ始める。俺もブルってるけどな！

「しょ、勝負と言っても今日１日、一緒に働いてもらうだけで十分なので、お願いしてもよろしいでしょうか……？」

『今日』という言葉に、桜は唇くちびるに指を押し当てながら表情を曇くもらせてしまう。

「今日ねぇ……。今から私ん家で王華とミーティングする予定なんだけど」

「いいじゃない」

　勝手口から新たに現れるのは朝霧さん。どうやら既すでに桜宅にいたらしい。

「私は構わないわよ？　ミーティングなら夜にスカイプででもすればいいし」

　さすがは朝霧さん！　話が分かる！

「王華がそれでいいなら、勝負を受けても──、……っていうか、アンタが面おも白しろそうだから引き受けるだけでしょ？」

「あら、バレた？」

　桜は朝霧さんをジト目で睨にらむが、朝霧さんは余よ裕ゆう有りげ。クス……、と口角を上げ、微笑ほほえみ続けるのみ。

「いいわ、太郎。久々に働いてあげる。前髪お化けとはいずれ決着付けなきゃと思ってたしね。オジさん、時給弾はずんでよねー」

「おうよ！　桜ちゃんが働いてくれたら大助かりでぃ！」

　調理場にいる親父の威い勢せいの良いい返事。その調子で俺の時給も戻もどしてくれよチクショウ。

　親父のテンションが上がるのも仕方ない。

　最近はリハーサルで忙いそがしいようだが、桜はよくウチの店を手伝ってくれる看板娘むすめなのだ。万人受けする馴な染じみやすい性格とあって桜の固定客は多く、サラリーマン客、家族客やレインダンスのファンやら、桜が店を手伝っていると聞いただけで押し寄せるほどに。

　でもね、桜の時代は今日で終わるんですよ。時代はコッテリとんこつラーメンよりもアッサリ塩ラーメンなんですよ。

　ヒヒヒ……！　勝負を引き受けたことを後こう悔かいさせてやる！

「タロ様ぁ……。どういうことですかぁ？」

　セルゲームを開催するための残りのキーパーソン、サリュが地を這はいながらも厨房にまでやって来る。

「サ、サリュに死ねって言ってるんですかぁ？」

　安定のビビりっぷり。だが、ここで甘やかすわけにはいかない。

　俺のためでもあるが、何よりもサリュのためにこの決戦は用意したのだから。

　サリュを起こしてあげ、小さく華きや奢しやな両りよう肩かたを摑つかむ。

「いいかサリュ。今日を乗のり越えることができれば、間ま違ちがいなくお前は超スーパーサイヤ人２になれるんだ。俺を信じて今日を乗り切るんだ」

「す、すーぱーさいやじん２は凄すごいのですかぁ？」

「ああ。めちゃんこ凄い」

「……どうしてもサリュはならないとダメですかぁ？」

「う～ん。どうしてもってわけではない。けどな。今後、サリュが生きていく上で必ず役に立つ。それだけは約束する」

「……サリュがすーぱーさいやじん２になれたら、タロ様は嬉うれしいですか？」

「ああ。死ぬほど嬉しい」

　半泣きだったサリュは、小さく何やら自分に言い聞かせている。

　そして、意を決したらしく、

「が、頑がん張ばるですっ！　タロ様を死なせてみせるです！」

　……俺を殺すってことではないよね？

「よく言った！　それでこそ我われらがミラノたそだ！」

　サリュの髪かみをワシャワシャと撫なでれば、さっきまで泣きそうだった表情を、嬉しそうにトロけさせてサリュは喜ぶ。可愛い奴やつだ。捨すて猫ねこだったら親の反対を押し切って飼うレベルだよね。

　そんな俺の首筋にトロミがかった液体がヒット。

「ほあっちゃああああ！　あんかけをかけるな桜ぁ！」

　俺らのやり取りを殺意の表情で睨んでいる。

「今日の勝負、絶っ対！　負けないから！」

　桜にだけは強く出るサリュも黙だまってはいない。

「サ、サリュだって２番目にだけは負けたくないですよう！　タロ様を喜ばせられるのはサリュだけですっ！」

「あ！　またそうやって太郎にくっつく！」

　誤解されそうなワードを放ちながらコアラばりに俺へとへばりつくサリュに対し、こびり付いた頑がん固こ汚よごれのようなサリュを引き剝はがそうとする桜。

「いい加減離はなれなさいよ[image: ～][image: ～][image: ～]……！」

「やぁなの[image: ～][image: ～][image: ～]……っ！」

　そして、幼おさな馴な染じみたちに挟はさまれる役得な俺。

　サリュの初春を彷ほう彿ふつさせる甘い香かおりと、桜の清せい涼りよう感かん溢あふれる柑かん橘きつ系の香りが混ざり合い、特上の香りが精製されているのは言うまでもない。

　引っ張られる腕うでが痛いし、耳がうるせーけども。

　修しゆ羅ら場ばに対し、キンタはラーメンをすすりながらも吞のん気きに、

「そんだけ太郎に抱だきつきたかったら、八重樫もサリュちゃんみたいに抱きつけばええやん。ほんま、ツンデレは面めん倒どうく──、あっつぅぅぅ！　メガネにあんかけぇぇぇ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　サリュとのひと悶もん着ちやくから一変。キンタに豪ごう快かいにもあんかけをかけた桜は、フンッ、と鼻を鳴らすと、ロッカーからエプロンを取り出し、手て馴なれた手つきで結び終える。前から見れば丈たけが短いショートパンツなだけに裸はだかエプロンみたいで微びエロだよね。

　バチバチと火花を散らす２人。

「絶対に負けない……！」

「望むところですぅ……！」

　２人を眺ながめていた朝霧さんの長いまつ毛が少しだけ動く。すると、何か名案を思い浮うかんだかのように両手を合わせながら、

「こういうのはどうかしら？　勝った方が１つだけ願いを叶かなえられるっていうのは」

　桜は首を傾げ、

「それは敗者が勝者のってこと？」

「残念、不正解」

　回答する朝霧さんが俺へと視線を変える。

「え……あ、え？」

　１歩、また１歩と、朝霧さんは俺へと接近。

　普ふ段だんそこまで関かかわらない異性、さらには美少女なだけにドキドキはすさまじい。

　それを悟さとっているかのように朝霧さんは、俺の胸へ人差し指をゆっくりと突つき立てる。

「勝った方が桃山君に１つだけ願いを叶えてもらうの」

「……え？」

　どういうこと？

　サリュがハイハイ！　と一いつ生しよう懸けん命めいに手を挙げているので発言を許可。

「もしサリュが勝ったらタロ様のお嫁よめさんにしてもら──、「却きやつ下か」」

「じゃ、じゃあ、死んだときは一緒のお墓に入──「却下」」

「毎朝お味み噌そ汁しるを作──「却下！　全部同じ意味じゃねーか！」」

「ひ～ん！」

　朝霧さんが冗じよう談だんめかすかのように肩かたを落とす。

「桜も残念だったわね」

「『も』って何よ!?　け、結けつ婚こんなんて頼たのむわけないじゃん！」

「でも、こういうのはＯＫだと思うわよ」

　慌あわてふためく桜の耳元で朝霧さんが何かを囁ささやく。今、このワンシーンを写真に収めることができれば、１枚１０００円くらいでファンクラブに売れそうだ。

　そんな素す晴ばらしいことを考えていたが、百合ゆり百合タイムは終しゆう了りようしてしまう。

　いつのまにかショート寸前にまで顔を真っ赤にする桜が、何やらゴニョゴニョ言っとる。

「！　[image: ～][image: ～][image: ～]っ。……が、頑張る……」

　俺は一体、どんな辱はずかしめを受けるのだろうか……。

　っていうか、俺が勝者の賞品になる拒きよ否ひ権は無いんですね。

　両目を押さえたキンタが近づいてくる。

「太郎……、眼科と皮ひ膚ふ科か、メガネ屋行ってきていい……？」

「よくない。お前は手て筈はずどおり学校に行ってくれ」

「……しゃあないか。そんじゃあ、ちょっくら学校行ってくるわ」

「頼んだぞ。俺の学園生活が懸かかってるんだからな」

　トボトボ歩くキンタを見送りながら、店前に立て看板を設置。

　その内容は、『ミラノＶＳ桜　看板娘決定戦！　本日19時～20時開催』。




　　　　※　※　※




　セルゲームの趣しゆ旨しは、サリュに自信をつけさせること。

　敵対視している桜よりも自分の方が優すぐれていると実感できれば、人前でも堂々と振ふる舞まえるような強きよう[image: 靭]じんなメンタルを、サリュは搭とう載さいすることができるというわけだ。

　要するに今日１日、桜よりもお客さんにチヤホヤされ、「あれ？　桜よりも可愛かわいい子いるじゃん。看板娘コッチじゃね？」からの、「わーい、サリュの方が人気あるですぅ。セルなんて大したことなかったですぅ。２番目チョロイですぅー」って感じ。

　サリュ１人では勝てないかもしれないが、そこは俺がカバーする。親子かめはめ波で桜の野や郎ろうを滅ほろぼしてやろうではないか。

　夕暮れ時。

「ひーん！　コーラ２つと餃子ぎようざ定食、醬しよう油ゆラーメンにんにく増し増しバリカタ、半チャンお願いですぅ～！」

「「あいよ！」」

「塩ラーメンねぎ抜ぬき、回ほい鍋こー肉ろー。餃子２人前、おねがーい！」

「「あいよ！」」

　ミラノモードのサリュと、裸エプロンテイストの桜がてんやわんや。

　現在、部活帰りの男子共で店内はごった返している。近年稀まれに見る大だい繁はん盛じようである。

　中ちゆう華か鍋なべを振るいながらも、帰ってきたキンタに感謝してしまう。

「完かん璧ぺきだキンタ！　あとはミラノが勝つ瞬しゆん間かんを拝むだけだ！」

「せやな！　あんかけバラ撒まく女が俺らのミラノたそに勝てるわけあらへん！」

「「ＨＡＨＡＨＡＨＡ！」」

　キンタにした依い頼らいは至し極ごくシンプル。俺ん家ちのラーメン屋で本日、ミラノと桜が働くという情報を、部活に励はげんでいる男子に流すことだけ。

　さらには立て看板効果も相乗し、店内は予想通りの展開になっていた。

　どこの席もサリュと桜、どっちが可愛いかで揉もめているのだ。

　水泳部の議論に聞き耳立てる。

「桜ちゃんの勝気なネコ目がいいんじゃねーか」

「ミラノちゃんのオッドアイのがいいね。カラコンか天然か関係なしにあの破は壊かい力はヤベーって。一生懸命にキョロキョロ自分の仕事探してるところも可愛いんだろが。何にも分かってねーなぁお前は」

「いやいや。桜ちゃんは誰だれにでもフラット故ゆえに俺たちの目を見て接客してくれるぜ？　やっぱり桜ちゃんに１票だね。お前の目、腐くさってんじゃねーの？」

「あぁ!?　表出ろやぁ！」

「望むところだコノ野郎！」

　こんな感じの熱論と喧けん嘩かがどの席でも行われている。ホント男子って馬ば鹿かだよねー。

　今現在、『密着！　レインダンス24時』でのライブ配信も店内では行われており、店のテレビをデスクトップ代わりに、ミラノと桜のどっちが可愛いかのコメント戦争もヒートアップ中。

　ニコ生でのアンケート質問、『どっちが看板娘むすめに相応ふさわしい？』の結果がセルゲームの勝者を決める重要な数字であり、前半戦の30分が終了した現在、ミラノ派71％に対し、桜派29％。

　予想外に桜が粘ねばりやがる。９対１くらいを予想していたのだが、固有のファンと裸エプロンルックが好評のようである。

　しかしながら、所しよ詮せんはルックスタイル。サリュのガチチャイナドレスに勝てるわけがなく、過半数の票を獲かく得とくするまでは至らないだろう。美少女のチャイナドレスなんて、付き合ってる彼女にさえ着てもらえるか分からない代しろ物ものなのだから。

　ふむ。野球部の連中が桜派に傾かたむいてるな。

　よし、ここいらで一気に畳たたみ掛けてやろう。

「いらっしゃい、いらっしゃい。機種変するなら今だよー。パンツくれない桜なんかよりもオッドアイ＆ハーフッ娘このミラノちゃんのが可愛いよぉ───店長ぉぉぉぉ！　桜が中ちゆう華か包丁握にぎり締しめようとしてるぅぅぅ！」

　厨ちゆう房ぼうで桜から逃にげ回っているとき、野球部がサリュのスリットをガン見。どうやら皆みんなの考えをまとめると、「この子はパンツくれんの？」だろう。

　視線に気づいたサリュは、ミニスカを一いつ生しよう懸けん命めい伸のばそうとしながら言うのだ。

「ミ、ミラノも知らない男性におパンツはあげないですよぉ……」

「ミラノちゃん１丁───！」「ミラノたん１丁───！」「ミラノたそお持ち帰り───！」

　よし！　野球部の心を鷲わし摑づかんだぞ！　このエロ坊ぼう主ずどもめ！

　イエス！　ムッツリ視し聴ちよう者どもも一気にサリュに傾いた！　桜12％に対し、ミラノ88％だ！

　中華包丁を振り下ろそうとする桜に腰こしを抜かしながらも俺は吠ほえる。

「殺すなら殺せぇ！　その瞬間、お前の支持票は更さらにミラノに傾くぞぉ！」

　指と指の隙すき間まに包丁が突き刺ささる。

「ひぃぃぃぃぃ！　冗談ですぅぅぅ！　言いすぎましたぁ！」

「絶対、負けたくない……！」

　桜も負けず嫌ぎらいなだけにこの状態は嫌いやらしい。両こぶしを握り締め、口を尖とがらせて「うう～」と唸うなっている。

　そして、叫さけぶ。

「いいわよ！　ちょっと待ってなさいよ！」

「へ？」

　声を張り上げた桜が、店内から飛び出していく。

　待ってなさい？　ということは戻もどってくるの？

　何を企たくらんでるか分からない。が、何かを企んでいるのなら完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶすまで。

　桜がいない今、カメラを独り占じめできる絶好のアピールタイム。

　トドメを刺すべく、せっせとデザートを運んでいるサリュに厨房から指示を出す。

「よしミラノ！　この前の雑談放送で披ひ露ろうした『あの技』を客や視聴者に見せつけてやれ！」

「あ、あの技って……、で、でもでも、さくらんぼが無いですよ？　あ……！」

　サリュは運んでいたデザートの杏あん仁にん豆どう腐ふにさくらんぼが入っていることに気づく。

　さすがはサリュ。俺が目配せすれば、何が言いたいのかを理解してくれる。

　そして、杏仁豆腐の注文主である男子生徒に、

「あ、あのぅ……、貴方あなたのさくらんぼ、……貰もらってもいいですか？」

　ＯＨ……エロっぽい発言リターン……。

　注文主が「は、はい……」と皿を差し出せば、サリュは頭を１つ下げながらさくらんぼを摘つまむ。

　そのままにサリュは、やって来たカメラマン、キンタの前でさくらんぼを咥くわえると、頭を小さく動かしたり、口の中をモニョモニョすること十数秒。

「は、はいですっ」

　サリュのちろり、と出した短い舌からは結ばれた茎くき。昔からのサリュの特技、さくらんぼの茎結びである。

　俺やキンタが茎結びをできたところで舌打ちされて終わりだが、そこは美少女ＪＫ。

　おまけに恥はずかしがりながらの、

「ミ、ミラノ……、舌が短いから舌使いは上手うまいんです……」

　この天然エロ発言である。

　客である男子生徒のボルテージが上じよう昇しよう。杏仁豆腐をこれでもかと注文し始め、サリュにさくらんぼを献けん上じようし始める。

「そ、そんなに、皆さんのさくらんぼ食べれないですよぅ」

　さらなる天然エロ発言に視聴者もコメントをラッシュ。

『ありがとうございます！　ありがとうございます！』『俺のさくらんぼも食べてぇ───！』『僕の童ｔ、』『もう１回！』

　ミラノ92％、桜８％！

「フハハハハハハ！　桜を消費税にしてやったわ！　この勝負もらった！」

「ま、待たしたわね……」

「!?」

　勝利を確信しバカ笑いしていると、勝手口から出て行ったはずの桜が戻ってくる。

　完全体となって。

「何……だと……？」

　俺の目の前に現れたのは、チアリーダー姿の桜。

　その姿には見覚えがある。去年の文化祭でレインダンスが使用した伝説のライブ衣装だ。

　顔を真っ赤にしながら俯うつむく桜。

「う～……。こういう女子っぽい格好、私苦手なんだけど……」

　セパレートタイプのノースリーブとミニ丈たけスカートは恐おそろしいほどジャストフィット。

　それだけでも殺傷能力が満まん載さいなのだが、問題はエプロン。衣装変へん更こうに合わせ、先ほどの胸当てエプロンから前まえ掛かけエプロンへ変更し、桜最大の強みであるキュ、としたウエストがより強調されているのだ。

　何という負けん気だ……。俺はコイツを本気にさせてしまったのか……？

　どこかのヘッポコプリンスのようなことをしてしまったのか？

　極きわめつけだった。俺がガン見しているのを馬鹿にしていると思ったのだろう。

「な、何よ……。笑いなさいよ、太郎……」

　がはぁ！　やっぱりコイツはセルだったんだ……！

　ヤバイ。ヤバイよ、ヤバイよぉ！　幼おさな馴な染じみの俺が出で川がわになるってことは、むっつりスケベ軍団は……。

　サリュのエロ発言に沸わいていた客たちは、完全体の桜を見て静まり返っており、

「ツ、ツンデレだ……」「八重樫桜の伝説コス……」「また拝める日が来るなんて……」

　嵐あらしの前の静けさが徐じよ々じよに騒さわがしくなっていく。

　ついには、完全な嵐がやってきてしまう。

「「「「「桜ちゃん、いっちょーう！」」」」」

　咄とつ嗟さにカウンターから身を乗り出し、テレビ画面を確かく認にん。

　はうっ！　ミラノ42％、桜58％!?　形勢逆転されとる！

　カメラマンであるキンタが大きくも頷うなずいている。

「さっきまで普ふ通つうの格好やった女子が、恥ずかしがりながらのお色直し……！　しかも八重樫がツンデレキャラやと客も視聴者も承知しとるから威い力りよく絶大や！」

「解説キャラかお前は！　というよりもキンタ！　至急、ニューコスチュームの準備を！　白スク水とかないのか!?」

「アカン……。あの衣装には絶対勝てへん……」

「な、なんでだよ！」

「アレ、俺が本気で作った衣装やし……」

　本日の戦犯は間ま違ちがいなくキンタで決まりだな……。

「この勝負が終わったら、俺、キンタをこの店で出禁にするんだ……」

「俺の死亡フラグ!?」

　あんなエロ可愛かわいい衣装を投入されるのは全くの予想外だ……！

「桜はあの衣装を捨てるって言っていたのに、やっぱり保管していたみたいね」

　カウンター席にて観戦している朝霧さんは１人納なつ得とく。

「捨てるなら私たちみたいに部室に放置すればよかったのに、おかしいと思ったのよ」

　桜の奴やつはケチなのか？　パンツやら衣装やら大事に保管しやがって。

　！　桜の数字がまた上がった!?　し、しまった！　朝霧さんの解説が音声に入ってしまった！

　キンタに朝霧さんから離はなれろとジェスチャーするが、手を止めてしまう。キンタが泣いていたから。

　あ……、桜以外のメンバーが衣装を放置したことを知って……。

　仕方ないさ。無理矢理に着せたの俺たちだし。袖そでを嚙かんでむせび泣くなよ……。

　桜は桜で秘密がバレて恥ずかしいらしい。

「よ、余計なこと言うなぁ！」

　朝霧さんはクス……、と笑えみを浮うかべるのみ。

「あら？　桃山君がミラノちゃんのサポートをするから、私も桜をと思ったのだけれど」

　チクショウ。コスプレされてただでさえ逆風を受けているのに、サポーターが強力過ぎる。思わぬ伏ふく兵へいが現れたな……。

「レインダンスコロス」

「キ、キンタ？」

　どうやら悲しみを怒いかりへ変へん換かんしたようだ……。

　キンタが吠える。

「この勝負は言わばオルタナティ部とレインダンスの戦争や！　絶対に負けることは許されへんぞ太郎！」

「お、おう……」

「というわけや。代われ」

「へ？」

「俺がキッチンで働いたるから、お前はカメラマンしながらサリュちゃんのセコンドや」

「い、いや。さすがのお前でもいきなり厨房デビューは──、「じゃかましいわ！　ラーメンでも麻まー婆ぼー豆どう腐ふでも原料あったら何でも作れるわい！　俺の女子力とクック○ッド舐なめんなや！」」

　ヤケになってるなコイツ……。もはや女子力の問題じゃねーし……。

「厨房は俺に任せて自分のやれることをやらんかい！」

　全然格好良くないけど、確かにやるしかない。

　このまま負けてしまえば、桜に何を頼たのまれるのか分かったものじゃないし。

　何よりも、このままではサリュに自信をつけさせるどころか奪うばうことになってしまう。

　エプロンをキンタに託たくし、気持ちを引き締めるべく首に巻いていたタオルを頭に巻きつける。

　気分は丹たん下げ段だん○。

　衣装で差を詰つめることができないとなれば、サービスで戦うしかない。

「ミラノ！　今から頼まれた料理には美味おいしくなれの呪じゆ文もんを掛かけるんだ！」

「呪文、ですかぁ？　りょ、了りよう解かいですっ」

　サリュは１つ頷くと料理を運び、お客さんの前に「お待たせしましたぁ」と配はい膳ぜんし、

「え、えっと……、メ、メガンテですぅ！」

　ラーメンを食べていた大多数の客がむせる。

「どアホ！　美味しくな～れとかでいいんだよ！」

「そ、そうなのですかっ!?」

　ゲーム実じつ況きようでドラ○エさせるんじゃなかった……。というか、どれだけアイツは自害が好きなんだろうか。

　しかしながら、反はん響きようはデカい。

『ミラノたその天然いただきました！』『まさにメシウマｗ』『俺も爆ばく発はつさせて』

　イエス！　ミラノ52％、桜48％！

　テレビ画面を見ていたもう１人のセコンド、朝霧さんもサポート開始。

「やるわね。ほら、桜もサービスしないとミラノちゃんに負けるわよ？」

「わ、分かってるわよ！」

　スゲェ……。あのセコンド、指示を出すんじゃなくてムチで叩たたくだけだ……。

　桜もやけくそ。ウォーターピッチャーを手に、お客さんのカラになったグラスに水を注ぎながらも、

「お、美味しくな～れ……」

『ツンデレ桜ちゃんのデレ入りましたぁ！』『もはや普通の水やない、エリクサーや』『頼むからウチの浄じよう水すい器きでもやってくれ』

　くっ……！　ミラノ46％、桜54％！

「ミラノ！　必殺のふーふーサービスだ！　お冷じゃなくて料理にしろバカタレ！」

「桜。足を止めたら負けよ？　プライドは捨てるのよ」

　ミラノ53％、桜47％

　ミラノ45％、桜55％

　ミラノ52％、桜48％

　まさにデッドヒート。

　どっちに転がるか分からないだけに手に汗あせ握にぎり、心臓は高鳴り続けてしまう。

　にも拘かかわらず、朝霧さんに焦あせりの色は全く見えない。それどころか、今も涼すずしく俺お手製のマンゴープリンを食べているではないか。

　それもそのはず。

「す、数字が……」

　ミラノ39％、桜61％

　徐々に投票数が桜へと傾かたむき始めてしまう。

「そうよね。接客で勝てないから、衣装で勝負しようとしていたのだから」

「く……！」

　朝霧さんの言うとおりだ。対等な条件ならば不利だと思った上でのチャイナドレスだった。そのチャイナドレスを超こえるチア衣装に身を包み、コミュ力も優すぐれているとなると地力の差が出てしまうのも無理はない。

　中ちゆう華か鍋なべを振ふるうキンタが吠ほえる。

「負けるかボケェ───！　ミラノちゃん！　もうすぐオムライスできるから、ケチャップお絵かきして客にあ～んしてあげるんやぁ！」

「中華料理屋でお前は何作ってるの!?　というか時間がないんだよ！」

　残り時間は５分を切っている。

　他ほかに何かないか？　この短時間でも実行できて差を引っくり返せる行動は？

　ダメだ……。短時間で思いつかない……！

　万ばん策さく尽つき、思わずサリュを目で追ってしまう。

　今、サリュはどうしているのだろうか？

　あれだけ対たい抗こう意識を燃やしていたのだから、きっと悔くやしがっているだろう。それどころか泣いているかもしれない。

「！　サリュ……」

　驚おどろいた。サリュの表情には負の感情が一いつ切さい無かったから。それどころか、客に話しかけられ、ぎこちない笑顔で一いつ生しよう懸けん命めいに接客をし続けていた。

　まだ勝負を諦あきらめていないというよりも、目の前のことを一生懸命こなしている印象を受けてしまう。

　その姿は俺が見たかった姿そのもの。ミラノモードという仮の姿だからこそ、見ることができるサリュの笑顔がそこにはあった。

　チクショウ。こんなにサリュが頑がん張ばっているのに何か手はないのか？

　打開策を考えていると、新たなお客さんが来店してくる。

「いらっしゃいま──、……えーと、……ウェ、ウェルカム……？」

　桜の接客する男性。漢字Ｔシャツを着こなし、どこからどう見ても外国の人。スーツケースも持ってるし、海外旅行客だろうか？

「Wao! Cosplay ragazza!　（コスプレ少女）！」

「オ、オーイエー……。アイラブニューヨーク……」

　さすがの桜も畏い縮しゆく度ＭＡＸ。というか何言ってんだアイツ……。

　空いている席に外国人を案内した桜は、引きつった笑顔で注文を聞いているらしいが、しばらくすると足早に俺の元までやって来る。

「ちょ、ちょっと太郎！　あの人が何を頼みたいのかが分からない！　助けて！」

「ええー……。海外デビューも視野に入れてるなら頑張れよ……」

「知ってるでしょ!?　私が英語苦手なこと！」

　そういえば今回のテストも平均以下だったもんなぁ。かくいう俺も平均ジャストだけども。

　結論、五十歩百歩。

「お前なら大だい丈じよう夫ぶだ！　音楽の力は言語の壁かべも取り除ける！」

「音楽の力で注文聞けるわけないじゃん！」

　ですよねー。

「仕方ないなぁ……、俺が根こん性じようで何とか──、ミ、ミラノ……？」

「Hai deciso se ordinare cosa sei?　（ご、ご注文はいかがなさいますかぁ？）」

「Oh! Può parlare italiano?　（君はイタリア語を喋しやべれるの？）」

「Sì. Ho vissuto in Italia fino a poco tempo.（はいです。私はついこの前までイタリアに住んでいましたから）」

　俺や桜はもちろんのこと、店内の人間は静まり返ってしまう。ニコ生なんてコメントまで流れなくなってしまい、殆ほとんど放送事故。

　カウンターまでやって来たサリュは何事もなかったかのように、

「味み噌そラーメンねぎだく、ご飯大盛り入りましたぁ。あとお箸はしじゃなくてフォークの準備もお願いですっ。？　どうしたんですかぁ？」

「お、お前、ほんやくコンニャク食べた？」

「？　食べてないですよ？」

「じゃあ何であんなに英語ペラペラ喋れんだよ……？」

　俺が何なに故ゆえ不思議がっているかようやく理解したらしく、サリュは「ああー」と呟つぶやく。

「さっきのは英語じゃなくてイタリア語です。ミラノも一応は帰国子女ですからね」

　そ、そうか。今まで日本語しか喋ってこなかったから気づかなかったけど、ずっと向こうに住んでたんだもんな。

「久しぶりに使ったので緊きん張ちようしましたが、頑張りましたぁ」

　緊張からの緩かん和わ。俺に向けられている笑顔は実に眩まぶしく、可愛かわいらしい。

　思ってしまう。俺だけに向けられるのは勿もつ体たいなさすぎると。

　今日はサリュではなくミラノ。だったら……。

　思わずカメラをサリュへと向けてしまう。こんな愛らしい表情ができることを皆みんなに知ってもらいたかったから。

　刹せつ那な、店内とニコ生にて声せい援えんが湧わき上がる。

『ミラノたそ最強過ぎぃ！』『新属性追加とかズルすぎるｗｗｗ』『さすがですミラノ様！』

　テレビ画面のコメントに気づいたサリュも、トレーで顔を隠かくしながらも僅わずかに顔を出す。

　嬉うれし恥はずかしそうな姿は保護欲よくを搔かき立て、さらなる破は壊かい力を生み出してしまうのだが、お別れの時間が迫せまっているらしい。

　大量のコメントと一いつ緒しよに、『まもなく放送が終しゆう了りようします』の文字が流れてしまったのだ。

　すなわち、決着の瞬しゆん間かんを迎むかえてしまう。

　視し聴ちよう者たちにも結果が分かるように、延長放送を設定してから数秒後。

　テレビ画面に表示された数字を目に刻む。




　ミラノ62％、桜38％




　結果発表と同時。ミラノ派だった店内の人々は声、ニコ生内の人々はコメントで大だい歓かん声せいを上げる。

　俺、サリュ、キンタは呆ぼう然ぜんとしていたが、目や耳に入り込んでくる情報が脳へと達してしまえば、喜びが爆発してしまうのは当たり前。

「ミラノが勝った……？　勝ったぞぉ！」

「ミ、ミラノが勝ったんですか……？」

「せやでミラノちゃん！　しゃらああああ！　正義は勝つんじゃアホンダラァ！」

　俺とキンタはサリュを囲み、万ばん歳ざい三唱もとい美少女三唱。

「「美・少・女！　美・少・女！　美・少・女！」」

　カーニバル状態の俺らの背後に忍しのび寄る影かげ。桜と朝霧さんだ。

　桜は小言を言いにきたわけではないらしい。

「悔しいけど完敗だったわ」

　言葉通り悔しそうではあるのだが、それ以上に清すが々すがしくも感じているように見える。

　今日の勝負を称たたえるべく、桜はサリュへと手を伸のばす。

　しかし、

「か、完敗なんかじゃないですよぅ！」

「……え？」

　サリュの声量に、桜は思わず手を引っ込めてしまう。

「外国人さんが来なかったら、ミラノは負けていましたっ！　それに、その……」

　尻しり込ごむサリュが何を言いたいのかが分かってしまう。

　そりゃそうだ。ずっとカメラでサリュを追っていたのだから。

「ミラノ、桜のイメージを正直に言ってみろ」

「……タロ様の首を絞しめたり、ラリアットしたり、あんかけをかけたりする、おパンツが３万円のヤンキーさんですぅ……」

　桜の顔が引きつり、朝霧さんが口を押さえながら震ふるえる。

「まだあるだろ、１番伝えたいことが」

　手を両モモに置き、縮こまるサリュは桜を見ようとはせずに俯うつむいたまま。

　けれど、かしこまりながらに勇気を振り絞しぼるのだ。

「……あと、自分の言いたいことをハキハキ言える凄すごい方ですぅ……」

　サリュはゆっくりと顔を上げて桜を見つめる。

　俺は知っていた。サリュがちょくちょくと桜を観察していたことに。

　それは警けい戒かいだけではなく、興味や尊敬が微び量りようながらに混ざり始めていたのだ。

　今日１日一緒に働いて、ただの暴力女ではないことが分かったのだろう。

　あと１歩が踏ふみ込めないみたいだが確実に成長した。自分から歩み寄る勇気も友達作りには大事だということに気づいたのだから。

　サリュは桜と視線が合うと、未いまだに恥ずかしいのか咄とつ嗟さに俯いてしまう。

「とまぁ、ミラノは恥ずかしがり屋だけど、とっても可愛い奴やつだから仲良くしてやってくれよ。リアルでは俺ら野や郎ろうしか友達がいないから、女子の友達も必要なんだ」

　俺から発せられた『友達』というワードに更さらに顔を火ほ照てらせるサリュ。友達が不必要だと言っていた過去が噓うそのようだ。

「馬ば鹿かねぇ。そんな緊張するようなことでもないのに」

　桜は呆あきれるかのように大きくため息づくと、一変してサリュへと微笑ほほえむ。

「今度、２人でどっか遊びに行こっか」

「そ、そこまで踏み込まれるのは。ちょっと早いですう……」

「中々にめんどくさいわね……。まぁ、ゆっくりでいいから改めてよろしくね、ミラノちゃん」

「よ、よろしくです……。桜さん」

　今度こそと桜はサリュへ手を差し出し、サリュも恐おそる恐る桜の手にちょこんと触ふれる。

　それは今日の勝負を称え合うためではなく、友達としての握あく手しゆ。

　２人が手を取り合えば、ミラノ派、桜派も関係なく称しよう賛さんの拍はく手しゆを皆が送り続けてくれる。

　部活帰りの生徒、一いつ般ぱん客きやく、親父おやじ、イタリア人までも。

　もちろん、ニコ生のコメントも『８８８８８』と流れ続けている。

　血みどろの決戦で終わると予想していたセルゲームだが、誰だれもが感動と涙なみだのエンドロールを迎えてしまう。

　エンドロールの終わり。コメディ映画でありがちなオマケ映像のように奴はやって来た。

「いらっしゃ──、……」

　扉とびらを開けるのは、普ふ通つうのお客さんではない。

「飯を食べに寄ろうとしたら、……桃山、何だこの騒さわぎは？」

　ＯＨ……。招かれざる客、岩田先生……。

　岩田先生の禍まが々まがしい怒いかりのオーラにあてられ、大多数の客、すなわち部活帰りの男子たちは拍手を強制終了。

　もはや、お通夜ムード。

　一同が釣つりはいらねぇと千円札をテーブルに置いて席を立ち上がろうとするが、

「全員逃にがさんぞ？」

　青筋立てる岩田先生と、青ざめる生徒たち。いつのまにかいない朝霧さん。

　勝手口から逃げたな……。

「で、桃山。一体何をしていたんだ？」

「きょ、今日はその……俺の誕生パーティーでしてね……」

「外の立て看板見たぞ」

「……」

　恐こわい先生って、何でわざわざ生徒を泳がせるような行こう為いをしてくるんだろうか……。

　こうなれば何を言おうと意味はない。

「先生」

「何だ？」

「先生はミラノ派ですか？　桜派ですか？」

「バッカモ[image: ～][image: ～][image: ～]ン！」

　この後、めちゃくちゃ怒おこられた。




　　　　※　※　※




『教師に集団で説教されてみたｆｅａｔ．マイダディ』の放送を終えて数時間が経過。

　既すでに落ち着きを取り戻もどした店は凹へこんでる親父に任せ、出前の食器を回収すべく１人夜の町をチャリで駆かけ抜ぬけている最中である。

　サリュはハードな１日だったらしく、立ちながらも寝ねそうになっていたので早々に切り上げさせた。今いま頃ごろはベッドの中だろう。

　全すべての食器を回収した帰り道。真っ直すぐ帰りはせずに、駅前商店街へと足を運ぶ。

　お。いるみたいだな。

　22時を過ぎ、既に静まり返った商店街の内部から聞こえてくる、心地ここちよいギターの音色と魔ま王おうの雄お叫たけびを彷ほう彿ふつとさせる歌声。

　無色透とう明めいな水にヘドロを混ぜても浄じよう化かされないのと道理は同じ。いくら綺き麗れいな音色だろうと、下手っぴな歌声が美しく変わることは有り得ないのだ。

　化物が出ると言われる故ゆえに、この時間帯は誰も商店街に寄り付かない。

　しかし、勇者である俺は力強くペダルをこぎ続ける。

　魔王を倒たおすべく。というわけでなく、感謝を告げるために。

　商店街の中心部へ到とう着ちやくすると、魔王である演奏主を発見。アコースティックギターを抱かかえてソロ練習している桜だ。

　俺の存在に気づいた桜は演奏を止める。

「あ、太郎」

「相変わらず音おん痴ちだよな……。同情するくらいに」

「う、うっさい！　自覚あるから、ここで練習してんじゃん！」

　桜宅の防音室でも夜は響ひびくしね。

　同情の眼まな差ざしを送りつつも自転車から降り、買っておいた缶かんジュース、６時間半分の給料を桜へと放ほうり投げる。

　音痴なくせに喉のどを気にする桜の鉄板、オレンジジュースだ。

「今日はありがとな」

「ん」

　桜は素っ気ない返事をしながらジュースを一口。飲みながらも、「こっちに座れば？」とアイコンタクトしてくる。

　断る理由もなく横に座れば、桜はおもむろに呟つぶやく。

「なんか２人っきりって凄い久しぶりな気がする」

「言われてみればそうかもなぁ」

　サリュがやって来てから、２人きりは初めてかも。

　こんな機会だからこそ、聞かざるを得ない。

「桜ってさ。なんでサリュの監かん視し役を買って出てくれたんだ？」

　ずっと気になっていた。桜に何のメリットもなければ、おまけにサリュとは犬けん猿えんの仲だったから。嫌いやがらせで虚きよ偽ぎの報告をするためとか、そんな卑ひ怯きようなことする奴でもないし。

　桜はしばし無言になる。考えをまとめているような、そんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　そして、

「私に夢をくれたから、その恩返しかな」

「？　サリュが夢をくれたのか？」

「バーカ。あの子のお母さんに決まってんじゃん」

「決まってんじゃんって……、桜とサリュ母に接点なんて、！　あ……」

　俺が理解したことを察したらしく、桜は白い歯を見せて一いつ瞬しゆんだけ微笑む。

　シンガーソングライターであるサリュ母が、仕事部屋である防音室を家に作ってくれたおかげで、後に引っ越こしてきた桜も音楽に興味を持ち始めたことを俺は知っている。

　桜は置いていたギターを大事そうに抱かかえる。

「あの子のお母さんが音楽の仕事をしていなかったら、私はギターを触さわろうとも思わなかったしね。だから、少しでも恩返しできたらいいなって思ったわけ」

　ずっと気になっていた疑問が解決する。さらには桜らしい答えにスッキリとした気持ちになってしまう。

「成る程ほどなぁ。そういうことだったのか」

「ま、それだけではないけどね」

「え？　他ほかに何かあんの？」

「秘密ー♪」

　桜は軽かろやかに惜おしげもなく笑う。悔くやしかったら、当ててみろと言わんばかりに。

　しかしながら、直ぐに表情は一変。少し頰ほおを赤らめ始める。

「あ、あのさ太郎……。サリュちゃんの願い事って何だったの？」

　サリュの願い？　あ……、勝ったことが嬉うれしすぎて、すっかり忘れてた。

「そういえばまだサリュに聞いてなかったな。……変な願い事じゃなければいいけどなぁ。また明日あしたにでも聞いてみるわ」

「そっか……」

　どうしたのだろうか？　何だか煮にえ切らないような雰囲気を桜は醸かもし出す。

　それだけ勝負に勝って、俺へ虐ぎやく待たいしたかったのだろうか？

　恐ろしい……。

「桜ってさ。勝ってたら俺に何をさせようとしてたんだ？」

「え!?」

　予想外の質問だったらしく、桜は朝霧さんに囁ささやかれたときのように顔を紅潮させていく。

　対照的に俺は青ざめる。

「やっぱり拷ごう問もんだったのか……」

「ち、違ちがうわよ！　えっと、その……。……」

　缶を凝ぎよう視しし続ける桜。躊ちゆう躇ちよしているというか緊きん張ちようしているというか。

　確信する。拷問だろ絶対。

　拷問を確信していると、桜は意を決するようにひと呼吸し、力強く俺を見み据すえる。

「ねぇ……。もし、拷問じゃなかったら、私の願い事聞いてくれる……？」

　……サリュが勝負に勝ったのにですか？

　いわば、拷問は諦あきらめるから違う願いを聞けということらしい。

　大小２つの理り不ふ尽じんな要求を提示されたら、人は小を取ってしまうとかいう奴やつじゃねーか。

　ミュージシャンじゃなくてジャイアンを目指しているのかとツッこみたくなるが、桜の震ふるえる身体からだを見れば、恥はじを忍しのんでいるのが容易に窺うかがえてしまう。

　小とはいえ、よほど大事な頼たのみごとなのだろう。

　大体の察しは付いているし仕方ない。

「今日は桜のおかげでサリュも成長できたし、出来る範はん囲いなら叶かなえてやってもいいぞ」

「ほ、ほんと!?」

　桜の表情がパッ、と明るくなる。

　うんうん。そりゃ嬉しいよな。

「じゃ、じゃあさ。わ、私と一いつ緒しよに──、「夏フェス用のレコーディングをしてほしい、だろ？」」

「……」

「え？　私と一緒に夏フェス用のレコーディングをしてほしい、じゃないの？　この前も頼みに来てたじゃん」

　予想が外れたのか。桜は体操座りになりながら膝ひざの上に顎あごを乗せ、

「……それでいい」

　超ちよう投げやりムード。

「？　何だよ、他に何かあるなら──、「それでいいって言ってるじゃんバカ！」」

「バカ!?」

　凹むわー……。親切心で先に答えてキレられるとか……。

　ムスッ、とした桜はまだ口こう撃げきしてくる。

「退学になってもレコーディングの約束は有効だからね」

　昨日までの俺ならば、縁えん起ぎでもないこと言うなとツッこみを入れていただろう。

　だがしかし、今の俺は軽く受け流せるくらいの余よ裕ゆうがある。ゲラ笑いすらできる。

「退学？　ハハハッ！　どう考えてもサリュの課題は明日でクリアだろ！」

　それもそのはず。今日のセルゲームはそう思えるほどに多くの経験値を得ることができたのだから。

「いやあ～、人間、窮きゆう地ちに立たされると何とかなるもんだよなぁ」

　いつからだろうか。桜の不ふ機き嫌げんな表情が訝いぶかしげな表情に変わっていたのは。

「ねぇ、太郎。……それ本気で言ってる？」

「……へ？」

　桜の真しん剣けんな声音を聞いてしまえば、俺のお気楽モードが一瞬で解除されてしまう。

　桜は告げる。

「今のままだとサリュちゃん、友達は作れないと思う」

「……え？　な、何でだよ？」

「そこは自分で考えないとダメなんじゃない？　そろそろ王華とミーティングする時間だし帰ろっか」

　ギターをケースにしまった桜は、そのままケースを背負って歩き出す。

「お、おい！　気になるだろ！」

「一生気になってハゲちゃえ」

　いー！　と歯を見せながらも桜が歩き出してしまえば、後を追いかけるしかない。

　願い事を変えられた腹いせか、いい加減なことを言って俺をからかっているだけか。

　はたまた事実なのか。

　結局、桜は何も教えてはくれなかった。




　　　　※　※　※




　桜と別れた後も、俺は店の手伝いを続行。

　いつもなら回収した食器を全て片し終えて１日の業務は終しゆう了りようなのだが、本日は類を見ない大だい盛せい況きよう。仕込みを夜中にしなければ間に合わないものが多々あると、親父おやじに泣きつかれてしまったのだ。

　結局、店の明かりを消したのは日を跨またいでから。

　さすがに朝から夜までみっちり働けば、グロッキー状態になってしまう。

　恐おそろしいのは店の手伝いである故に深夜労働、長時間労働に触ふれていないという鬼き畜ちく設定なことだろう。

　労働局さん、俺はここにいます……。

　涙なみだと汗あせをシャワーで洗い流し、吸い込まれるかのようにベッドへダイブ。

　一瞬で夢の世界へインザスカイすれば、朝までぐっすりコース。



















　窓ガラスを通過した朝の日差しが暖かくて心地ここちよい。

　しかしながら、何故なぜだろうか？　暖かいというか温かい？　日差し以上に心地よいものに包まれている感覚があるのは。

　ああ……超気持ちいい……。何よりも春を告げる優やさしい香かおり……。

　思わず心地よいものを引き寄せてしまう。

「ん……。タロ様、くすぐったいですよぉ」

「ん？　……サリュ？　ふぁ!?」

　うっすら開けたはずの瞼まぶたが完全にオープン。

「えへへ。おはようございます、タロ様」

「……うん」

　……何で？

　超至近距きよ離りにサリュの胸がある。というよりも、完全にサリュの胸に顔が密着している。

　ＯＨ、サリューダトライアングル……。サリュと添そい寝ねどころか、抱だき枕まくらにしてもうとる……。

　キンタがこの前、おっぱいマウスパッドなる商品を自じ慢まんしていたが、良さがイマイチ分からなかったけど、うん……。今分かったよ、キンタ。

　等身大どころか、モノホンのパイオツだけどね！

「ごごご、ごめん！　セクハラする気はありませんでした！　出来心ではないんです！」

　月曜日、朝一からの土下座に対し、サリュは寛かん容よう。

「いえいえ、お粗そ末まつなものでも役に立てるならサリュは嬉しいですよ？」

　女神かお前は……。

　っていうか！

「俺が謝るのおかしくない!?　何で俺の部屋でサリュが寝てんの!?」

「夜分、お部屋にお邪じや魔ましたときには、気持ちよさそうに寝てましたので」

　次いで屈くつ託たくのない笑え顔がおでサリュは答える。

「サリュも気持ちよくなりたかったので一緒に寝ちゃいましたっ！　気持ちよかったですねっ♪」

「なぁ……、天然って信じていいんだよな？」

「サリュは天然じゃないですよぅ！」

　よかった。ド天然のようだ。

「で、何で俺の部屋に入ってきたんだ？」

　小さな口を押さえながらあくびをしていたサリュは、ハッ！　とした表情を浮うかべる。

　ド天然娘むすめは、用件を思い出したらしい。

　少しズレたヘアバンドを上げ、内うち股また座りから正座へと姿勢を正す。

「お、お願いごとが決まったんですっ……！」

　サリュのふわふわした笑顔が消え、緊張が入り交じった真剣な表情。

　ついつい俺までも身構えてしまう。

「お、おう。俺は何をしたらいいんだ？」

「サリュとデートしてくださいっ！」

　結けつ婚こんからデート。天然とは恐ろしい。桜が大小の条件を提示したときよりも遥はるかにスケールが大きいのだから。

　思わず前日のような即そく答とうで、「却きやつ下か」と言いそびれてしまう。

　まずったな……。断る流れを逃のがしてしまった。

　サリュの強く瞑つぶられる瞳ひとみと、祈いのるかのように組まれた両手。俺は神かよっとツッこむことさえ躊躇してしまうほどの姿は、一いつ蹴しゆうできる雰ふん囲い気きではない。

　恋れん愛あい禁止条例が制定されているのを覚かく悟ごしながらも、考えに考え抜ぬいた願いなのだろう。

　真夜中だろうと直すぐに伝えたいから、俺の部屋に侵しん入にゆうしてきたのだろう。

　そんな背景が思い浮かんでしまえば、たとえ勘かん違ちがいで俺を好きになっているとしても無下にはできない。

　けれど……。

「デートはやっぱりできない」

　短く告げた答えに、サリュの瞳、両手がゆっくりと開く。

「……そう、ですか」

「その代わり、ニコ生の収録を外でしよう。外ロケって言うんだ」

　俯うつむきかけたサリュが、再び俺を見上げる。

「お外で、ですか？」

「ああ。たまには外で収録するのも悪くないだろ？　そんで、収録以外の時間は一緒に遊ぼうぜ」

　消え入りそうだったサリュはどこへやら。

「そ、それって……」

「み、みなまで言うな！　外ロケしに行くだけ──、「やったぁ[image: ～][image: ～][image: ～]♪」」

　嬉うれしさを全身で表現すべく、サリュがピョンピョンと部屋中を駆かけ回る。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　ど、どうしましょうタロ様っ！　顔のニヤつきが止まりません！」

　天てん真しん爛らん漫まんな表情は威い力りよく抜ばつ群ぐんで、俺の顔がニヤつきそうになってしまう。

　誤ご魔ま化かさずにはいられない。

「よ、よし！　そろそろ学校行く支し度たくするぞ！」

　こてん、とサリュが首を傾かしげる。

「？　今から行くのではないのですか？」

「今日は月曜日だバカタレ！　行くのは休日！　とっとと支度してこい！」

「は、はいですっ！」

　怒おこられたにも拘かかわらず、サリュはスキップしながら部屋を出て行く。

　サリュに支度してこいと言ったものの、ベッドへと仰あお向むけに倒たおれてしまう。

「ったく。朝っぱらから振ふり回してきやがって……」

　つくづく俺はサリュに甘い。その甘さの理由は幼おさな馴な染じみだからとか、子犬のようで守ってあげたいという感情から来ている。

　はずだった。

　正直、今はその気持ちは薄うすれているような気がして止やまない。

　日が経たつごとに、サリュを異性として可愛かわいいと思う回数が増えているのだ。

　ふと、シーツからサリュの残のこり香がが鼻び腔こうをくすぐる。

　落ち着くはずの香りを吸い込んではいけないと、起き上がってしまう。

　自分に言い聞かせる。サリュは勘違いしているだけなのだと。サリュが学園のヒロインになって目が覚めさえすれば、俺の垣かい間ま見みえる感情も消えるはずだと。

　思わず口角が上がってしまう。

「今日で目が覚めちゃうかもな」

　昨日、あれだけ頑がん張ばったのだ。

　前まえ髪がみを隠かくさないで堂々とクラスメイトと話せてもおかしくないのだから。




　しかし、俺の予想は大外れで、桜の予想は的中していた。

　サリュはいつもどおり、クラスメイトの誰だれとも話そうとはしなかったから。

　それは悲しいことなのに、少しだけ安あん堵どしている自分もいる。

　我われながら自分が嫌きらいになりそうだ。








５章






　タイムリミットまで残り５日。

　もちろん、サリュが誰とも話そうとしない理由は未いまだ解明されず。

　正直言って大ピンチ。……なのだが、

「見えて来ましたよタロ様！　ねぇねぇ！」

　シャトルバスの最前列にて。テンションＭＡＸのサリュが、キラッキラの笑顔で俺の肩かたを揺ゆすりながら、とある施し設せつを指差す。

　窓から見える施設は、県内でもそこそこ名の知れた水族館。

　そう。本日はサリュと約束した、外ロケ及および２人で遊びに行く日である。

　停車すると同時、サリュは俺の手を引っ張りながらも降車し、水族館まで一直線。

「オープンまで３分しかないですっ！」

「３分もあるわ」

　始発のバスで来たのに、何をそんなに急ぐ必要があるというのか。

　依い然ぜん、引っ張られながらもサリュの後ろ姿を眺ながめてしまう。

　今日のサリュの服装は、白色レースのワンピースに薄うす手でのカーディガン。

　統一感を持たせる本革素材の小物やサンダル、目元を隠す麦むぎわら帽ぼう子しがアクセントとなっており、素材の良さを引き立たせるコーデは清せい楚そ感があり非常に似合っている。

　そんな幼馴染はいつも袖そでを摑つかんでくるだけのくせに、現在はちゃっかり恋こい人びと握にぎり。

　不思議なもので、それだけでも緊きん張ちようしてしまう。

　緊張してしまうのは、いつもと違ちがう握り方だからか、指と指が絡からみ合っているからか、引っ張る側から引っ張られる側に変わったからか。

　それとも、デートだからだろうか？

　！　違う違う！

「い、言っとくけどサリュ！　今日はデートじゃなくて外ロケだからな！」

　自分に言い聞かせるためにもサリュに釘くぎを刺さしてしまうが、

「分かってますよぅ♪　……ふふ♪」

　サリュとしては形などどうでもいいらしい。振り向いたときの嬉き々きとした表情を見れば、そんなことは容易に理解できてしまう。

　俺が意識しすぎなだけなのだろうか。

　というよりも、自分のツンデレチックな発言が今になって恥はずかしくなってくる……。

　入館ゲートで高校生２枚分のチケットを購こう入にゆうし、いざ施設内へ。

　ドーム型の内部は12のゾーンに分けられているらしく、海や川の生物が展示された建物であったり、アザラシやオットセイを間近で見れる水すい槽そうや檻おりがあったり。

　想像以上に広く、始発で来て正解だったかもしれない。

　何よりも想像以上にサリュが忙いそがしい。

「うわぁ[image: ～][image: ～][image: ～]……！　綺き麗れいですねっ！」

　アーチ状の水中トンネルをくぐりながら、色しき彩さい豊かな熱帯魚を見上げて大興奮したり、

「！　タロ様っ！　あのサメさん、お魚さんを食べたですっ！　ひぇぇぇ～……！」

　大パノラマな水槽での食物連れん鎖さに驚きよう愕がくしたり、

「ひぃぃぃ[image: ～][image: ～][image: ～]！　同時乗せはご勘かん弁べんを[image: ～][image: ～][image: ～]！　……あ。意外と気持ちいいです……」

　体験コーナーで手のひらに乗せたヒトデとナマコに怯おびえていると思えば、頰ほおを緩ゆるめたり。

　水族館でここまで喜き怒ど哀あい楽らくを表現できるのは大したものであり、俺としては魚たちよりもサリュを見ている方が面おも白しろい。

　コロコロ表情が変わる故ゆえに全く飽あきが来ず、少し前まで声しか聞けなかった幼馴染が横にいるだけで気分が高こう揚ようしてしまう。

　珊さん瑚ご礁しようとアクアリウムの展示ゾーンを見終え、サリュがもっとも楽しみにしていたゾーンへと到とう着ちやく。そこは１日３回のみ開放される、ペンギンと触ふれ合うことができるゾーン。

　予あらかじめ貰もらっていた整理券を飼育員さんに渡わたし、案内されながら岩場へと入場すれば、30羽以上のフンボルトペンギンがお出で迎むかえ。

　サリュ大だい爆ばく発はつ。

「ひゃあ[image: ～][image: ～][image: ～]……！　か、可愛い[image: ～][image: ～][image: ～]！　ど、どうしましょうタロ様っ！」

「お前はどうしようとしてんだよ」

「お持ち帰りしたいですっ！」

「……絶対駄だ目めだからな？」

　さすがに本気で誘ゆう拐かいしようとはしていないらしい。ルールである係員さんの指示が出るまでお触さわり禁止を守るべく、ギュウウウ、と俺の二の腕うでに密着しながら我が慢まんしているのだから。

　昔からサリュは動物好きだったが、恥ずかしがり屋になった今でも変わらないようだ。

　野の良ら猫ねこを抱だきかかえようとして、引っかかれてガチ泣きしていたのが記き憶おくに新しい。

　飼育員さんから１バケツ分の餌えさである小魚を受け取ったと同時、ペンギンたちが我先にと足元まで集まってくる。

　ゴム手て袋ぶくろをはめたサリュが、小こ柄がらなペンギンのために中ちゆう腰ごしになりながら餌を与あたえれば、他ほかのペンギンたちも「オレにもよこせ」と口を開く。

　その姿にサリュは歓かん喜きしながらフムフム頷うなずき、

「烏う合ごうの衆を良いい意味だと勘違いしてしまいそうですっ」

　お山の大将が何か言っとる。

「っていうかさ。サメと同じでペンギンも魚丸まる吞のみだけど、こいつらは怖こわくないの？」

「可愛いは正義ですよぅ」

　ねー、とペンギンたちにサリュは賛同を求めるが、ペンギンたちは「小こ娘むすめ！　ハヨ餌よこせ！　ハヨ！」とグワァグワァ！　と大合唱。

　ペンギンたちにはサリュの持論が伝わらないものの、目の前で唇くちびるを突つき出しペンギン？　のモノマネをするサリュを見てしまえば、可愛いが正義なのは賛成せざるを得ない。

　バケツの中の餌が無くなりかけてきたとき、俺はとあるペンギンを発見してしまう。

　他のペンギンに比べ一回り程ほどに小さいそのペンギンは、未だ餌にありつけていないらしい。サリュの足元に辿たどり着く前に、他のペンギンに押し返されたり、威い嚇かくされて後ずさったり。仕方なしに餌を与えるべく立ち上がるが、迫せまり来る俺にビビって岩場隅すみにまで逃とう亡ぼう。

　うん。めっちゃ、サリュに似とる……。

　サリュも気づいたらしく、

「か、鏡を見ているようです……！」

「やかましいわ」

　どうしたものかと考えていると、１羽のペンギンが小ペンギンへと近づいていく。

　自らが摂せつ取しゆした餌をマウスｔｏマウスで分け与えているではないか。

　あれだけ俺や他のペンギンにビビりまくっていた小ペンギンだったが、そのペンギンの前では羽をパタつかせて大はしゃぎ。

　うん。あれは俺だな。

「フフッ♪　どこにでも王子様はいるんですね。ね、タロ様？」

「！　ど、どこにでもアンポンタンはいるんだな……」

「照れなくてもいいですよぅ」

「うるせー」

　んなこと言われたら、誰でも照れるし恥ずかしいわい。

　そして感じろ。女性飼育員さんの殺意を。

　イベント終しゆう了りようの時間が迫る。

　最後の魚を摘つまんだサリュは、小ペンギンが警けい戒かいする手前の距きよ離りにまで詰つめていく。

　そのままにしゃがみ込むと、「おいでおいでー」と魚を見せびらかすサリュは、自分に似た小ペンギンに餌を与えたいのだろう。

　しかしながら、サリュ似の小ペンギンはその場を動こうとはしない。それどころか、俺似のペンギンが空気を読もうとしない。

　サリュのもとへと近づいた俺似のペンギンは最後の１匹を咥くわえると、空を仰あおぎながら豪ごう快かいに丸吞のみしていく。

　空気読めよお前……。

　俺似のペンギンをさすりながらサリュは語りかける。

「あの子をよろしくお願いしますね？」

　ん？　サリュはもとから小ペンギンに餌を与える気がなかったのだろうか？

　俺似のペンギンに餌を与える姿に不満の色は見えず、むしろ満足しているように見えた。

　俺がサリュだったら、小ペンギンに無理矢理にでも餌をあげるけどな。

　全すべてを吞み込み終えた俺似のペンギンは、小ペンギンのもとへと戻もどっていくと、またしても餌を口移しで与え始める。

　空になったバケツを握り締しめたサリュはスキップしながら戻ってくる。

「サリュもタロ様とチュッチュできるように頑がん張ばるです♪」

　俺は見てしまった。飼育員さんが地面に唾つばを吐はき捨て、水で洗い流すところを……。




　昼過ぎ。フードコートにて食事を済ませた俺たちは、イルカショーが行われる観覧席にまでやって来ていた。

　麦わら帽子を外し、黒くろ髪かみツインテのウィッグを被かぶったサリュは、既すでにミラノモード。

　そう。このイルカショーこそが本日のメインイベント、外ロケの舞ぶ台たいである。

　美少女ニコ生主の外ロケとなれば、多くの視し聴ちよう者が仮想デートを期待してしまうもの。

　映画館や遊園地といった王道も考えていた。けれど、映画館は当たり前に撮さつ影えい不可、遊園地は水族館同様に事前許可を得ていれば撮影ＯＫらしいのだが、人ごみの中で各アトラクションを実じつ況きようするのはハードルが高すぎると判断し、水族館がめでたく外ロケに選ばれた経けい緯いがある。

　アトラクションと違い、ショーならば動く必要がなく実況に専念できるし、公演時間もニコ生放送に優やさしすぎる25分前後なところもありがたい。

　ベストポジションの最前列ド真ん中の席を確保するために、早めに来ていて大正解だったようだ。開演予定の15分前には、１段目から４段目までの１０００名ほど収容できるはずの席が全て埋うまってしまい、立ち見のお客さんがいるほどに賑にぎわっているから。

　心配になってしまう。誰だれもサリュではなくイルカたちを見に来ているものの、こんな大人数の前でサリュは実況ができるのかと。

　思わず大だい丈じよう夫ぶかと問おうとするが、意外や意外。

　サリュの表情に緊張の色は全く見えず。開演前のＢＧＭを鼻歌でなぞりつつ足をぶらぶらさせる姿は余よ裕ゆうさえ窺うかがえてしまう。

　俺が見ているのに気づいたサリュは、

「イルカさんのショー、楽しみですね♪」

　と満面の笑えみ。

　どうやら緊きん張ちようするのを忘れるくらいテンションが上がっているらしい。

　イルカショーの公演10分前。すなわち、生放送を開始する５分前を迎むかえ、外ロケ用にと持参したヘッドセットをサリュへと装着させる。

「サリュ、マイクの調子はどうだ？」

「テステス。隣となりの客はよくきゃききゅううきゃ、……ですっ。お、音声問題無しですっ！」

　滑かつ舌ぜつと根気に問題ありだよ……。

　バッキバキのスマホにて予め設定しておいたニコ生のマイページ画面を開き、最後にサリュへと俺のスマホを渡す。

「サリュがイルカショーを楽しんでれば、ほぼほぼ大成功だから気楽にな。準備できたら画面の放送開始ボタンを押してくれ」

「了りよう解かいですっ」

　閲えつ覧らん用にとサリュのスマホを受け取り、いつもどおりサリュを裏方からサポートする態勢を整える。

　サリュも大きく深呼吸すると、放送開始ボタンを押す。

　開始と同時、

『ミラノたそキタ───！』『うぽつ』『初の外ロケ！』『ミラノちゃ───ん！』

　コミュニティで前もって放送予定の内容や時刻を告知していただけに、さすがにコメントのレスポンスが速い。本日も中々の人数が集まってくれているようだ。

「こんにちはですっ。今日はとある水族館に来てるですっ」

『いつ始まんのー？』『今日はメイド服じゃない！』『遠山が貴方あなたの私服をいいねと言っています』

「５分前なのでもうすぐ始まるです。メイド服ですか？　お外でメイド服は恥はずかしいですよぅ。ありがとうございますっ♪　このお洋服、ミラノのお気に入りなんですっ」

　流れるコメントが多くて全ては拾えないものの、簡単に拾える質問や会話を見つけては丁てい寧ねいに応対するサリュの姿は、開始時に比べ遥はるかに成長したものだ。

　観覧席から流れるＢＧＭが徐じよ々じよに大きくなっていき、客席の人々が拍はく手しゆを開始。

　ウェットスーツを着た飼育員さんがやって来たと同時、ゲートが開き３頭のイルカが元気に水すい槽そう内を泳ぎ回る。

「わわっ！　皆みなさん、始まったみたいですっ！　イルカさんですっ！」

　サリュはすかさずインカメラからアウトカメラに切り替かえ、雑談モードから実況モード。

　飼育員さんが合図を出せば、１頭のイルカが深く潜もぐり中心部で跳ちよう躍やく。そのままに身体からだをしならせながら１回転し、尾おひれで吊つるされたボールをスパイク。

　サリュフィルターを通せば、

「は、速いです！　回ったですっ!?　凄すごいですっ！」

　回転寿ず司しでも実況しているのだろうかコイツは。

　けれども、ゲーム実況のときと同じように視聴者はイルカではなく、ミラノを見に来ているのだから全く問題無し。チープな感想しか言えなかろうと、ブレブレな映像しかお届けできなくともだ。

　観覧席にいる俺ですらイルカのショーではなく、スマホ画面に釘くぎ付づけになってしまう。

　画面をガッツリ見続けていると、

「楽しんでますか？」

　不意打ち。カメラを切り替えたサリュのどアップが画面いっぱいに広がる。

　間接的にだろうと天てん真しん爛らん漫まんにも微笑ほほえみかけられてしまえば、心臓を撃うち抜ぬかれてしまうのは無理もない。

『ミラノちゃんのＶＲゲームがぐう欲しい……』

『一体いつからミラノたそと水族館デートしていると錯さつ覚かくしていた？』

『この時間めっちゃ楽しいけど、終わった瞬しゆん間かん泣きたくなる』

『それな……』『ほんそれ』『分かるわー』『会えない時間も僕は好き』

　ミラノ信者もかなりの数になってきたなぁ。

「！」

　思わず肩かたが跳はね上がってしまう。

　サリュがカメラに映らない死角で、俺の手を握にぎってきたのだ。

　俺が楽しめているのかもサリュは知りたいらしい。

　思わずサリュに伝わるようにと大きくゆっくり頷うなずいてしまう。俺がサリュへ視線を合わすのは支障ないはずだが、恥ずかしすぎてサリュの表情をリアルで見ることができない。

　それでも伝わったらしい。スマホ画面に映ったサリュの十分ぶ咲ざきだった笑顔が、十二分咲きに変化していたから。

　色いろ違ちがいの瞳ひとみが見えなくなるくらいの笑顔はどうしようもなく愛くるしく、サリュをそうさせたのは間違いなく自分。ちょっぴり誇ほこらしげになってしまう。

　多くの人々に囲まれても一いつ切さい物もの怖おじせずに相変わらずな天然実況を続けているのは、今という時間を楽しんでいるからなのだろう。それでも、楽しいからという理由だけで完全に乗り切れるレベルではない。乗り切れるのは、数週間の成果が大きく現れているから。

　だからこそ分からない。大人数の観客や視聴者の前でちゃんと話すことができる。にも拘かかわらず、何故なぜミラノではなくサリュは、学校で人に話しかけようとはしないのだろうか？

　残り５日で何とかなるのだろうか？

　イルカショー終しゆう盤ばん。

　３頭のイルカが均一な距離を保ちながら、渦うずを描えがくかのように泳ぎ続ける。

　泳ぐ速度はどんどん速くなっていき、飼育員さんがお別れの挨あい拶さつを告げたと同時、３頭のイルカが今日１番のジャンプで宙を舞まう。スマホ画面に釘付けだった俺でさえ、イルカが着水する衝しよう撃げき音の大きさに顔を上げてしまう。

　不運なのか、そういう仕様なのか。

　盛大な拍手と歓かん声せいとともに押し寄せる巨きよ大だいな水の塊かたまりが、最前列のド真ん中、俺とサリュの真上へとピンポイントに打ち上がる。

　死ぬわけではない。けれど、走馬灯のようにスローモーションに時が流れてしまう。

　防水仕様とはいえバッキバキのスマホが耐たえきれるわけがないから？

　買ったばかりのヘッドセットは保証に入っていないから？

　否いな。このままではサリュが危険だから。

　濡ぬれ濡れのビチョビチョになってしまえば、桜のように下着が透すけてしまうかもしれない。何より最悪なのは、ウィッグが取れてしまうかもしれない。

「危ない！」

　咄とつ嗟さに身体が動き、サリュの正面に立ちながらそのままに覆おおいかぶさってしまう。絶対にウィッグは死守しなければとサリュの頭頂部を押さえ、最小限の被ひ害がいで済ませるためにもこれでもかと密着。

「タ、タロ様!?　!?　ひゃ……！」

　ショーと実況に集中していたサリュは、抱だきつかれた理由が分からなかったようだが、大量の水が上からぶちまけられれば、何が起こったかを遅おくれながらも理解する。

「つ、冷てぇ～……」

　頭はもちろん、シャツの背面部分が肌はだへとまとわりつき、ジーンズは尻しりからモモ部分が濃のう紺こんから漆しつ黒こくへ。もちろんパンツまでぐっしょり。

　観客たちは微笑ましい光景だと、拍手や歓声を送ってくれながらも席を後にしていく。

　一大事なだけに愛あい想そを振ふりまく余裕はない。

　すかさず、抱きしめていたサリュの全身をチェック。ウィッグは全くズレておらず、濡れたのは足元くらいで、どうやら俺だけで被害は済んだみたいだ。

「よかったー……」

「よ、よくないですよぅ！　ビショビショじゃないですかぁ！　直すぐにタオルをご用──、……」

「？　……ミラノ？」

　どうしたのだろうか？　慌あわてていたサリュが突とつ如じよ、ピタリと動きを止めてしまう。

　トートバッグからタオルを取り出そうと、スマホをベンチに置いたときだ。

「……あ」

　サリュの視線の先。ベンチに置いたスマホを見れば、大量のコメントが動画内を流れ続けていた。

『あの男、誰？』『思いっきり抱きついてたよな？』『他人、だよな……？』『俺らのミラノたそに抱きつきやがった！』『彼氏……？』『通りすがりのＤＫだろ』『変質者現る！』

　やべ……。視聴者に俺のことがバレたようだ……。

「こ、この方の悪口を言うのは止やめてください！」

　サリュは俺の名前を伏ふせながらも必死に弁明しようとするが、弁明しようとすればするほどに炎ほのおは広がっていく。

『必死ｗ』『マジで彼氏なんじゃね？』『処女厨ちゆう死亡ｗｗｗ』

　放送終しゆう了りよう時間が迫せまる。このまま延長しても、炎が広がるばかりかサリュに酷こくすぎる。ここは１度、考えをまとめなおしてから謝罪の生放送をするのが適切だろう。

　声を隠かくす必要もなくなり、サリュが付けたヘッドホンを借りようとしたときだった。

『そんな奴やつのどこがいいの？』

　赤文字で流れるコメントは酷ひどく目立った。

　総毛立つ、という感覚とは今のような感覚のことをいうのだろうか。

　自分が馬ば鹿かにされたから感じたわけではない。俺のために瞳を潤うるませていたサリュの瞳が、俺のために怒ど気きを宿したからだ。

　初めて目まの当たりにするサリュの表情を、俺は見たくなかった。

　一刻も早くいつもの優やさしいサリュに戻もどってほしかった。

「ミ、ミラノ、別に俺は──、「タロ様を馬鹿にする人たちは大っ嫌きらいですぅ─────！」」

「！」

　小さな身体のどこから出したのかという叫さけび声と同時、サリュはスマホの電源を強制終了させてしまう。

「お、おいサリュ！　今からでも間に合うから俺と一いつ緒しよに視し聴ちよう者に謝ろう。な？」

　焦あせりつつもなだめるように接するが、サリュの怒いかりや興奮は収まらない。

「絶っ対！　謝らないです！　タロ様を馬鹿にする方々に頭は下げません！　もうニコ生なんてしないです！　引退するですっ！」

　気づけば、移動途と中ちゆうの観客が何事かと俺たちを見下ろしている。

　その視線は温かい眼まな差ざしでなく、どちらかと言えばニコ生で向けられた冷たい言葉に似ていると思う。

「サリュ……」

　だからこそ、サリュは負けたくないのだろう。舌を嚙かもうとはせずに絶対に負けるものかと両の拳こぶしを握り締しめ続けている。

　一刻も早く視聴者に謝ったほうがいいに違いないが、今のサリュにはとてもじゃないが謝ることはできないだろう。

　涙なみだと止めどない怒りを抑えるサリュは、余りにも痛々しいから。

　思わず今日だけは何も見なくてもいいからと、麦むぎわら帽ぼう子しを深く被かぶせてしまう。

「サリュ、今日は帰ろう。な？」

「……はい」

　小さなサリュの手を握りながら、２人して水族館の出口を目指して歩き出す。

　移動しながらも、さっきまでの映像が頭から離はなれてはくれない。

　俺を守ろうと多くの視聴者に嚙み付き、多くの観客の視線に耐え続けていたサリュ。

　その強きよう烈れつな映像が頭に流れ続けていると、サリュが次のステップへ踏ふみ出せない理由、桜が懸け念ねん視していたことが理解できてしまう。

　サリュには『自分のため』がないのだ。

　俺は自分とサリュのためにサリュを学園のヒロインにしようとしているが、サリュは俺のために学園のヒロインになろうとしているだけ。

　俺が喜びさえすればサリュは満足してしまう。だからこそ、自発的に動こうとしない。クラスメイトに話しかける理由を見いだせなければ、率先して友達を作りたいともサリュは思わないのだろう。

　成長はしているが、本質的なところは全く成長できていない。

　残りの短い期間で、サリュの意識を改善することなどできるのだろうか？




　　　　※　※　※




　翌朝。意識が朦もう朧ろうとしながらも学校へ行く支し度たくをしていると、脳内でお姉さんが尋たずねてくる。「あなたの風邪かぜはどこから？」と。

　アンサー。僕の風邪かぜは喉のど、鼻、熱。狙ねらいを決めることはできないアンストッパブルスコアラーです。

　帰れベン○ブロック。

「あー……だるい……」

　風邪を引いてしまいコンディションは最悪。

　原因は水をぶっかけてきたイルカたちに違いない。空調のガンガン利きいた帰りのバスでも30分くらいなら耐えられるだろうと、渋じゆう滞たいを考こう慮りよしなかった俺も悪いけども。

　熱を測ろうとも思ったが、測ったところで虚むなしくなるだけ。学校を休むわけにはいかないのだから。

　タイムリミットまで残り４日しかない。

　正直な話、サリュをクラスメイトに挨拶できるようにする課題自体はクリアできる。

　俺がサリュに指示をすればだが。

　指示を出さなければサリュは自発的に挨拶はしない。これをクリアかクリアじゃないかと問われれば５分５分といったところで、自発的に挨拶をしなくてもクリアとみなすのならば、トントン拍びよう子しでサリュは学園のヒロインになれるだろう。表面上は。

　当たり前にそれでは全く意味がない。何のためにヒロインになったかといえば俺のためでしかないのだから。

　塞ふさぎ込みがちだった過去を忘れられるくらいの青春を謳おう歌かしてもらうためにも、サリュには自発的に挨拶できるようになってほしい。

　鼻をかみ、マスクをつけ終えてリュックを背負う。フラフラな足取りで階段を下りていると、玄げん関かんで俺を待っていたサリュの心配そうな顔がお出で迎むかえ。

「タロ様、このままじゃ倒たおれちゃいますよう……。やっぱりお休みしましょうよぅ」

「もし俺が休むって言ったらさ。どーせお前も休むんだろ？」

「当たり前ですっ。看病するためにサリュも休むですっ」

　人の気も知らずコイツは……。

「なぁ。お前が休む理由って本当に俺のためか？」

「もちろんですっ」

「じゃあさ。もし俺が全治１ヶ月の入院生活をするとしたら、お前はどうすんだよ」

「もちろんサリュも休みますっ」

　冗じよう談だんで言っているわけではないのだろう。今までは献けん身しん的な性格を可愛かわいらしいと思っていたが、今となってはサリュの成長を阻そ害がいする要素としか考えられない。

　わからず屋のサリュにもだが、それ以上に自分へと苛いら立だってしまう。献身の対象である俺、幼おさな馴な染じみである俺こそが、サリュの邪じや魔まをしている原因だと思えてしまうから。

「学校行くぞ」

「ど、どうしてですか？」

「お前が休もうとするからだよ」

　スニーカーの靴くつひもを結んでいると、うーん、と唸うなり始めたサリュ。

　そして、名案が浮うかんだとばかりに、

「サリュがクラスメイトの方に挨あい拶さつすればいいんですよね？　分かりましたっ！　明日あしたタロ様のため──、「そうじゃねーだろ」」

「な、何が違うのですか……？」

　サリュが自分の問題を把は握あくしているわけもなく首を傾かしげるものの、説明する気になれない。熱のだるさから説明が億おつ劫くうなのか、説明しても無意味だと思っているからなのか。

　自分でも分からない。分からないが、サリュに問題があるのは確か。

「なぁサリュ。放課後でいいから、視聴者と仲直りしよ──、「それは嫌いやですっ！」」

　昨日の帰宅時も提案したものの、サリュは嫌の一点張り。未いまだにニコ生主を辞やめる発言も撤てつ回かいしようとはしない。

「タロ様を馬鹿にしたんですよ？　そんな方たちとお友達になんてなりたくありません」

　軽々しくサリュの使ったワードに引っかかりを感じ、聞き返してしまう。

「……友達になりたくない？　じゃあお前はどんな奴と友達になりたいんだよ？」

「！　そ、それは……キンタさんや桜さんとか……」

「キンタや桜は俺が知り合いだったからだろ？　俺が２人の友達じゃなかったら、お前は２人と接しようとしなかったんじゃないのか？　そもそも本当にあいつらを友達だと思ってるのか？」

「……」

　指し摘てきどおりなだけに、サリュは何も言えないのだろう。

　ようやくにサリュは言葉を絞しぼり出すかのように呟つぶやく。

「……と、友達がいなくたってタロ様がいればいいもん」

「……っ！」

　本気で言っているのだろうか？　拗すねただけだろうか？

　真しん偽ぎが分からないにせよ、数週間の努力を全すべて水の泡あわにする言葉を許すわけにはいかなかった。

　マスクを乱雑に取り外し、サリュを睨にらんでしまう。

　言葉を吐はき捨ててしまう。

「そんなこと言うサリュを俺は大だい嫌きらいだ」

「！　タロさ、ま……？」

　サリュは驚おどろきを隠せず、長い前まえ髪がみから断片的に見える瞳ひとみが滲にじみ始める。

「……何でそんな酷いこと言うんですかぁ？」

「俺のために友達を作ろうとするからだろ！　そんなの友達じゃねーよ！」

　喉が痛かろうと、体温が更さらに上がってしまおうと声を張り上げてしまう。

　初めて受ける俺の怒ど鳴なり声に、サリュが耐たえ切れるわけがない。

「[image: ～][image: ～][image: ～]うぐっ……！　うわぁぁぁあああん！」

　ついには号ごう泣きゆうし始めてしまう。

「う、いぐっ！　タロ様のアホぉぉ[image: ～][image: ～][image: ～]！　ぁぁああん！」

　俺をアホ呼ばわりするサリュはローファーを脱ぬぐと、わんわん泣き喚わめきながら階段を上がっていく。

　サリュの背中が見えなくなり、ドアが閉まる。サリュの泣き声は止やまない。

　もっと優しい言い方があることは分かっている。サリュを変えることのできない自分の苛立ちをぶつけてしまった自覚もある。

　いつもの俺なら罪悪感に押し潰つぶされているかもしれない。諭さとしたり、なだめに行っていたかもしれない。

　けれど、甘やかしたりはしない。できない。

　今日はどうにもならないと大きくため息づき、俺は１人、学校へと向かう。




　おぼつかない足取りながらも学校に到とう着ちやく。

　命いのち綱づなである手すりを握にぎりながら確実に１段ずつ階段を上がっていくが、余よ程ほど俺の顔色は悪いらしい。周りの視線が痛く、駅前の酔よっ払ぱらいを見るような目つきを向けてくるのだから。そもそも何故なぜ、俺は風邪なのに学校に来たのだろうか。自分でもアホだと思う。

　富士山頂上、３階にある我が教室の扉とびらを開けば感動のゴール。

　嫌でも目に入ってしまうのはキンタ。

　メガネが鼻から半分以上ズレ落ちており、セットされた髪かみ形がたは鷲わし摑づかまれたかのように逆立ち、制服はズタボロで小こ汚ぎたないことこの上ない。

　それ以上に気になるのは、

「……お前、何やってんの？」

「た、太郎！　助けてくれぇぇぇ！」

　教きよう壇だんで正座させられているキンタはまるで公開処しよ刑けいされる罪人。

　よく分からないが、他クラス、他学年の女子たちがキンタを囲っており、キンタ両りよう隣どなりの薙刀なぎなたガールは薙刀の矛ほこ先さきを喉のど元もとで交差、キンタ背後のレスリングガールはいつでも関節外せまっせと肩けん甲こう骨こつと手首を圧あつ迫ぱく、アーチェリー＆弓道ガールも得物を構えていつでも発射ＯＫな模様。

　お前は賞金何億ベリーだよ。

「キンタ、これは一体どう──、「俺ら更こう衣い室なんか荒あらしてへんよな!?」」

「……え？　俺『ら』？」

　キンタが何を言っているのか理解できないままいると、いつからだろうか。俺の周りも女子生徒でいっぱい。うん、逃にげられないくらいに。

　胸熱なシチュエーションというわけではなく、蔑さげすむ視線を見れば胸焼けなシチュエーションなのはよく理解できる。

　ようやくに気づいてしまう。体調の問題で俺は睨まれていたわけではなかったことに。

　どうやら俺たちは、更衣室荒らしの容疑がかけられているらしい。

　抵てい抗こうする気力も体力も無く、そのままに教壇まで連行されて正座させられてしまう。

　３年女子の風紀委員長が語る事件の概がい要ようはこうだ。

　昨日の昼頃ごろ。部活終わりの女子部員たちがシャワーを浴びようと体育館横の更衣室に入ったところ、マスクを被かぶった学校ジャージ２人組の男と鉢はち合あわせ。

　幸い何も見られたり盗ぬすまれてはいないものの、男たちには逃げられてしまったんだとか。

　アホなことをする２人組。たったこれだけの理由で、俺たちオルタナティ部が犯人に違ちがいないと女子たちの間で決定したらしい。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　俺とキンタはそんな犯罪めいたことは──、」

　頭によぎるのは、『ＪＫの体操着盗んでみた』と『校長の机にＪＫの体操着置いてみた』の生放送。

「犯罪めいたことはするときもありますが、更衣室は荒らしてません！」

「信用できるわけないじゃない！」

「否定はできません！　けれどしてません！」

　周りの男子にも助けを求める。

「お前らだって知ってるだろ!?　俺らはセクハラ系のジャンルはレインダンスにしかしないって！」

「せやせや！　それに俺が２次元愛好家なのも教えたって！」

　クラスメイトの男子たちが口を開く。

「……すまない桃山。お前らなら、いつかやるかもしれないとは思っていた……」

「近こん藤どう……」

「……ごめん遠山。この噂うわさ話ばなしを聞いたとき、真っ先にお前の顔が思い浮かんだんだ」

「かねもっちゃん……」

　男子全員が目線を逸そらす。

「「全然信用されてないじゃん……」」

　マジで覚えとけよコイツら。

「タロ───！」

「そ、その声は……！」

　廊ろう下かから聞き覚えのある大声が聞こえてから３秒後。

　ギターを背負いし息を乱す者、桜が教室へと乱入。

　さすがは幼馴染！　噂を聞きつけて助けに来てくれたんだ！

　さぁ、言ってくれ！　私以外に太郎はセクハラしませんって！

　勢いそのままに裸はだか絞じめ。

「アンタって奴やつはぁぁぁ！　とっとと自首しなさいよ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「おぇぇぇぇ……！」

　この信用の無さよ……。

　無差別試合にタップは無いらしい。

　ヤ、ヤバい……。このままじゃ、病人から死人にジョブチェンジしてしまう……。

　ご乱心な桜を落ち着かせるべく、肺に僅わずかに溜たまる酸素で無罪を主張。

「ち、違う……、お、おでたち、む、無実……。へや、あちゃって、ない（部屋、漁あさってない）……」

「……本当に？」

「おで、噓うそつかない……、」

　ようやくに落ち着きを取り戻もどした桜は拘こう束そくを解除してくれる。もはや痙けい攣れん状態。

　キンタが１１０か１１７に掛かけてくださいと叫さけんでいると、校内アナウンスが響ひびき渡わたる。

　ドスの利きいた声の主は岩田先生。

『２年Ａ組の桃山太郎、遠山キンタ。至急、職員室まで来るように。繰くり返す。至急、来るように』

　ＯＨ……。地じ獄ごく街道まっしぐら……。




　簡易裁判所から高等裁判所にランクアップした気分だ。

　３階の教室から１階の職員室へ到着するころには、俺のＨＰはレッドライン。

　マスクをしているだけで呼吸困難な状態で、裁判長である岩田先生と対たい峙じ。

　深く刻まれた眉み間けんのシワは、カードをスラッシュできるほど。

　岩田先生は告げる。

「先ほどの職員会議で決まった。お前らの部活動は無期限休止だ」

「「！」」

　潰れたら潰れたで新しく作り直せばいいと気楽に言っていたものの、実際に休部を宣告されてしまえば動どう揺ようは隠かくせない。

「俺らは更衣室なんか漁ってません！」

　キンタが声を荒あららげて無実を主張するが、岩田先生の表情や口調に変化はない。

「証しよう拠こはあるのか？」

「そ、それは……」

　キンタは俺の方を見るが、俺の反応が無いことから察したのだろう。

「……ありません」

　反論しないといけない。けれど頭が回らない。

　唐とう突とつな宣告が原因なのか、それとも熱が原因なのか。

　きっと両方なのだろう。

「廃はい部ぶ意見も出てたのだから、まだマシな結果だと思え。それにお前らのためでもあるんだぞ？　犯人が見つかっていない状態で部活を続けてどうする？　決して良い目でお前らは見られはしないだろう」

「せ、せやけど先生！　そないなことしたら俺らが犯人やと言ってるようなもんやんか！」

「正直に言うぞ。お前たちの言葉は信用できん」

「っ……！」

　さすがのキンタも言い返せず言葉を詰つまらせてしまう。

　そりゃそうだ。先ほども同じようなことを経験したのだから。

　俺たちは学園中の人間に信用されていない。それほどまでにオルタナティ部で自由気ままに行動し続けてきたのだ。

　今までの件を含ふくめての休部命令だと言っているのが分かってしまう。

　オルタナティ部が不要な存在だと思われているのが分かってしまう。

　一方的に俺たちを犯人だと決めつけてこないだけ、岩田先生はマシだと思うしかない。

「犯人が見つかるまで大人しくしておけ。これを機に生活態度を改めろ」

　キンタは納なつ得とくがいかないと未いまだに食ってかかる。

「……もし、犯人が見つからなかったら？」

「ずっと大人しくしておけ」

「めちゃくちゃや！　職権乱用！　エブリデイ柔じゆう道どう着ぎ！」

「やかましいわバカモン！」

　教育的ゲンコツをくらい悶もだえるキンタを尻しり目めに、岩田先生は俺へと視線を変える。

　お前も反論するならば鉄てつ槌ついをくらわすといったところだろうが、俺には反論する力は残っておらず。ショックによる精神ダメージと立ちくらみを堪こらえることで精せい一いつ杯ぱいだった。

　やべ……。視界もかなりボヤけてきた……。聴ちよう覚かくが遠くなってきた……。

「もう行っていいぞ。もし納得いかないなら、最終決議を出した校長に直じか談だん判ぱんしてこい。証拠が無ければ行っても無む駄だだがな」

　解散命令が出るものの、足が動かない。空間がグニャグニャで、何も考えられない。

　ついには、脳のう細さい胞ぼうが煮にえたぎりショート。ＨＰが０になってしまう。

　崩くずれ落ちながら脳のう裏りによぎるのは、手持ち最後の１匹ぴきがジムリーダーにやられる光景。

　桃山太郎の目の前が真っ暗になった。




　　　　※　※　※




　目が覚めた場所は保健室らしい。

　身体からだのダルさは継けい続ぞく中なものの、悪お寒かんではなく西日の眩まぶしさで目が覚めるほうが幾いく分ぶんか気分は良い。それでもベッドから起き上がろうとは思えず、細長い蛍けい光こう灯とうをボーッ、と見上げながら考えてしまう。

　見事なまでに多くのものを失ってしまったと。

　この１ヶ月、自分の学園生活を守るためにサリュをサポートし続けた。にも拘かかわらず、結果は惨ざん敗ぱい。守るものの１つである部活動は休止を宣告され、サポートするはずのサリュとは大おお喧げん嘩か。

　今いま頃ごろ、サリュはどうしているのだろうか？

　いつもの天てん真しん爛らん漫まんな表情ではなく、サリュの悲しんでいる表情が思い浮うかんでしまう。

　胸がキュ、と痛む。

「アイツ、まだ泣いてんのかな……。？」

　俺の呟つぶやきに反応してか、仕切られたカーテンの向こう側の影かげが大きく動く。

　そして、カーテンの仕切りを勝手に開かれる。

「！　サリ──、……何だ、桜か」

「桜で悪かったわね」

　ム、と口を結ぶ桜とご対面。いつからいたのかは分からないが、ベッド前のソファで待っていたとすれば既すでに授業は終わっているらしい。

　カーテンを開けるだけにとどまらず、桜は１歩、また１歩と詰めてくる。

　その表情は険しいものの、近づけば近づくほど儚はかなく視線が下がっていく。

「その、ごめん……」

「どのごめんだよ？」

「太郎たちを犯人だって疑ったこととか、病人だったのに乱暴に扱あつかったこととか、……私が詰め寄ったせいで太郎たちが犯人だと皆みんながもっと誤解しちゃったこととか……」

「３文字で許せるレベルじゃねーな……」

「だ、だってしょうがないじゃん！」

「冗じよう談だんだっての。俺ら犯人説は時間の問題だったしな。別に気にしてねーよ」

「……うん」

　罪悪感があるからずっといてくれたのだろうし、水に流してやろうじゃないか。

　安あん堵どするかのように頷うなずいた桜だが、未だに不安そうな表情のまま。

「ねぇ。サリュちゃんと何があったの？」

「！　……。何かあったのは確定事じ項こうなのかよ……」

「だって、いつもベッタリなのに今日に限っていないとかおかしいじゃん。朝もいなかったし」

　確かに傍はたから見れば、俺とサリュが一いつ緒しよじゃない時点でおかしいと思うのも無理はない。

「喧嘩でもした？」

　ましてや桜に気づかれないわけもなく、隠すこともできない。

「朝にちょっとな。俺が一方的に怒おこった感じだけど」

「どうして怒ったの？」

「俺のために友達を作ろうとするなって」

　話した内容から、自分が不安視していたことだと桜は察してくれる。

　そのことを踏ふまえてだろう。

「太郎、……これからどうすんの？」

　このままだと休部どころか退学になるけどどうすんの？　と桜は聞きたいらしい。

　目が覚めたばかりの脳では、具体的な解決策は直すぐに思い浮かばない。

　けれど、何をどうしたいかは、はっきりと言える。

「サリュのためにも、俺は部活も学校も辞めるわけにはいかないんだよ」

　全すべてを失い、スッカラカンな状じよう況きようになれたからこそ再さい認にん識しきできた。

　電話だけでは分からなかったサリュの可愛かわいさ、分かっていたはずの可愛さもより一層知ってしまったのもあるだろう。

　８年間隠していたサリュのコンプレックスを知れたのもあるだろう。

　応おう援えんしたいからこそ、熱が入ってしまいサリュを泣かせてしまった。

　サリュと距きよ離りが空いたからこそ、いないことがこれほどまで寂さびしいと気付いてしまった。

　幼おさな馴な染じみとしてか、異性として好きなのか分からなくなってしまった。

　けどだ。サリュを好きという気持ちに噓うそ偽いつわりはない。

　だからこそ、

「一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばるサリュをさ。本気で応援したいんだ」

「……そっか」

　無言で聞き続けてくれた桜の表情は、憂うれいを帯びているように感じた。けれど、俺がまだ諦あきらめていないことを知ったからだろう。

「太郎らしい答えでいいじゃん」

　不安が身体から気化していき、桜の表情には笑えみが溢あふれ始めていた。

　俺の答えを聞いて満足したのは明らか。ギターを背負い、トートバッグを肩かたがける桜の姿は軽かろやかだったから。

「私、スタジオ寄るからもう行くね？」

「おう」

「ん」と桜は返事すると、俺へと背を向ける。

　そんな背中に語りかけてしまう。

「犯人じゃないって信じてくれてありがとな」

「……ん」

　素っ気ない返事で終わると思いきや、玄げん関かんで靴くつに履はき替かえた桜は俺を見つめてくる。

「……も、もし退学になっても、私がミュージシャンになって養ってあげるから好きなようにやりなさいよ」

　俺をリラックスさせようとしてか、柄がらにもないこと言ってきやがる。

「それってプロポーズ？」

「！　ち、違ちがう……違わないこ、とも……、[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　バーカ！」

　仕返しの結果、バカの言い逃にげをされてしまう。けれど、バカと言われたにも拘らず、身体が重いにも拘らず、頑がん張ばろうという気になれてしまう。

　ツンデレ幼馴染の威い力りよくは絶大だ。




　　　　※　※　※




「よし……」

　ベッドから数時間ぶりに立ち上がり、大きく伸のびをしながら思う。

　まずはサリュとしっかり話し合おう、全てはそこからだと。

　帰宅することを担任の宮みや谷たに先生に報告すべく、保健室から２部屋隣となりの職員室に向かう。

　道中にどうしても、とある部屋が目に入ってしまい、思わず立ち止まってしまう。

　そこは保健室と職員室に挟はさまれた校長室。

　分かっている。策なしで直談判したところで弾はじかれるだけ。幸い、僅わずかながらも猶ゆう予よは残されている。

　今はその時ではないと校長室を一いち瞥べつし、歩を進めようとしたときだった。

「タロ様たちは何も悪いことをしていません！　するはずがありません！」

「!?　サリュ……？」

　校長室から聞こえる声を間違えることなど有り得ない。

　サリュの声だ。

　家にいると思っていたサリュが学校に来ている。そして、どこで知ったのか俺たちのために校長に直談判してくれている。

　あの恥はずかしがり屋で臆おく病びようなサリュがだ。

　扉とびらに付いたガラス窓を覗のぞくと、必死に訴うつたえるサリュの後ろ姿が見えた。困り果てた小柄な校長の姿も。

　サリュの背筋はいつもよりは伸びているものの、足の震ふるえは尋じん常じようではない。

　それでも声を張り続ける。呼吸さえ忘れ、真っ赤になりながらも言葉を止めない。

「タロ様はサリュが幼い頃ころからずっと一緒にいてくれたんです！　いじめられたり、迷子になったり、泣いていたりしたら必ず駆かけつけてくれるサリュの王子様なんです！　転校が決まって離はなれたくないとグズっていたサリュのために、８年間も電話し続けてくれたんです！　サリュが日本に戻もどってきてからもずっと、サリュのために頑張ってくれているんです！　そんな方が、無意味に人を傷つけたりなんかしません！」

「サリュ……」

　幼馴染というポジションだけでサリュは俺を好きなんだと思っていた。

　でも違った。今では自信を持って勘かん違ちがいではないと言い切れる。

　サリュは俺のことをちゃんと見ていてくれてたんだ。ちゃんと理由があって俺を好きでいてくれるんだ。

「今日だってサリュのために怒ってくれたんです！　あの方はサリュに尽つくしてくれるんです！　だからサリュもあの方に尽くしたいんです！」

　そうか……。サリュだけが俺に尽くしてくれていると思ってたけど、サリュからしたら俺もサリュに尽くしているように見えていたのか。

　いや、見えていたんじゃない。実際に尽くしていたのだろう。

　お互たがい様だったことに気づかされ、思わず笑みがこぼれてしまう。

「タロ様がピンチのときは、サリュだって役に立ちたいんですよぅ！」

　サリュの熱弁に対し、校長は動どう揺ようしまくり。

「い、いや……、そんなこと言われても証しよう拠こがだね……」

「サリュを煮にるなり焼くなり好きにしてもらって構いませんから！　タロ様たちの大切な居場所を奪うばわないでくださいよぅ！」
















　相変わらずサリュは俺に尽くそうとしてくれている。

　だったら、俺もサリュを守ろうとするだけだ。

　喉のどなんて気にするな。扁へん桃とう腺せんなんてちぎれてしまえ。

　勢いよく扉を開いてしまう。

「ちょっと待ったぁぁぁ───！」

　気分は遅おくれてやってきたヒーローだろうか？　いや、超ちよう絶ぜつにハズいけど王子様でいこうじゃないか。

「……タロ様？」

　思わぬ声にサリュは固まるが、咄とつ嗟さに俺の方へと視線を合わせる。

　叫さけびは止まらない。

「どアホ！　煮るなり焼くなり好きになるな！　お前も含ふくめての大切な居場所だろが！」

　サリュに伝わったのだろう。

「ううう……っ！　……は、はいですぅ……！」

　本当にこいつは泣き虫だ。

　泣き虫だからこそ、一緒にいなければいけない。独り立ちなどさせたくない。

「一体、何の騒さわぎだと駆けつければ……。桃山、お前か……」

　振ふり向けば、うなだれる岩田先生が。

　咄嗟にサリュの壁かべになる。

「いいかサリュ！　俺から絶対離れるなよ！　あと隙すきを見せるな！　一いつ瞬しゆんで殺されるぞ！」

「は、はいですっ……！」

「殺すかバカモン！」

　殺さないと約束してくれたものの、岩田先生の圧力は尋常じゃない。

「……で、桃山。俺は犯人が見つかるまでは部活動休止と言ったよな？　ましてや１日経たたずに直じか談だん判ぱんしに来るとはな」

「確かに俺たちは馬ば鹿かなことばかりやってきましたが、今回の件は全く関かん与よしてません！　だから部活は休止しません！」

　男梅を彷ほう彿ふつとさせる岩田先生の刻まれたシワから、ぷっくりと血管が浮うき出てくる。まさかシワと血管がリバーシブル仕様になっているとは知らなかった。

　ご立腹なのは、職員室でのやり取りと殆ほとんど変わらないからに違いない。

　変わらないからこそ、岩田先生が何を言うのかは理解できる。

「お前らが犯人じゃないという証拠を見せてみろ。無いんだろ？」

「あります！」

　朝とは違う返答に、岩田先生の表情も一瞬だけ動く。

　１分前の俺が聞いたら、もっと驚きよう愕がくのリアクションを取っていただろう。

　サリュが勇気を出してくれたからこそ、証拠となりえる情報を思い出すことができた。

　遅おそかれ早かれ気づいていたかもしれないが、今以上のベストタイミングはないだろう。

　取り出したバッキバキのスマホを操作して、新しく開いたブラウザを岩田先生たちに見せつける。

「俺らは昨日、水族館でデートしてたんです！」

「これは……」

　画面には昨日、サリュと撮さつ影えいした外ロケ、イルカショーの映像が流れ始める。

　それは生放送ではなく再放送。ニコ生は会員の場合、１週間以内ならば過去の放送を観みれるタイムシフト機能なるものがあるのだ。

　イルカショー終しゆう盤ばんまで再生時間のスライドバーを調整。

　ここだ！

　映し出されるのは、３頭のイルカが水すい槽そうからジャンプしたところから。

　そして、大量の水が空から降ってくると、

『危ない！』

『タ、タロ様!?　!?　ひゃ……！』

　そのシーンは昨日の外ロケで唯ゆい一いつ、俺がカメラに映り込んだ映像。

　サリュに抱だきついた瞬間のシーンだ。

　証拠としては十分だと思う。にも拘かかわらず、サリュが十二分にしてくれる。

「サ、サリュ……」

　足を震わせていたサリュだったが、今では全身が小さくも震えている。

　が、深呼吸を１回、２回繰くり返し、大きくも頷うなずいた瞬間だった。




　ポケットからヘアピンを取り出したサリュは、前まえ髪がみをサイドに固定。




　サリュが素す顔がおを出したのだ。

「そ、そうです……！　サ、サリュはタロ様と一いつ緒しよにデートしてたんです！」

　岩田先生たちは驚おどろきを隠かくせない。

　液えき晶しように映る黒くろ髪かみツインテ少女の瞳ひとみと、目の前の前髪を上げた金きん髪ぱつ少女の瞳は、全く同じなオッドアイだったから。

　今になって、外ロケではなくデートに行ったのだと口を滑すべらせたことに気づき、顔から火が出そうになる。

　顔が赤いのは風邪かぜじゃなく羞しゆう恥ち心しんのせいなのだが、恥ずかしがっている場合ではない。

　一気にまくし立ててしまう。今考えている全すべての想おもいをぶちまけてしまう。

「どうですか！　これが証拠です！　どんなに信用されなくても証拠があるんだからダメだとは言わせません！　それでもダメって言うならＰＴＡなりＦＢＩなりと結けつ託たくして学校と戦います！」

　サリュの手を握にぎり締しめ、力強くも引き寄せてしまう。

「コイツが学園のヒロインになるまで俺はオルタナティ部を潰つぶさせません！」

　俺の言葉を聞いたサリュは力強くも涙なみだを拭ぬぐうと、頭を下げる。

「お願いですっ！　タロ様の、サリュたちの部活動を休止にしないでくださいっ！」

「お願いします！」

　俺も大きく頭を下げた直後、自分の意思とは関係なく更さらに１段階頭が下がる。それどころか後頭部に激痛も。

「イッ……！」

　どうやら岩田先生にゲンコツを浴びせられたらしい。

　思わず頭を上げれば、呆あきれ顔の岩田先生が視界に入ってしまう。

「何で朝のうちに言わなかったのだバカモン」

「す、すいません……。完全に忘れてました……」

　大きくため息づいた岩田先生は、校長へと視線を合わせる。

　校長はかなり疲ひ労ろう困こん憊ぱいな印象を受け、目をつむりながらも何度も頷いていた。

　そして、

「もう好きにしなさい……。あと、僕の机に体操着は置かないでね……」

　岩田先生は俺たちに背を向けると呟つぶやく。

「疑って悪かったな。部活動続けていいぞ」

「そ、それじゃあ……」

「２度は言わん。ほら、お前らも校長室から出て行け」

　岩田先生はそう告げ、職員室に戻っていく。

　校長室を後にし、静まり返った廊ろう下かで立ち尽くしてしまう俺とサリュ。

　思わずサリュの顔を見てしまえば、サリュも同じように俺を見つめていた。

　すると、いきなりにサリュが視界からフェードアウト。

「サリュ!?」

　サリュはその場にへたり込んでしまう。

「えへへ……。色々安心しすぎて力抜ぬけちゃいました……」

「全く……」

　廊下に寝ねかせるわけにもいかないし、とりあえずは保健室行くか……。

　背を向けてしゃがみ込み、おぶる体勢を整えるものの、サリュは一向にやって来ず。

「前みたいなお姫ひめ様抱だっこがいいですっ」

「俺は病人だぞ……」

　文句を言いながらも仕方なしにお姫様抱っこ。「えへへ♪」と微笑ほほえむサリュは天てん真しん爛らん漫まんな表情に戻りつつあり、信しん頼らいしてくれている。力を抜いて身を委ゆだねてくれているのだから。

「ピンチのときに駆かけつけてくるタロ様は、やっぱりサリュの王子様です♪」

　至近距きよ離りでよくまぁ恥はずかしいことを……。

　抱きかかえたままのサリュと保健室に入り、優やさしくソファへ下ろす。

　そのままにサリュから離はなれようとするが、サリュは俺の手を握ったまま。

「……サリュ？　！」

　正面からぴっとり寄り添そわれてしまう。さらには腰こしにまで手を回してくる。

「本当に良かったです。タロ様やキンタさん、サリュの居場所を守ることができて」

「……ああ。これからもよろしくな」

　そう告げた直後、サリュが耳元で何かを呟いた。イタリア語だろうか？

「Ti adoro……」

「!?」

　サリュの柔やわらかい唇くちびるが俺の頰ほおに押し当てられる。

　唇が離れ、サリュの真っ赤になった笑顔を見るまで何をされたか全く理解できなかった。

　理解できてしまえば、発熱状態＆ハイテンション状態だった体温が更に上じよう昇しよう。

「お、おま……！」

「えへへ……♪」

　強きよう烈れつに可愛かわいいとか、抱きしめたいという感情が押し寄せ、挙句の果てには告白しちまえばいいんじゃね？　と、悪あく魔ま的ポジションなもうひとりの俺が囁ささやいてくる。

　いやいやいや。抱きしめるなんて有り得ないし、告白なんてもってのほかだろ。

　でもなぁ……、やっぱりサリュ可愛いんだよなぁ……。

　チ、チクショウ！　シチュエーションかコンディションのせいか分からないけど理性が殆ど残っていない！　くたばれ俺の煩ぼん悩のう！

　かくなる上は！

「ふんぬっ！」

「タロ様!?」

　渾こん身しんの右ストレートを自分の顎あごへと叩たたきつけ、勢いそのままに床ゆかを１転２転。

「ハ、ハハハ……！　ざ、ざまぁ見ろ……、もう、ひとりの、お、れ……」

「タ、タロ様！　タロ様───！」

　本日２回目のゲームオーバー。

　桃山太郎の目の前が真っ暗になった。




　家に帰ってTi adoroの意味を調べてみる。

　愛してる、熱愛するという意味だったことを知り、部屋で１人、悶もん絶ぜつしていたのは言うまでもない。








エピローグ






　休部騒そう動どう後の体調は崩くずれに崩れて大変だった。高熱のまま暴れ倒たおし、最終的に自害するというハードプレイを決め込めば当然かもしれないが。２度とやりたくない所業である。

　俺が休んでいる間、サリュはどうしていたかというと、自分も一緒に学校を休むとは駄だ々だをこねなかった。駄々をこねる理由が無かったから。

　サリュも風邪かぜを引いてしまったのだ。俺の看病を付きっきりでしてくれたのが原因なのだけれども。

　お互たがいが風邪で休んでいる間にも『ミラノちゃん愛好会』の緊きん急きゆう会見をした。

　サリュから視し聴ちよう者と仲直りしたいと言い出したのも、校長へ直談判できるほどの勇気を手に入れたからに違ちがいない。

　大多数の視聴者はといえば、サザ○さん症しよう候こう群ぐんに陥おちいるかのようにサリュがいない数日間に絶望。サリュ復活を誰だれもが喜び、今後は愛好会らしくサリュのことを温かく見守ることになったようだ。すなわち、サリュに抱だきついていた人物が彼氏、知り合い、赤の他人であろうと気にしないという方針とのこと。俺としては大助かりである。

　風邪が完治して登校する頃ころには、オルタナティ部に向けられた疑ぎ惑わくも晴れていた。女子更こう衣い室荒あらしの疑惑を払ふつ拭しよくするために、岩田先生が動いてくれたのだ。

　わざわざ臨時集会まで開いてくれ、オルタナティ部が無実だということを説明してくれたらしい。

　犯人は未いまだに見つかっていないものの、風の噂うわさでは体育会系の部員が罰ばつゲームで侵しん入にゆうしたんだとか。まぁ、俺ら犯人説が消えたのならば大目に見てやろうではないか。女子グループを代表して風紀委員長も謝りに来てくれたし、男子クラスメイト共にはＡ定食もおごってもらえたし。




　　　　※　※　※




　６月最後の金曜日。サリュと桜のダブル幼おさな馴な染じみと登校中。

　サリュは未だに前髪を下ろしたまま。人目をチラチラと気にする癖くせも直っておらず、直じか談だん判ぱんしにきたときの前髪オープンなサリュはどこへやら。

　いつもどおり２年Ａ組の教室に入ろうとするが、俺と桜の動きが止まる。

「サリュ？」「サリュちゃん？」

　サリュが俺たちの手をグイグイ引っ張るのだ。飼い主のリールを引っ張る子犬、というわけではなく、無言で歩を進めるサリュの背中には強い意志を感じる。

　俺たちの手を放してくれた場所はＣ組の扉とびら前。すなわちサリュのクラスである。

　サリュの深呼吸する姿を見れば、察しがついてしまう。

「サリュ。頑がん張ばってこい」

「は、はいですっ……！」

　エールを送れば、自分の教室へとサリュは入っていく。

　そして、１つの女子グループの前で足を止め、

「お、おはよう、……ござい……、お、おはようございますですっ！」

　今できる精せい一いつ杯ぱいの挨あい拶さつ。

　女子たち、周りのクラスメイトたちの時が止まったかのよう。心の中を覗のぞかなくとも、「あの恥ずかしがり屋の留学生が挨拶……？」と考えているのがよく分かる。

　それでも、時が止まったのは一いつ瞬しゆん。

　グループの１人が「おはよう」と微笑みかければ、つられて他ほかの女子たちも挨拶を返してくれる。さらには他のクラスメイトも、「風邪かぜはもう大だい丈じよう夫ぶ？」などと優しく接してくれるではないか。怪け我がの功名、というよりも風邪の功名とでも呼ぶべきだろうか。

　友達とは未だ呼べないかもしれないが、赤の他人からクラスメイトの関係へと変化したのは間ま違ちがいない。

　自分の殻からをサリュが破った瞬間だった。

　興奮せずにはいられない。

「み、見たか桜！　サリュが！　サリュがついにやり遂とげたぞ！」

「なに赤ちゃんが立ったみたいに興奮してんのよ」

「サリュは俺たちの子じゃねーよ！」

「は、はぁ!?　結けつ婚こんもしてないのに何言ってんの!?」

　顔を真っ赤にして取り乱す桜のツンデレ加減は一級品なものの、全く以てジョークが通じないのは困ったものである。

　後日談だが、俺が倒たおれた日、サリュがいないことを不思議に思っていた桜が、サリュに連れん絡らくを入れていたようだ。桜いわく、電話に出たばかりのサリュは泣いていたものの、俺がピンチだと知ると、なりふり構わず家を飛び出したんだとか。

　あの日のことを振ふり返れば、別に疑うことは何もない。

　もちろん、今のサリュの行動や結果にもだ。

　サリュはコミュニケーションが取れたことがめちゃくちゃ嬉うれしいらしく、こっちに戻もどって来ようとするが、ハッ！　と口を開くとその場で足を堪こらえる。これは俺のためではなく、自分のために挨拶をしたのだと俺や桜にアピールしたいからだろう。

　そんな姿が微笑ましく、こっちから褒ほめに行きたいとウズウズしていると、

「おばさんにサリュちゃんのことは伝えとくわ。ギリギリだけど、ちゃんと課題はクリアできたって」

「！　そ、それって、俺は退学しないで済むってことだよな……？」

「今月はね」

「え……？　やっぱり来月もあんの……？」

「知ーらない」

　いつもどおりに、いー！　と威い嚇かくする桜だが、今日はそれだけで終わらない。

「ほら行ってあげなよ。今日だけだよ？　サリュちゃんとくっついても怒おこらないの」

　そう言い残した桜は、ギターを背負い直して自分の教室へと歩き出す。

　桜の許可がいるみたいで釈しやく然ぜんとしないものの、理由ができたのはありがたい。

　笑みを隠かくしきれないまま、Ｃ組の教室へと入ってしまう。

「サリュ！」「タロ様！」

　俺がサリュへと近づこうとすれば、サリュも動かずにはいられないらしい。

「やったなサリュ！　修行の成果が出たじゃないか！」

「タロ様や視聴者さんたちのおかげですっ♪」

　サリュは飛び跳はねそうになりながらも、俺の両手を握にぎり締しめてくる。

「今日も雑談頑張るですっ！」

「おお！　一緒に頑張ろう！」

「はいですっ♪」

　下ろした前まえ髪がみでは、サリュの可愛らしい素す顔がおは見えない。

「見たいの？」、神はそう言わんばかりに、教室内に力強く風が吹ふき付ける。

　前髪はらり。可愛いサリュちゃんコンニチワ。

　角度的にもサリュの素顔を見たのは俺だけだろう。それでもクラスメイトは周りにいるわけで。

　短い舌を突つき出して、力いっぱい目を瞑つぶるサリュ。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「どわぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！　舌を嚙かむなぁ！」

　サリュが学園のヒロインになれる日は、本当に来るのだろうか……？

















あとがき






　皆みなさん、はじめまして。第２９回ファンタジア大賞にて金賞の栄えい誉よをいただきました、凪なぎ木きエコと申します。堅かた苦くるしい挨あい拶さつは苦手というか、賢かしこそうな言葉を並べるとボロが出るのでこれくらいで勘かん弁べんしてください。




　あとがきを書きながらも、自分の青春時代はいつだったかなと考えています。高校と大学は同じくらい楽しかったのですが、青春というワードを入れると高校の頃ころかな？　くだらない思い出でいっぱいです。教室でチョーク粉パーティーをして身体中カラフルで早退したり、顧こ問もんの自転車の空気キャップを抜ぬいてマンホールの中に証しよう拠こ隠いん滅めつしたり、授業中にマリオ○ートで８人対戦してレインボーロードでめっちゃ身体が傾かたむいたり。

　当時の自分からしたら些さ細さいなことなのでしょうが、こうやって思い出すとゴミみたいな奴やつだなと改めて実感します。でもゴミみたいなこと、今読んでる中高生の皆さんは進行形でやっているだろうし、大学生や社会人の方もやってきたはずです。否定させません、絶対やってます。赤の他人からしたらゴミみたいなのですが、当の本人たちにとっては、すげー楽しいですよね。芸人にとって鼻水はダイアモンドと同じです。だからこそ、今が青春の人たちって、すげー羨うらやましいです。部活帰りにコンビニでたむろしている学生さんを見ると、ノスタルジックな気持ちになります。ベンチで初々しくも制服カップルが会話しているのを見たら、後ろからベンチを引っくり返したくなります。いや、これは僕が中高生時代から思ってることだから関係なさそうです。

　青春時代は戻もどってきません。だからこそ僕は、自分ができなかった体験を補うべく書いているのかもしれません。カッコイイこと言ったなと思いましたが、最初に書こうと思ったジャンルはバトルものでした。

　というわけで、今が青春だという方々は、思う存分に青春してください。凪木同様に青春なんか終わっちまったという方々は、たまに集まった友達と昔話に花を咲さかしたり、ガールズバーでチャンネーと会話したり、青春ラブコメを読んで過去補正してください。

　友達なんかいらない、ぼっち万歳と言う方もいるかもしれません。気持ちは分かります。こんだけ青春を楽しめとほざきつつも、僕も１人の時間のほうが好きです（笑）。比率でいうと７割か８割くらい。喫きつ茶さ店てんや図書館とかで、音楽聴ききながら色んな雑誌や本を読む時間が１番好きです。さらにぶっちゃけますと、嫌きらいな人はとことん嫌いです。「世界はラブアンドピース。うえ[image: ～][image: ～][image: ～]いｗｗｗ」とか言ってベタベタされるのが苦手です。俺が人質にされたら絶対見捨てるだろコイツとひねくれちゃいます。

　そんな１人好きな僕ですが、僕の性格を汲くみ取ってくれる友人や先せん輩ぱいなんかも極小ながらいます。久々に会って飲めば楽しいものです。ですので、現状ぼっちの方は、背せ伸のびしないで自然体でいられる友達を探してみてください。絶対います。別にリアルじゃなくても、Ｔｗｉｔｔｅｒやソシャゲなんかのネットでも友達は作れますしね。

　このあとがきを見て、友達できた！　という方ははたしてできるのでしょうか……？　何かしらのお便りお待ちしてます。




　ここからは謝辞を。

　担当さん。打ち合わせ中に僕が的を射ていない回答や、話が脱だつ線せんしたときにも、さりげなく戻してくださりありがとうございます。これからもおんぶに抱だっこ状態は続くでしょうが、いつか並走できるように頑がん張ばりたいと思います。１巻の完成間近、「凪木さん、作品のテーマから逃にげようとしてません？」と言われたとき、心臓がキュッ、となったのは良い思い出です。繰くり返します、良い思い出です。

　イラストレーターのすし＊さん。ラフを初めて拝見したとき、「これがプロの力、すし＊ｓｕｇｅｅｅ」になったのをよく覚えています。また、ネットに上げられた美び麗れいなイラストに時々散りばめられた不意打ちイラストは反則だと思います。あんなん笑ってまいます。今後も可愛いイラスト、爆ばく笑しようするイラストを楽しみにしています。

　編集部や営業部、校正者等の方々。僕が想像する以上に、多大な方々が１冊に携たずさわっていただけたことを実感しました。精進しますので、今後もよろしくお願いします。

　Ｎさん。Ｎさんにはラノベの基本を作るうえで重要なこと、僕の強みと弱みを育てるうえで必要なことを的確なアドバイスでいただきました。本当にありがとうございます。

　やったぜ、杉すぎ本もと。お前の言葉があったから書き続け、俺はデビューすることができました。やけども、奢おごるとなると話は別です。賞金と印税は俺のものやし。冗じよう談だんです。杉本の大好きなコーラとタバコを奢ります。次会えるのは、しばらくあとになりそうですが、会うときは飲みにでも。

　最後はもちろん読者様。この本を手にとってくださり、本当にありがとうございました。重ねて御お礼れい申し上げます。

　それでは皆さん、次巻でお会いできればと思います。次巻が出てなかった場合は察してください。多分出ます。というか出してください。

　Ｐ．Ｓ．ベンチに座ってリア充じゆうしていたら、背後には気をつけてください。


凪木エコ










凪木エコ

●なぎきえこ



第29回ファンタジア大賞にて金賞を受賞。

７月10日生まれ、ゆとり世代ド真中な関西人。筆記体を書けないことを鼻で笑われて凹んだ経験アリ。

缶コーヒー依存性。お気に入りは和名で朝撃ち。コンビニコーヒーも嗜んだり。

先日の真夜中、マンション敷地内に置きっぱの竹馬を発見し、全速力で走っているところを管理人に目撃され愛想笑い。管理人は苦笑い。

管理人さん、僕は元気にやってます。
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俺おれの青せい春しゆんを生いけ贄にえに、彼かの女じよの前まえ髪がみをオープン








凪なぎ木きエコ
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